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秋田の四季。そのコントラストはあなたの創造力
を育みます。雪で閉ざされる冬は、静かに思考を
巡らせる哲学的な時間。春から爽やかな夏にかけ
ては思い切り活動範囲を広げてみる。秋にはその
結実を歓び、考察を深め、その経験がまた冬に活
かされるのです。
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秋
田
公
立
美
術
大
学
は
社
会
の
大
き
な
変
動
に
呼
応
し
、
古
い
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
新
し
い
芸
術
領
域
の
創
造
に
挑
戦
す
る
大
学
で
す
。
自
然
と
伝
統
文
化
に
恵
ま

れ
た
秋
田
の
文
化
的
資
源
を
活
用
し
、
芸
術
の
も
つ
可
能
性
、
公
共
性
を
探
求
し
、
秋

田
か
ら
全
国
、
世
界
へ
と
、
自
ら
の
芸
術
的
感
性
と
創
造
性
を
い
か
す
社
会
に
貢
献
す

る
人
材
を
送
り
出
し
ま
す
。

近
代
日
本
の
芸
術
教
育
に
お
い
て
、「
日
本
画
」「
油
画
」「
彫
刻
」「
工
芸
」「
デ
ザ
イ
ン
」「
建

築
」
等
の
区
分
が
固
定
さ
れ
、
西
洋
近
代
的
な
も
の
と
日
本
古
来
の
も
の
が
並
行
的
に

同
居
し
て
い
る
状
態
を
見
直
し
、
現
代
日
本
に
合
っ
た
価
値
観
に
再
構
成
す
る
と
と
も

に
、
新
し
い
芸
術
的
価
値
を
生
み
出
し
、
発
信
す
る
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
ま
す
。

「
地
方
都
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
発
見
し
、
新
た
な
価
値
観
を
創
出
す
る
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
と
、「
地
域
の
多
元
化
そ
し
て
深
化
こ
そ
豊
か
な
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
を

形
成
す
る
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
秋
田
に
お
け
る
芸
術
創
造
と
人
材
養
成
を
実
現

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
芸
術
の
「
地
方
分
権
」
を
先
駆
け
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
が
歴
史

的
に
培
っ
て
き
た
伝
統
的
な
文
化
、
生
活
様
式
、
技
術
な
ど
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
芸

術
的
価
値
を
再
評
価
し
、
現
代
の
秋
田
に
い
か
す
と
と
も
に
、
芸
術
・
デ
ザ
イ
ン
分
野

に
お
け
る
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
す
、
い
わ
ば
地
域
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
目
指
し
ま
す
。

秋
田
公
立
美
術
大
学
の
、4
つ
の
基
本
理
念

12
新
し
い
芸
術
領
域
を
創
造
し
、

挑
戦
す
る
大
学

秋
田
の
伝
統
・
文
化
を
い
か
し

発
展
さ
せ
る
大
学

2

公
立
大
学
の
責
務
と
し
て
、
教
員
全
員
が
自
ら
の
専
門
領
域
に
由
来
す
る
社
会
貢
献
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
県
内
外
の
大
学
、
民
間
企
業
、
小
・
中
・
高
の
各
学
校
、
美

術
館
等
の
社
会
教
育
機
関
と
の
連
携
を
積
極
的
に
図
り
な
が
ら
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開

発
や
地
場
産
業
の
振
興
、
芸
術
活
動
の
展
開
な
ど
に
力
を
発
揮
し
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
ま
す
。

再
構
成
さ
れ
た
芸
術
領
域
と
地
域
の
芸
術
・
文
化
に
対
す
る
深
い
理
解
や
、「
世
界
」

に
触
れ
る
機
会
・
交
流
を
も
つ
こ
と
を
基
盤
と
し
て
、
変
化
し
つ
づ
け
る
芸
術
表
現
の

中
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
あ
る
い
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
そ
の
潮
流
を
リ
ー
ド
す
る
た
め

に
必
要
な
、
多
様
な
ル
ー
ツ
と
出
会
い
、
価
値
の
多
様
性
を
認
め
、
共
有
で
き
る
柔
軟

な
思
考
を
持
ち
、
新
し
い
表
現
を
模
索
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
て
ま
す
。

ま
た
、
大
学
自
体
も
、
豊
か
な
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
の
形
成
を
目
指
し
て
、
秋
田
に
残
る

文
化
・
芸
術
を
再
評
価
し
、
現
代
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
復
興
し
な
が
ら
、
先
鋭
的
な

芸
術
表
現
に
よ
り
世
界
に
向
け
て
新
た
な
価
値
観
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

4 3
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
、

地
域
社
会
と
と
も
に
歩
む
大
学

秋
田
か
ら
世
界
へ
発
信
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
大
学

3



公
立
大
学
の
責
務
と
し
て
、
教
員
全
員
が
自
ら
の
専
門
領
域
に
由
来
す
る
社
会
貢
献
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
県
内
外
の
大
学
、
民
間
企
業
、
小
・
中
・
高
の
各
学
校
、
美

術
館
等
の
社
会
教
育
機
関
と
の
連
携
を
積
極
的
に
図
り
な
が
ら
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開

発
や
地
場
産
業
の
振
興
、
芸
術
活
動
の
展
開
な
ど
に
力
を
発
揮
し
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
ま
す
。

再
構
成
さ
れ
た
芸
術
領
域
と
地
域
の
芸
術
・
文
化
に
対
す
る
深
い
理
解
や
、「
世
界
」

に
触
れ
る
機
会
・
交
流
を
も
つ
こ
と
を
基
盤
と
し
て
、
変
化
し
つ
づ
け
る
芸
術
表
現
の

中
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
あ
る
い
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
そ
の
潮
流
を
リ
ー
ド
す
る
た
め

に
必
要
な
、
多
様
な
ル
ー
ツ
と
出
会
い
、
価
値
の
多
様
性
を
認
め
、
共
有
で
き
る
柔
軟

な
思
考
を
持
ち
、
新
し
い
表
現
を
模
索
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
て
ま
す
。

ま
た
、
大
学
自
体
も
、
豊
か
な
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
の
形
成
を
目
指
し
て
、
秋
田
に
残
る

文
化
・
芸
術
を
再
評
価
し
、
現
代
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
復
興
し
な
が
ら
、
先
鋭
的
な

芸
術
表
現
に
よ
り
世
界
に
向
け
て
新
た
な
価
値
観
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

4 3
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
、

地
域
社
会
と
と
も
に
歩
む
大
学

秋
田
か
ら
世
界
へ
発
信
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
大
学

3



目
　
　
次

ア
ー
ツ
&
ル
ー
ツ
専
攻

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻

景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻

美
術
教
育
セ
ン
タ
ー

大
学
院

　
複
合
芸
術
研
究
科

17314559738892

本
学
の
強
み

本
学
の
特
色

座
談
会

客
員
教
員
・
特
任
教
員

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

卒
業
生
よ
り

ア
ク
セ
ス
&
マ
ッ
プ

学
長
よ
り

学
生
支
援

入
学
金
・
奨
学
金

入
試
に
つ
い
て

89102110112113114124128130132134

なぜなら、ここにいるからである
佐々木大空（2021年 3月卒業）
人はその存在を有する際、同じく必然的に質量を有している。人がこ
の作品の上に乗った時、重さによってワイヤーが張り、そのワイヤー
を弾くことで音になる。そして人が移動することによって各ワイヤー
の張り具合が変化し、音の高低に影響を与える。この作品は人の存在
そのものとその挙動を等しく音に変換し変化させることで、その存在
を無条件的に肯定することができる装置である。素材／ステンレスワ
イヤー、杉、コンパネ、ラワン合板、ホワイトウッド 2021年
音を出している人／工藤結依（2021年 3月卒業）

表紙　表1
羽化
三上真穂（2021年 3月卒業）
素材／油絵具、綿布キャンバス 2020年
→コンセプトはp35へ

表4
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本
学
の
強
み

コンセプト
新しい芸術領域に挑戦
地域連携・実践の場
総合入試の間口の広さ

環境
秋田の自然の美しさ厳しさ
地域の伝統と智慧

生活
公立の安心感
生活費が安い

進路決定率90%超

キャンパス
工房設備の充実
旧国立農業倉庫棟
（登録有形文化財）

教育
学生1人あたりの教員数
キャリア教育の充実
丁寧な個別指導
教員力（専門・実績）

8

1
年

2
年

3
年

4
年

秋田公立美術大学は、社会の変化に合わせ、従来の分野や技法で

区分けされた枠組みを廃し、5つの専攻を配置しました。

学生は、4年間の学びで領域を横断しながら、自分らしく

未知の領域を切り開いていくことのできる表現の軸と創造力を獲得します。

b 1年前期 ― 2 年前期
本学では入学後、はじめから 1
つの専攻に分かれるのではなく、
美術やデザインに共通する基礎
を 5つのコースで平等に学びま
す。

b 1・2 年 視野を広げ、視
点を高める
1・2年次では全ての専攻を横
断的に学ぶことで視野を広げる
とともに、基盤となる知識と技
術を総合的に学ぶ中で、自分自
身の可能性を模索し、学びたい
分野や進むべき方向性を見出し
ていきます。

b 3・４年　専門を深める
3・4年次では、1つの専攻に所
属し、より高度な知識や技術の
研鑽に努めます。1・2年次に
獲得した広い視野を活かしなが
ら、素材や技法に依らない、自
分らしく未知の領域を切り開い
ていくことのできる表現の軸と
創造力を探求します。

b 3 年前期 ―
こうして丁寧に学んだ過程を経
た上で、1つの専攻に絞り込み
ます。自分らしく、未知の領域
を切り開くべく、たくましい創
造力の獲得を目指します。

アーツ＆ルーツ
専攻

ビジュアルアーツ
専攻

ものづくりデザイン
専攻

コミュニケーション
デザイン専攻

景観デザイン
専攻

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

b１～ ４年　社会と繋がり実践的に学ぶ

各センターが、多様な講座やプロジェクトを通じて、教養を深め、
卒業後の多彩なキャリア形成を支援する実践的な学びを提供します。

○美術教育センター　
○国際交流センター　
○キャリアセンター　

５つの専攻

5

1

本
学
の
特
色
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地域の歴史的な文化資源（ルーツ） の
調査・研究を通して、
その再評価の中から

新たな芸術表現を探求する
「基礎理論」「作品制作」「フィールドワーク」の３つによっ
て、地域の文化と歴史に根ざした主題・技法を学び、調
査研究の成果を作品制作にいかします。

アーツ＆ルーツ
専攻

現代美術の新しい方向性を探り、
様々な素材や媒体を通して
現代的な表現を展開する

従来の素材や技法、表現形態にとらわれず、様々な媒体
を使って現代的な作品を作ります。

ビジュアルアーツ
専攻

 様々な表現領域の制作活動から、
社会変革を促す

 「景観」を創造する
自らの身体を「景観」の現場に置き、感覚・知識・経験を
総動員してその場所の本質を見抜く作業に取り組みなが
ら、社会の変革を促しうるアートとデザインの手法を学
んでいきます。

秋田の文化資源を背景に、
人と人との豊かな関係を築く、
ものづくりを提案する

世代を超えて愛されてきたものに備わる、文化的背景や
価値観をふまえ、秋田から世界に向かって、新たな視点
と価値を持った「もの」を制作します。

ものづくりデザイン
専攻

景観デザイン
専攻

多様なメディアを活用した
ビジュアルコミュニケーションを学び、

効果的なデザインや
アートディレクションを可能にする

グラフィックデザインによる様々な表現を幅広く習熟し
て、優れた伝達表現やデザイン全体を構築する総合的
なディレクションを可能にします。

コミュニケーション
デザイン専攻

本
学
の
専
攻
紹
介

10

　
本
学
の
基
本
的
理
念
の
ひ

と
つ
「
新
し
い
芸
術
領
域
を

作
り
出
す
」
は
、
言
う
が
易

し
行
う
が
難
し
、
と
て
も
難

し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
そ

の
た
め
の
方
法
論
と
し
て
私

た
ち
が
実
践
し
て
い
る
の
は
、

基
礎
教
育
の
充
実
を
前
提
に

「
領
域
横
断
」
と
「
複
合
的

な
視
野
」
を
持
つ
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
美
術
大
学
は「
素
材
」
や「
手
法
」
で

分
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
油
絵
科
、
日
本
画

科
、
彫
刻
科
な
ど
。
そ
れ
は
も
う
時
代
に
そ
ぐ
わ
な

い
と
考
え
生
ま
れ
た
の
が
本
学
の
5
つ
の
専
攻
で
す
。

　
そ
し
て
こ
こ
秋
田
で
地
域
資
源
や
地
域
課
題
に
向

き
合
っ
て
い
く
こ
と
。
様
々
な
社
会
情
勢
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
芸
術
を
育
成
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
、
大
学
院
の
研
究
科
名
で
も
あ
る

「
複
合
芸
術
」
と
い
う
概
念
を
深
め
掲
げ
て
い
く
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
総
合
入
試
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
入
学
時
に
専
攻
が
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
ア
ー
ト
や
表
現
に
興
味
が
あ

る
け
れ
ど
、
ど
の
分
野
が
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か

確
定
し
て
い
な
い
高
校
生
も
目
指
せ
る
美
大
で
す
。

1
年
生
で
座
学
の
「
現
代
芸
術
論
」
を
履
修
し
、
5

つ
の
専
攻
が
主
張
す
る
表
現
の
奥
義
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
2
年
生
の
前
期

に
は
「
現
代
芸
術
演
習
」
を
2
つ
以
上

選
び
、
実
制
作
に
お
け
る
エ
ッ
セ
ン
ス

を
体
験
し
ま
す
。
単
に
知
識
が
無
か
っ

た
り
、
食
わ
ず
嫌
い
で
あ
っ
て
も
実
は

適
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
分
野
を
発

見
で
き
る
時
間
が
1
、
2
年
生
で
す
。

自
分
の
興
味
を
拓
い
て
い
く
機
会
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
学
の
持
つ
強
み

で
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
選
択
肢
の

幅
を
広
げ
た
り
、
複
合
的
な
視
野
を
い

か
す
た
め
に
は
、
軸
足
と
な
る
基
礎
教

育
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
近
い
将
来
、
1

年
次
の
基
礎
教
育
を
今
ま
で
以
上
に
充

実
さ
せ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
あ
と
2
年
で
開
学
10
周
年
に
な
り
ま
す
が
、
私
た

ち
は
学
生
と
一
緒
に
大
学
の
ユ
ニ
ー
ク
な
基
礎
を
作

り
出
し
て
き
た
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
の
新
し

い
美
術
大
学
の
自
由
を
楽
し
み
、
不
自
由
を
克
服
し
、

果
敢
に
研
究
し
て
く
れ
た
学
生
た
ち
に
は
本
学
で
学

ん
だ
時
間
を
誇
り
に
思
っ
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
教

員
一
同
も
彼
ら
に
感
謝
し
、
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

「
領
域
横
断
」と

「
複
合
的
視
野
」で

「
新
し
い
芸
術
領
域
」を

作
り
出
そ
う
。

教
員
よ
り

岩
井
成
昭
教
授
（
副
学
長
）

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
映
像
、
多
文
化
芸
術
調
査
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。
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。
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。
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。
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。
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京
都
文
化
博
物
館
の
「
京
都
府
新
鋭
美
術
選
抜
展
」

で
藤
浩
志
先
生
（
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
）
の
作
品
に

出
会
っ
た
こ
と
で
、
現
代
美
術
に
特
化
し
た
専
攻
の
あ

る
秋
美
を
選
び
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
制
限
で
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
専
攻
が
決
ま
っ
て
い
な
い
試
せ
る
1
年
で
は
、

対
策
を
工
夫
し
様
々
な
現
場
を
見
学
で
き
ま
し
た
。

　
高
1
の
冬
に
進
路
を
変
更
し
美
術
系
の
大
学
へ
進
む

こ
と
を
決
め
た
の
で
、
親
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
美

大
に
入
っ
て
し
た
い
こ
と
を
具
体
的
に
考
え
ま
し
た
。

1
、
子
ど
も
と
一
緒
に
美
術
＝
も
の
を
作
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
か
学
ぶ
。
2
、
高
校
の
頃
か
ら

独
学
で
制
作
を
し
て
い
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
映
像

で
記
録
し
展
示
し
て
い
た
の
で
、
大
学
で
も
っ
と
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
表
現
方
法
や
見
せ
方
に
つ
い
て
知
り

た
い
。
3
、
屋
外
で
自
然
の
な
か
に
作
品
を
展
示
し
て

み
た
い
。
4
、
展
覧
会
を
作
る
側
＝
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

学
生
よ
り

やるしかない。あとがない。
作品を作っていかなきゃと。
美大に行くとは
思ってなかったから。

入学して初めての展示「目を合わせる─相互着用
実験─」2020年 7/14-22本学展示スペース「KATTE」
にて。合成のグリーンバックと同じ原理で Zoomで
自分と鑑賞者をつなぎ相手の顔を自分の顔に写す。
目に緑は塗れないから目は自分の目。これは Zoom
で喋っているとき、画面の相手を見ながら喋っても
目線は合わないことから考えた実験。

上：秋田市大森山動物園と本学が取り組む「大森山
アートプロジェクト」2020年度は「あそび×まな
びのひろばー森の居場所―」（8/1-9/26）。学生によ
るインスタレーションや仕掛けが広場の 14カ所に。
写真は岡本さんの「紡ぐ操る繋ぐ」。秋田と京都の
伝統行事「数珠繰り」を参考に子どもたちの健康を
祈る作品。／下：本学が主催する小学生を対象とし
たアートスクール「こどもアートLab」。写真は「NEO
びじゅつじゅんびしつ」の「手づくりの仕かけで大
物を釣り上げたい」。岡本さんは子どもたちを見守
りながら記録撮影担当。

岡
本
真
実

２
年

京
都
府
出
身

D

コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
っ
た
ら

　
何
が
し
た
い
？

葛
西
臨
海
水
族
園
（
東
京
）、
い
お
ワ
ー

ル
ド
か
ご
し
ま
水
族
館
、
兵
庫
県
姫
路
市

立
動
物
園
に
行
き
た
い
で
す
。
ク
ロ
マ
グ

ロ
や
ケ
サ
ラ
ン
パ
サ
ラ
ン
の
リ
サ
ー
チ
を

し
た
い
。
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や
そ
の
現
場
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

　
入
学
後
は
こ
の
4
つ
が
で
き
る
機
会
を
探
し
、
参
加

し
ま
し
た
。
今
は
た
く
さ
ん
作
品
を
見
て
、
作
り
続
け

て
み
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
将
来
的
に
は
子
ど
も
が
何

か
作
っ
た
り
、
読
ん
だ
り
、
歌
っ
た
り
す
る
の
を
見
守

れ
る
場
所
も
作
り
た
い
。
子
ど
も
向
け
の
美
術
教
室
を

開
く
の
が
近
い
の
か
な
、
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

村
山
修
二
郎
先
生
（
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
）
や 
萩
原

健
一
先
生
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
）、
柚
木
恵
介

先
生
（
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
教
室
を
持
た
な
く

て
も
、
子
ど
も
を
支
援
で
き
る
方
法
が
あ
る
と
知
り
ま

し
た
。

　
最
近
は
、
大
学
の
授
業
に
関
連
し
て
カ
ビ
培
養
装
置

の
制
作
と
、TouchDesigner

やProcessing

で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
温
度
や
湿

度
の
制
御
に
取
り
入
れ
た
い
ん
で
す
。

個展「ある種の抵抗」2021年 3/21-3/28 本学大学院の修了生と学
生が運営している多目的空間「オルタナス」にて。土壌汚染の原
因となる「腐食」の観測や再現を映像、行為に展開する表現を試
みた。「汚染させた土を今自分で持っているので、それに対して
どう責任をとるか、どう処理をするか。そこは大事なところです。」
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高
校
が
美
術
系
で
卒
業
制
作
は
漆
の
作
品
で
し
た
。

ネ
チ
ネ
チ
し
た
性
格
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
漆
芸
の
微
細

な
積
み
重
ね
で
理
想
の
形
状
に
向
か
う
よ
う
な
緻
密
な

作
業
が
好
き
で
す
。
漆
を
学
べ
る
国
公
立
の
美
大
を
探

し
て
い
た
ら
担
任
の
先
生
に
秋
美
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
入
学
し
て
最
初
に
、
全
専
攻
の
先
生
が
毎
週
順
番
に

話
す
授
業
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
聴
講
し
た
ビ
ジ
ュ
ア

ル
ア
ー
ツ
専
攻
の
講
義
が
面
白
く
て
引
き
込
ま
れ
ま
し

た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
美
術
作
品
に
そ
れ
ま

で
触
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
う
い
う
世
界
が

あ
る
ん
だ
と
驚
い
て
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
文
化
祭
の
グ
ル
ー
プ
展
参
加
を
き
っ
か
け

に
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
の
詩
「
朝
の
リ
レ
ー
」
の
朗
読
に

合
わ
せ
た
映
像
の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
先
生
に

聞
い
て
必
要
な
手
法
や
使
用
ソ
フ
ト
を
教
え
て
も
ら
い
、

プ
ラ
ン
が
固
ま
っ
た
ら
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
に
詩
の
使
用

許
可
を
ダ
メ
も
と
で
お
願
い
し
ま
し
た
。
お
返
事
が
来

学
生
よ
り

初の個展「壁越しの声」2020年 11/19-11/23アトリオ
ン２階美術展示ホールにて。写真は、文字が雲型定規
をトレースする「runners」。

森
田
明
日
香

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
４
年

大
阪
府
出
身

多くの選択肢の中から
映像の世界を見つけたのは、
ここが自由のある
秋美だったから、秋田だったから。

D

コ
ロ
ナ
禍
の1

年

　
ど
う
で
し
た
か
？

心
情
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
変
化
は
な
か
っ
た

で
す
。

14

た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
先
生
の
映
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
先
輩
と

の
勉
強
会
に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
映
像
作
品

制
作
を
学
び
ま
し
た
。「
向
三
軒
両
隣
」
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
る
機
会
も
あ
り
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
作
品
に
触
れ
る
中
で
、
自
分
は
漆
芸
を

や
っ
て
い
た
時
と
同
じ
く
物
の
形
状
に
関
心
を
抱
い
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
身
の
周
り
を
よ
く
観
察
す
る
よ
う
に
な
り
、
均
一
に

成
型
さ
れ
た
加
工
食
品
で
あ
る
プ
レ
ス
ハ
ム
の
丸
い
輪

郭
に
着
目
し
、
毎
日
ス
ー
パ
ー
で
ハ
ム
を
買
っ
て
は
ス

キ
ャ
ナ
ー
に
か
け
て
か
ら
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
工
業
製
品
や
、
人
間
同
士
が
形
状
を

共
有
す
る
道
具
で
あ
る
定
規
や
文
字
の
フ
ォ
ン
ト
の
よ

う
な
「
規
格
」
で
作
品
シ
リ
ー
ズ
を
構
想
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
プ
ラ
ン
を
秋
田
県
が
主
催
す
る
「
ア
ー

ツ
ア
ー
ツ
あ
き
た
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
０
」

に
出
展
し
、
個
展
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボンレスハム、ロースハム、ビアソーセージ、サラミなどの
均一に成型された加工食品であるプレスハムの断面をスキャ
ンし、数百枚のハムの丸い輪郭を連続で見せた映像インスタ
レーション作品「gap」。
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た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
先
生
の
映
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
先
輩
と

の
勉
強
会
に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
映
像
作
品

制
作
を
学
び
ま
し
た
。「
向
三
軒
両
隣
」
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
る
機
会
も
あ
り
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
作
品
に
触
れ
る
中
で
、
自
分
は
漆
芸
を

や
っ
て
い
た
時
と
同
じ
く
物
の
形
状
に
関
心
を
抱
い
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
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輪
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16

アーツ &ルーツ専攻では、様々な素材と技法（表現媒体）を使って、「歴史」や「地域」を芸

術表現の源泉とした作品づくりを行います。

まず、歴史や地域社会の文化的古層に残存する、異文化の伝承・地名・祭事・造形物といっ

た文化資源を、文化人類学などの方法論によって発掘します。次に、それらが元々の文化の

なかで担っていた意味や価値を、見慣れた現代社会の造形物の形の中に組み込んでみます。

すると美意識や常識が混乱して、摩擦や違和感が生じるでしょう。

そうした摩擦や違和感をきっかけにして、現代文化を律している、つまり日常には気づかれ

ていない意味や価値（文脈や構造）を見つけ出し、平面・立体・映像・音響・写真・インスタ

レーション・影絵・言語芸術・パフォーマンス・アニメーションといった、多種多様な媒体

と技法によって表現します。

学生たちは自身の関心に応じてフィールドワークを行い、日常の中に埋もれている地域の記
憶、暮らしの中にある造形や祭り、里山・里海の動物や植物などを「存在の根っこ（＝ルーツ）」

として発見し、これまでにない斬新な表現を生み出しています。

アーツ＆ルーツ
専攻

存在の
根っこを探求

Ⅰ
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授
業
よ
り

フィールドワーク／アーツ &ルーツ専攻の授業では、自
身の身体に眠っているさまざまな感覚を開き、ある土地に
幾重にも重なった時の痕跡を感じるために、積極的に
フィールドワークに出かけます。ひとりで、また誰かと、
どこに出かけるか。そこで何を感じ、思考するか。学生た
ちは、それまで知らなかった他者の世界に出会い、自分の
常識や予測が覆される体験のなかから、時代を超えて息づ
く創造性を汲み取り、記録や表現に至る新たな道筋を発見
します。（岩手県遠野合宿 /2018年 12月）

18

フィールドワークで
常識や予測を覆す。
アーツ＆ルーツ専攻／アーツ＆ルーツ導入演習
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授
業
よ
り

20

専攻展の展示準備／吹雪の中、荷物を運んでいるのは専攻
の３年生です。東北の冬は厳しいですが、それがリアルな
自然体験となり、四季織りなす秋田の豊かさを実感できま
す。アーツ &ルーツ専攻では、グループワークや展示を
つくる機会を年間多く設けています。／写真の建物は、大
学の「実習棟（ももさだ）」です。旧国立農業倉庫棟だっ
た空間をアトリエとして活用しています。あたたかみある
木造の素晴らしい価値ある建造物です。

四季を実感しながら
グループワークや展示に励む。
アーツ＆ルーツ専攻／アーツ＆ルーツ基礎演習
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授
業
よ
り

22

右上／３年生のグループ展示：３つのグループに分かれて、
大学施設のアラヤイチノ、新屋NINO と秋田市新屋ガラス
工房での展示を行いました。写真は、新屋 NINO で洞窟空
間をつくり展示したグループの講評。右下／生物部メン
バーの３年生が狸から毛皮にした現物。左上／４年生の卒
業研究のためのプレゼンの様子。左下／現代芸術演習授業：
２年生制作のフィールドノート展示。
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美
大
は
、
自
分
で
つ
く
る

こ
と
を
学
ぶ
場
所
で
す
。
身

の
回
り
の
も
の
を
見
つ
め
直

し
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
素
材

を
発
見
す
る
と
か
、
山
や
川

や
海
に
、
あ
る
い
は
街
に
、

素
材
を
探
し
に
出
か
け
る
と

か
、
素
材
か
ら
自
分
で
見
つ

け
、
自
分
で
つ
く
る
技
術
を

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
た

り
発
注
し
た
り
し
て
つ
く
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
今

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
貴
重
な
力
で
す
。
秋
田
は
そ
れ

が
可
能
な
と
こ
ろ
、
素
材
と
な
る
空
き
家
も
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。

　
学
生
に
は
自
由
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
存
分

に
遊
ん
で
ほ
し
い
。
自
分
に
相
応
し
い
技
術
と
出
会

い
、
つ
く
る
作
業
に
没
頭
し
、
グ
ル
ー
ブ
で
き
る
よ

う
な
濃
厚
な
時
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め

に
は
い
っ
ぱ
い
動
い
て
、
感
じ
て
、
試
し
て
、
失
敗

し
ま
し
ょ
う
。
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な
け
れ
ば
、
命

を
大
事
に
し
て
い
れ
ば
、
何
を
や
っ
て
も
許
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
美
術
大
学
で
す
。

　
授
業
で
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
重
視
し
て
い
ま

す
。
彫
刻
の
授
業
で
男
鹿
の
石
の
採
石
場
や
五
城
目

の
森
林
組
合
を
訪
問
し
自
然
の
中
か
ら

石
や
木
な
ど
の
素
材
を
見
つ
け
出
す
こ

と
も
行
い
ま
す
し
、
海
岸
に
ゆ
き
、
流

木
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

素
材
を
収
集
す
る
こ
と
も
行
い
ま
す
。

　
学
生
の
興
味
関
心
を
探
り
深
め
る
た

め
に
県
内
県
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
へ

と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
か
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
に
出
会
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
で

自
分
の
興
味
関
心
を
深
め
て
い
く
手
法

を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
芸
術
と
い
う
概
念
に
縛
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
大
学
や
美
術
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
ほ
し

い
。
地
域
に
豊
か
に
潜
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
や

環
境
、
人
材
、
技
術
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
経
験
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
。
今
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
大
切
な
活
動
を
試

み
続
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
浩
志
教
授

現
代
美
術
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
計
画
、
空
間
造
形

芸
術
に
縛
ら
れ
な
い

興
味
関
心
を
深
め
て

グ
ル
ー
ブ
で
き
る
よ
う
な

時
間
を
つ
く
ろ
う

教
員
よ
り

24

酒井和泉（2021年 3月卒業）「安全第一平和祝福王国 ─廊下」
政府は 2020年 4月 16日、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣
言の対象地域を全国に拡大し、「ステイホーム」という単語と共
に不要不急とされる行動を自粛するよう求めた。緊急事態宣言下
では、デマや恐怖を煽る偏向報道などによって 視野が狭められ
健全な日常生活を送ることが困難になる。安全のため自宅待機を
しているはずが、次第に思考実験を繰り返す人間的生命力が喪失
されていく。この作品は実際に緊急事態宣言がなされていた期間
にアパートの自室を利用し、コロナ禍での苛烈な変化や、過剰防
衛とも言える民間の相互監視を日々ドローイングしたインスタ
レーション。（ダンボール、水性ペンキ /2020年 5月）
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　「
東
北
生
活
文
化
論
」
や

「
文
化
人
類
学
」
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
東
北
に
は
深
い

山
や
泉
な
ど
、
神
話
と
結
び

つ
い
た
聖
地
が
多
く
あ
り
、

人
間
に
と
っ
て
大
切
な
も
の

が
直
接
的
に
残
っ
て
い
ま
す
。

授
業
で
は
東
北
の
祭
り
や
宗

教
を
紹
介
し
、
生
活
の
中
に

あ
る
文
化
を
観
察
す
る
手
法

を
学
び
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
何
か
を
つ
く
る
こ
と
と
、
住
ん
で
い
る
人
が
暮

ら
し
の
中
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
深
い
と
こ
ろ
で
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
信
仰

や
芸
能
は
、
土
地
の
人
が
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
来

た
表
現
だ
か
ら
で
す
。

　A
rts

の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
のA

rs

。
人
間
が
つ

く
り
出
す
も
の
す
べ
て
を
表
し
ま
す
。
根
っ
こ
と
い

う
意
味
の
あ
るRoots
は
、
土
の
中
に
隠
れ
て
い

る
大
切
な
も
の
。
見
る
た
め
に
は
目
に
見
え
な
い
世

界
に
ア
ク
セ
ス
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ア
ー
ツ

＆
ル
ー
ツ
専
攻
で
は
、
学
生
が
自
分
の
課
題
を
つ
く

る
こ
と
を
重
視
し
、
な
ぜ
そ
の
表
現
に
た
ど
り
着
く

か
を
考
え
ま
す
。
学
生
は
悩
み
ま
す
が
、
稚
拙
で
あ

る
こ
と
に
恐
れ
な
く
て
い
い
。
は
じ
め
て
や
る
こ
と

は
み
ん
な
怖
い
し
、
誰
で
も
未
熟
で
す
。

臆
せ
ず
や
っ
て
み
る
勇
気
を
も
つ
。
そ

こ
か
ら
新
し
い
芸
術
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
が
一
番
多
い

秋
田
に
は
、
明
治
以
前
の
広
い
意
味
で

の
ア
ー
ト
が
た
く
さ
ん
潜
在
し
て
い
ま

す
。
学
生
に
は
す
ぐ
そ
ば
に
宝
物
が
埋

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
。

夏
は
海
に
も
山
に
も
行
け
る
開
か
れ
た

環
境
で
あ
る
一
方
、
冬
は
も
の
す
ご
く

雪
が
降
り
、
篭
る
け
れ
ど
も
、
土
地
の

人
は
冬
と
い
う
季
節
と
の
つ
き
合
い
方

を
知
っ
て
い
ま
す
。
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
ス
タ
イ

ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
大
学
で
学
ぶ
こ
と
と
同

じ
く
ら
い
重
要
で
す
。
秋
田
な
ら
で
は
の
気
候
や
風

土
の
中
で
過
ご
す
4
年
間
に
は
、
人
生
を
豊
か
に
す

る
ヒ
ン
ト
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
山
菜
の
お
い
し
さ
や

雪
解
け
水
の
清
ら
か
さ
に
ふ
れ
て
卒
業
後
の
人
生
に

生
か
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

石
倉
敏
明
准
教
授

芸
術
人
類
学
、
神
話
学

宝
物
は
す
ぐ
そ
ば
に

眠
っ
て
い
る
。
稚
拙
で
あ
る

こ
と
に
恐
れ
ず
課
題
を

自
分
で
見
つ
け
よ
う

教
員
よ
り
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三
重
県
の
四
日
市
出
身
で
す
。
秋
田
は
寒
く
て
気
候
は
厳
し
い
で
す
が
、

地
域
の
み
な
さ
ん
が
親
切
で
、
す
ご
く
住
み
や
す
い
で
す
。
食
べ
物
も
お

い
し
く
て
、
卒
業
後
も
秋
田
に
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

陶
芸
を
学
び
た
く
て
秋
美
に
入
学
し
、
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻

す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、「
現
代
芸
術
演
習
」
で
学
ん
だ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
が
お
も
し
ろ
く
て
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
を
専
攻
し
ま
し
た
。
秋
田
の
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
を
調
べ
た
こ
と
を
発
端
に
、
寺
社
仏
閣
や
モ
ス
ク
を
調
査
、

い
ろ
ん
な
も
の
を
信
仰
す
る
人
に
出
会
っ
て
、
自
分
の
神
様
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、「
私
の
神
様
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
油
絵
を

描
き
ま
し
た
。
今
は
自
分
の
表
現
方
法
と
し
て
言
葉
が
し
っ
く
り
く
る
の

で
、
秋
田
と
、
自
分
が
生
ま
れ
た
四
日
市
と
い
う
土
地
、
そ
こ
に
暮
ら
す

外
国
人
労
働
者
と
食
文
化
を
重
ね
て
小
説
を
書
い
て
い
ま
す
。
粘
土
を
こ

ね
る
よ
う
に
文
章
を
こ
ね
て
い
く
の
で
、
書
く
こ
と
と
陶
芸
は
近
い
と
思

い
ま
す
。
な
り
た
い
職
業
は
ま
だ
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
な
い
で
す
が
、
卒

業
後
は
秋
田
で
働
き
な
が
ら
、
つ
く
る
こ
と
、
書
く
こ
と
を
続
け
て
い
き

た
い
。
い
ず
れ
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
で
す
。

フィールドワークが
おもしろい。

粘土をこねるように
文章をこねています

コロナ禍で芽生えたひとつのものを一緒につく
りたいという思いと、自分のものは自分でつく
らなくてはという思いから描いた油絵作品。

欧米の風習から着想

黒
木
美
佑

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
４
年

三
重
県
出
身

学
生
よ
り

D

夢
は
？

秋
田
で
つ
く
る
こ
と
を
続
け

て
い
き
た
い
。
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
に
も
住
ん
で
み
た
い
。
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卒
展
紹
介

後悔を抱きしめる
岡﨑未樹

祖父・黒田ユタカを亡くした幼馴染・山本ヒノキの「後
悔」を昇華するため、彼女の家族、祖父の病気、彼女
自身の想いを傾聴し、知ることで、不在の人物・黒田
ユタカの意思を探し想像することにした。（映像、小説）

can't dance in the tank
都竹泰河

少年と 2人暮らしの父親は一日中「画面」と顔を合わ
せ、少年には目もくれない。そんな生活の中で、少年
が時折見る幻は何なのだろうか。現代に存在する「当
たり前」にアラートを提示するアニメーション。（映像）

28

face
三待あかり

木を彫り生まれた顔たちに眼差しを向け続けるという行為は、
有形或いは無形の存在状態の狭間で常に変化を続ける顔たち
の世界への在り方を私の目に映す。顔と私たちは場を変容さ
せ、そして場に変容させられている。（木、マット紙）

ハートフルワールド
heartful / hurtful
酒井和泉

ゴミ屋敷清掃業者、僧侶、自殺対策センター理事長らに
「いらないとは何か」をインタビューする。あらゆる立
場からの思いや廃品をパッチワークのように繋ぐと、生
き残るための生存戦略が見えてくる。（古着、おもちゃ）
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藤浩志 教授
現代美術、アートプロジェクト、
地域計画、空間造形

皆川嘉博 教授
彫刻・テラコッタ

石倉敏明 准教授
芸術人類学・神話学

唐澤太輔 准教授
哲学・文化人類学

村山修二郎 准教授
絵画、コミュニケーションアー
ト、幼少造形教育

服部浩之 特任准教授
アジア現代美術、
キュラトリアル・プラクティス

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

［ 3年］
wアーツ＆ルーツ導入演習　
学生を数人のグループに分け授業を進める。グループによるフィールド
ワークや文献調査などを行い、得られた新たな知見を元に課題を設定し
グループによる制作を行う。フィールドワークなどの調査で得られた成
果に対してレポート作成やそのプレゼンテーションも行ってもらう。最
終的には調査を元にした作品をグループごとに制作し発表を行う。本授
業は、「アーツ＆ルーツ基礎演習」、「アートプロジェクト演習」、「アー
ツ＆ルーツ応用演習」へと段階的に進んでいく。
wアーツ＆ルーツ基礎演習　
各自、フィールドワークや文献調査などで得られた知見や自身の興味を
元に課題を設定する。その課題に対してプロジェクトを立ち上げる。そ
のプロジェクトの一環として調査・研究と作品の制作と発表を行う。調
査するテーマは「ルーツ」に関するものを主とする。ルーツとは地域の
ものでも個人のものでも構わない。例えば、縄文時代の遺跡、民話や説
話、来訪神儀礼や修驗芸能、里山・里海の生活文化から現代の社会課題
などまで幅広く対象とする。
wアートプロジェクト演習
全国各地で行われている様々なアートプロジェクトに参加してその実情
を学ぶ。参加方法については積極的に関われる形であれば特に形式は問
わない。アーティストとしての参加、運営としての参加、ボランティア
としての参加など様々な形が考えられる。プロジェクトに参加すること
でアートやアーティストが社会で如何なる役割を持っているかを考察す
る。参加したプロジェクトについて運営主体、事業規模、開催日数、告
知や来場者の対象者、集客人数などの具体的な数字を含むレポートを作
成しプレゼンテーションを行ってもらう。他の学生が参加したプロジェ
クトの実情を知ることで実際に行われているプロジェクトの多様性も学
ぶ。本演習で、アートの現場を経験し、動向を把握した上で、４年次に
行う「アーツ＆ルーツ応用演習」に向かう。

［ 4年 ］
wアーツ＆ルーツ応用演習
各自が立ち上げるプロジェクトの計画書を作成し、そのプレゼンテー
ション時に得られたアドバイスを基に計画書を修正しプロジェクトを展
開していく。プロジェクトとして自身の興味関心のある分野に対しての
調査・研究を行い、それを元に作品制作を行う。最終的には作品の完成
の後に展示発表までを行う。

［ 卒業研究 ］
自ら課題を設定し、目標を実現するための方法論を獲得するため、４年
間の学びを踏まえた総合的なガイダンスを実施する。卒業研究の期間に
中間講評と卒業研究審査講評を行う。全期間を通じて、専攻所属の教員
全員で指導にあたる。作品メディアはそれぞれの学生の制作テーマに適
した多様なメディアを使用する。

教員

30

ビジュアルアーツ専攻では、社会の中に新しい視点を持ち込むための美術表現の確立を目
指します。「新しい」とは見た目の新奇さではなく、物と物、人と人、事象と事象を結ぶ、
関係の捉え方を指しています。 美術には「彫刻」や「油画」「映像」「パフォーマンス」「イ
ンスタレーション」など、素材や技法、または表現形態によって分けられたカテゴリーが
ありますが、本専攻では一つのカテゴリーにとらわれず、他のカテゴリーや要素との融合
を重ね、作品制作の方法を捉え直します。そして、それら新しい表現を模索する学生の野
心を、異なる専門から成る 6名の教員がサポートします。授業は、分野横断を基本とし
た共同指導のもとに行われ、学生それぞれが学んだ美術的な手法や考え方、その発想力を
社会の中で生かし、自律して活躍・貢献する「表現者」の育成を目指します。

ビジュアルアーツ
専攻

分野横断を基本とした
美術表現へ

Ⅱ
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授
業
よ
り

分野を横断し
表現する野心を育てる。
ビジュアルアーツ専攻／ビジュアルアーツ演習A

授業課題「50× 50× 50（cm）の空間を満たす作品制作」
において制作された。
佐々木大空（2021年 3月卒業）「おとのかぶりもの」

「楽器を演奏する時、聴覚や触覚から得られる情報が視覚
を上回り、演奏者は音と一体化します。その姿はさながら

〝音になっている〟 と言えるのではないでしょうか。同時
に、演奏者の発した音はホースを通り演奏者自身の頭上か
ら発せられ楽器内に反響します。演奏者が最も鮮明にその
音を聴くことができる状況を作り出すことで、演奏するこ
ととその演奏を聞く人との関係性について考えようとした
作品です。」（桐、ホース／ 2019年）
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授
業
よ
り

現
代
美
術
の
文
脈
に

自
身
を
確
認
し
な
が
ら

「
表
現
の
根
拠
」を
導
き
出
す
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
／
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
演
習
C

34

三上真穂（2021年 3月卒業）「羽化」
「コンセプトは、瞑想の役割を持つ絵画です。精神的な苦
しさを感じてネガティブな思考のループにはまっている時
には、内省して自分の考えや感情と向き合い自覚すること
で、こんがらがった考えをリセットしたり、自分自身の心
を整えて癒すことができます。その状態の精神世界を視覚
的に開かれたものにすることで、思考の負のループには
まっているその時に、抜け出し方を思い出させる機能を持
つ絵画として制作しました。」（油絵具、綿布キャンバス／
2020年）
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授
業
よ
り

自分自身で表現手法の展開と実験を繰り返します。
興味の対象ごと少人数での勉強会やワークショップ
を繰り返し、その成果を専攻展で発表します。多種
にわたる美術表現の領域を解体、再構成しながら既
存の領域枠を超えた美術の可能性を探求します。

36

メ
デ
ィ
ア
環
境
が
持
つ
特
性
を
理
解
し
、

表
現
の
多
様
性
を
学
ぶ
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
／
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
演
習
A-

C
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映
像
制
作
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
主

流
と
な
っ
た
近
年
は
、
目
を
引

く
映
像
表
現
が
身
近
に
な
り
、

自
分
で
つ
く
る
こ
と
も
簡
単
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
分
、
流
行

に
囚
わ
れ
す
ぎ
る
こ
と
が
多
く
、

独
創
性
を
つ
く
る
の
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
授

業
で
目
指
す
の
は
、
目
新
し
さ

の
も
う
ひ
と
つ
奥
に
あ
る
基
本
的
な
映
像
表
現
で
す
。

現
在
定
番
と
さ
れ
る
機
材
や
ソ
フ
ト
を
技
術
習
得
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
光
や
音
、
動
画
の
原
理
そ
の
も

の
を
扱
う
こ
と
で
、
制
作
環
境
に
制
限
さ
れ
な
い
独

自
の
表
現
を
身
に
つ
け
る
手
が
か
り
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
で
は
展
示
を
鑑
賞
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
制
限
も
あ
り
ま
す
が
、
県
外
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
文
化
財
を
訪
問
す
る
機
会
を
自
ら
つ
く
っ

て
、
展
示
空
間
へ
の
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
で
す
。

一
方
で
、
学
生
を
自
分
の
授
業
の
課
題
の
中
だ
け
で

は
評
価
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
展
示
は
下
手

で
も
野
菜
を
育
て
る
の
が
上
手
と
か
、
魚
を
捌
け
る

と
か
、
特
技
を
生
か
せ
る
学
生
が
い
て
も
い
い
と
思

う
ん
で
す
。
美
術
を
勉
強
し
た
結
果

何
に
な
り
た
い
か
。
美
大
で
学
ん
だ

後
に
林
業
や
漁
師
に
携
わ
っ
て
も
お

も
し
ろ
い
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
の

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
職
と
よ
ば
れ
る
分

野
の
外
で
創
造
性
を
発
揮
で
き
る
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
が
増
え
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

　
本
来
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は

時
間
で
区
切
ら
れ
ず
、
流
れ
続
け
る

も
の
で
す
が
、
多
く
の
学
生
は
、
学

期
や
課
題
の
サ
イ
ク
ル
で
制
作
意
識

を
区
切
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
表
現
す

る
こ
と
は
卒
業
し
て
も
続
く
も
の
だ
と
思
う
の
で
、

常
に
考
え
続
け
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
す
ぐ
に

結
果
が
出
な
く
て
も
、
30
歳
や
60
歳
に
な
っ
た
時
に

つ
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
は
そ
の
準
備
期
間
と

い
う
、
長
い
時
間
の
視
点
に
立
つ
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

萩
原
健
一
准
教
授

映
像
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

創
造
性
を
自
分
で
区
切
ら
な
い

長
い
時
間
の
視
点
に
立
っ
て

美
術
表
現
や

も
の
づ
く
り
を
し
よ
う

教
員
よ
り
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ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
は
現
代
ア
ー
ト
の
方
法

論
を
探
求
す
る
専
攻
で
す
。
ひ
と
、
事
象
、
モ
ノ
を

従
前
の
関
係
性
か
ら
解
き
放
ち
、
新
た
な
視
点
を

も
っ
て
現
代
社
会
を
捉
え
か
え
す
営
み
＝
ア
ー
ト
を

実
践
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
専
攻
所
属
後
、
最
初
に
受

講
す
る
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー

ツ
演
習
Ａ
」
で
は
、
そ
う
し

た
理
念
に
も
と
づ
い
た
特
徴

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
例
を
ふ
た
つ
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
つ

め
は
、「
15
秒
を
満
た
す
」

映
像
を
制
作
す
る
課
題
で
す
。

身
近
な
15
秒
の
映
像
と
い
え

ば
、
Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

誰
に
と
っ
て
も
馴
染
み
深
く

豊
富
な
鑑
賞
経
験
を
有
す
る

形
式
な
だ
け
に
、
模
倣
や
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
完
成
度
の
追
求
に
走
り
た
く
な

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て

制
作
に
臨
め
ば
ア
ー
ト
作
品
た
り
え
る
か
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ふ
た
つ
め
は
、「
50
×
50
×

50
㎝
を
満
た
す
」
立
体
を
制
作
す
る
課
題
で
す
。
50

㎝
と
い
う
サ
イ
ズ
は
、
生
活
空
間
の
な
か
で
は
目
に

す
る
機
会
の
な
い
尺
度
か
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
既

成
品
を
そ
の
ま
ま
構
成
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
果
た
し
て
世
界
の
ど
こ
か
ら
、

何
を
根
拠
に
50
㎤
を
切
り
出
し
て
来
れ

ば
ア
ー
ト
作
品
に
な
る
の
か
？ 

こ
ち

ら
も
考
え
る
力
が
問
わ
れ
る
課
題
で
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
ん
だ
学
生

た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
生
き
る
社
会
は

ど
の
よ
う
な
尺
度
を
も
と
に
構
築
さ
れ

て
い
る
の
か
？ 

目
の
前
で
お
こ
っ
て

い
る
現
象
の
裏
側
に
は
ど
の
よ
う
な
構

造
が
潜
ん
で
い
る
の
か
？ 

と
い
う
疑

問
を
日
常
生
活
の
中
で
抱
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
自
ら
の
生
き
る
環
境
に
切
り

込
む
視
点
を
持
つ
こ
と
で
、
ひ
と
は
社

会
的
存
在
へ
と
成
長
し
ま
す
。
ひ
ら
か

れ
た
豊
か
な
世
界
を
目
指
し
て
ア
ー
ト
を
実
践
す
る

道
が
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

　
あ
な
た
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
の
扉
を
ノ
ッ

ク
す
る
日
を
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

阿
部
由
布
子
助
教

現
代
美
術
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

教
員
よ
り

ひ
ら
か
れ
た

豊
か
な
世
界
を
目
指
し
て

ア
ー
ト
を
実
践
す
る
道
が

こ
こ
か
ら
始
ま
る
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ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
は
、
作
品
だ
け
で
な
く
展
覧
会
を

つ
く
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。
５
つ
の
担
当
、
広
報
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
＝
会
場
構
成
、
照
明
等
を
手
配
す
る
備

品
そ
し
て
会
計
係
を
、
自
分
た
ち
で
決
め
て
い
き
ま
す
。
う
ま

く
い
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
、
話
し
て
い
る
と
各
自
の
役
割
が

分
か
っ
て
く
る
。
ど
ん
ど
ん
進
め
る
人
は
皆
を
引
っ
張
り
、
口

数
が
少
な
い
人
は
方
向
性
が
ズ
レ
て
き
た
ら
待
っ
た
を
か
け
る
。

　
こ
れ
ま
で
私
は
「
動
物
」
と
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ

に
制
作
し
て
き
ま
し
た
。
環
境
問
題
や
動
物
保
護
を

始
め
と
す
る
問
題
を
批
判
的
に
見
て
い
ま
し
た
が
、

批
判
で
は
な
く
、
何
か
自
分
な
り
の
提
案
を
し
た
い

と
思
い
、「
ク
マ
」
で
物
語
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
今
興
味
が
あ
る
の
は
「
土
」
で
す
。
ダ
ナ
・
ハ
ラ

ウ
ェ
イ
の
著
書“M

anifestly Haraway”

で
紹
介
さ

れ
て
い
た
「
堆
肥
体
」
と
い
う
言
葉
を
ヒ
ン
ト
に
勉

強
中
で
す
。
制
作
は
継
続
的
に
、
生
活
の
一
部
の
よ

う
に
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
有
名
に
な
り
た
い
と

か
で
な
く
て
も
、
制
作
を
し
て
い
る
と
き
の
思
考
っ

て
、
今
自
分
が
生
き
て
い
る
世
界
を
よ
り
よ
く
し
た

い
と
考
え
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
か
ら
。

ホッキョクグマが 50匹の大群を作ってロシ
アの村を襲ったというニュースをきっかけに
制作したアニメーション作品「トレースされ
るクマ」。一枚一枚手書きで線をたどるのが
重要だと考えた。

高
橋
鈴
奈

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
４
年

秋
田
県
出
身

学
生
よ
り

生きやすい未来を
考えつづけるために
生活の一部のように
制作していきたい

D

秋
田
で
好
き
な
場
所

新
屋
浜
で
す
。
1
年
の
時
に
先
輩
が
そ
こ

を
舞
台
に
し
て
映
画
を
撮
っ
て
い
て
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。
あ
と
は
ア
ル
バ
イ
ト
し

て
い
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
。
78
歳

の
画
家
の
お
じ
い
さ
ん
の
店
。
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本学のそばにある新屋浜は、学生にとっても教員に
とってもインスピレーションの源。思考を整理した
り、未来をイメージしたり、作品の素材を拾ったり。
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卒
展
紹
介

何処かに住んでいる生物。そこにはカラフ
ルで不思議な生物が暮らし、互いに捕食し
たり、縄張り争いをしたり、くつろいだり。
かわいく見えるけど、どこか生々しい世界。
（貼りパネル、マットコート紙）

Parallel Planet
金澤衣都

生きている限り、私たちの体内では細胞が
分裂し動き続けている。止めることのでき
ない内側の躍動は生命や人間の魂そのもの。
身体から漏れ出た呼吸・筋肉の震え・拍動
などの生命活動が糸を通じて伝播する。
（糸、身体）

生命は揺れる
工藤結依

42

背中を預けられるほど大きく進化したウー
パールーパーは、人間の重みを受け止めて
くれる。モデルは 17年前に家で一緒に暮
らしたウーパールーパーのウーパー。（ラ
テックス、ウレタンスポンジ）

ウーパー
黒田睦

空間に置かれた電球は、鑑賞者が近づくと
消え、空間を撮影した配信に寄せられたコ
メントに反応して点灯する。YouTube Live
など、現代のライブストリーミングにおけ
る人間のやり取りを、物理的・身体的に可
視化。（YouTube Live、インスタレーション）

外側から踏み込む
乙戸将司
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岩井成昭 教授（副学長）

インスタレーション、映像、
多文化芸術調査

小田英之 教授

絵画、ビジュアルアート、
CG アニメーション

長沢桂一 教授（学部長）

テキスタイル、現代美術

萩原健一 准教授

映像、メディアアート

大谷有花 准教授

現代絵画［油画］、現代美術

阿部由布子 助教

現代美術、メディアアート

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

［ 3年］
wビジュアルアーツ演習 A
芸術表現の基本要素となる「時間」と「空間」という考え方を深める。あっ
という間に過ぎ去る 10秒も、 皆さんがこれまで生きてきた 10数年間も
同じタイムライン上の時間である。同様に、巨大な建築空間も手のひら
サイズの空問の集積だといえる。この演習は「長さ」や「大きさ」とい
う尺度について考えるためのトレーニングでもある。 自身の「気づき」
を様々な素材や技法を通して表現にまとめ、自身の制作スタイルを形成
していく。
wビジュアルアーツ演習 B
美術を構成する幾つかの要素を取り出して考える演習。例えば「オリジ
ナル」と「リメイク」という関係性を考えると、現在世界中で生み出さ
れる作品は、ほとんどが、 先行する既存の作品に影響されているといえ
る。しかしその中には「盗作」といった非生産的な行為も紛れている。 
ここでは、先行する作品に学びながら創造的なオリジナルを制作する。 
本演習では、その他にもグループワークとして展覧会の企画・構成を考
えながら制作し、最終的に展覧会全体を作り上げる演習などがある。
w美術作品研究
鑑賞批評の方法論を概説したうえで、展覧会を鑑賞する、課題図書を読
む、課題映像を視聴する、といった体験を経て、自身の研究対象になる
作品を設定し、その作品に対しての研究報告を行い、教員と学生が混合
でディスカッションを行う。ゲスト講師によるレクチャーが挿入される
場合もある。

［ 4年 ］
wビジュアルアーツ演習 C
制作を進行させながら、作品を創造する原動力である自身と社会との関
係をもう一度見つめ直す。プライベートに閉ざされているように見える
生活が、どのように外部から影響を受けているのか？など、現代社会で
起きている出来事と自身との関係を知ることで、制作の動機やテーマを
より深く、強くしていく。

［ 卒業研究 ］
これまでの演習で学んだ内容を踏まえて、学生が自由に設定したテーマ
と相応しい手法によって、卒業制作としてまとめ上げる。それぞれの学
生が、構想、調査、素材調達、制作、展示まで一連のプロセスを主体的
に経験することで、卒業後の活動に活かせるようにする。

教員

44

古来、日本において工芸とデザインはひとつでした。近代化の波に揉まれ、分離された両
者を、今「心と身体」と「暮らし」を依り処に再統合しようと設立されたのがものづくり
デザイン専攻です。
国内随一の規模と設備を持つ工芸スタジオ群を利用し、木工・漆芸・彫金・陶磁・染色・
ガラスなどの素材の技法と知識を学び、探究することができます。また自らの身体感覚が
素材に合わせて変化していく過程から、思考力と五感を鋭く磨き上げることを目指します。
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課題発見力など、これからの社会に繋がるために必要な力をデザインの視点から学びます。
これらを複合的に織り上げ、現実空間に展開する実感を伴った豊かさの価値を提示する学
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授
業
よ
り

工芸とデザインを組み合わせて、日本の
新しいものづくりを模索する。

46

素
材
を
全
身
で
感
じ
、

自
分
自
身
の

変
化
を
楽
し
む
。

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
／

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
演
習
1-

3（
ガ
ラ
ス
）
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授
業
よ
り

全国的に見ても充実した工房設備のなか、
教員に支えられながら技術と五感を磨く。

4849



49



秋田の文化・風土・自然を
再解釈する。
ものづくりデザイン専攻／ものづくりデザイン演習 1-3（漆芸）

授
業
よ
り

50

ものづくりデザイン専攻では、木工・漆芸・彫金・陶磁・
染色・ガラスそしてプロダクトデザインのなかから 2つ
以上を選択し、領域を超えた表現方法を探究していく。

51



ものづくりデザイン専攻では、木工・漆芸・彫金・陶磁・
染色・ガラスそしてプロダクトデザインのなかから 2つ
以上を選択し、領域を超えた表現方法を探究していく。
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専
門
は
ガ
ラ
ス
と
い
け
ば

な
で
す
。
3
年
生
の
1
年
間

は
、
主
に
吹
き
ガ
ラ
ス
・
キ

ル
ン
ワ
ー
ク
・
コ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
、
基
礎
的
な
技

術
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
造
形
技
術
を
学
ぶ
と
同

時
に
、「
作
品
が
存
在
す
る

空
間
」
へ
の
意
識
も
高
め
て

い
き
ま
す
。「
も
の
」
が
「
場
」
に
ど
の
よ
う
に
作

用
し
て
い
る
の
か
、
自
分
の
感
覚
を
磨
い
て
繊
細
に

探
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
素
材
を
自
分
の
表

現
の
た
め
に
使
う
の
で
は
な
く
、
素
材
の
魅
力
を
引

き
出
せ
る
よ
う
に
自
分
の
体
を
素
材
に
合
わ
せ
て
調

律
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
近
年
は
体
を
使

わ
ず
と
も
様
々
な
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

な
の
で
す
が
、
一
方
で
私
た
ち
の
肉
体
や
智
慧
は
少

し
ず
つ
退
化
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
幸
い

秋
田
に
は
こ
の
地
球
と
上
手
く
付
き
合
っ
て
い
く
智

慧
や
技
術
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
山
菜
を
採
る
に
し
て
も
、
身
の
回
り
の
道
具
を

つ
く
る
に
し
て
も
、
自
然
の
営
み
や
大

地
と
し
っ
か
り
接
続
し
て
い
る
。
こ
の

地
や
こ
こ
で
暮
ら
す
人
か
ら
そ
の
智
慧

と
能
力
を
学
び
取
っ
て
、
私
達
が
こ
の

地
球
で
い
か
に
幸
せ
に
生
き
て
い
っ
た

ら
い
い
の
か
探
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。 

　
ま
た
秋
田
と
い
う
地
は
ガ
ラ
ス
が
文

化
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
秋
田
と
ガ
ラ
ス

デ
ザ
イ
ン
で
有
名
な
北
欧
に
は
共
通
点

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
冬
の
暗
さ
。
実

は
冬
の
暗
さ
が
光
に
対
す
る
感
覚
を
磨

か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
ガ
ラ
ス
は
光
に
よ
っ
て
様
々
な
表
情
を
見

せ
る
素
材
で
す
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
そ
う
い
う
光

に
対
す
る
希
求
心
が
あ
る
秋
田
な
ら
で
は
の
デ
ザ
イ

ン
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
々
の
生
活
の

中
で
ガ
ラ
ス
が
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
り
い
い
の
か
、
生

活
の
美
し
さ
と
は
な
に
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
学

生
と
一
緒
に
研
究
し
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

瀬
沼
健
太
郎
准
教
授

ガ
ラ
ス
、
い
け
花

素
材
と
地
域
を

ど
っ
ぷ
り
感
じ
、

も
の
と
人
の
幸
せ
な
関
係
を

探
っ
て
ほ
し
い

教
員
よ
り
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染
色
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
で

は
ま
ず
技
術
習
得
が
必
要
。
3
年
前
期
の
課
題
1
で

は
加
賀
友
禅
の
模
作
と
型
染
め
で
の
て
ぬ
ぐ
い
制
作

を
通
し
て
技
法
習
得
を
行
い
ま
す
。課
題
2
で
は「
空

間
を
わ
け
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
課
題
1
で
習
得
し
た

技
法
を
ふ
ま
え
制
作
し
ま
す
。
日
傘
や
の
れ
ん
、
ワ

ン
ピ
ー
ス
な
ど
「
空
間
を
わ

け
る
」
を
ど
う
解
釈
す
る
か

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

に
な
り
ま
す
。
後
期
で
は

テ
ー
マ
を
「
も
て
な
し
」
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の

「
も
て
な
し
」
と
は
何
な
の

か
を
表
現
し
た
作
品
制
作
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
秋
美
の
魅
力
は
素
材
や
専

攻
同
士
の
壁
が
ほ
と
ん
ど
無

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も

の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
で

は
、
木
工
・
漆
芸
・
彫
金
・

陶
磁
・
染
色
・
ガ
ラ
ス
・
プ

ロ
ダ
ク
ト
か
ら
ふ
た
つ
の
領
域
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
複
数
の
素
材
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

作
品
も
自
然
と
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　
地
域
産
業
と
学
生
が
強
く
繋
が
れ
る
の
も
魅
力
で

す
。「
地
域
産
業
研
究
」
で
は
秋
田
県
の
地
域
産
業

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
課

題
が
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
解
決
方
法
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
を
考
え
ま
す
。
こ
の
授
業
が

制
作
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
卒
業
研
究
の
作

品
に
繋
が
っ
た
学
生
も
い
ま
す
。
地
域

産
業
と
学
生
の
新
し
い
視
点
で
制
作
さ

れ
た
足
湯
桶
は
、
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ

ン
専
攻
で
の
学
び
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　
学
生
に
は
自
分
で
ち
ゃ
ん
と
考
え
て

も
の
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
1
年
生
の
「
素
描
表
現
演
習

1
」
で
は
学
生
自
身
に
好
き
な
モ
チ
ー

フ
を
持
っ
て
来
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の

モ
チ
ー
フ
を
画
面
に
配
置
す
る
際
、
自

分
の
絵
な
の
に
、「
こ
れ
で
大
丈
夫
で

す
か
？
」「
こ
こ
で
い
い
で
す
か
？
」

と
聞
い
て
く
る
学
生
が
多
い
ん
で
す
。

せ
っ
か
く
美
大
で
学
ぶ
の
だ
か
ら
、
正
解
を
探
す
の

で
は
な
く
て
自
分
の
正
解
を
つ
く
る
、
自
分
で
見
て

判
断
で
き
る
目
を
も
っ
て
、
自
分
の
答
え
を
表
現
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

正
解
を
探
す
の
で
は
な
く

正
解
を
つ
く
る
。

も
の
づ
く
り
を
通
し
て

自
分
の
答
え
を
表
現
し
よ
う

教
員
よ
り

森
香
織
准
教
授

本
友
禅
染
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武
内
紫
帆

学
生
よ
り

染色・彫金・日本画・イラスト
やってみたいことすべてに
全力で向き合えるのが

楽しいです

　
三
重
県
の
名
張
市
出
身
で
す
。
高
校
時
代
は
日
本
画
を
専
攻

し
て
い
ま
し
た
。
次
は
「
手
を
使
っ
て
何
か
を
つ
く
り
た
い
」

と
思
い
、
先
生
が
お
す
す
め
し
て
く
れ
た
の
が
秋
美
で
す
。
入

学
前
は
漆
や
ガ
ラ
ス
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
授
業
を
通
じ

て
最
終
的
に
彫
金
と
染
色
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。

3
年
生
の
前
期
は
、「
空
間
を
分
け
る
」
が
作
品
の
テ
ー
マ

で
し
た
。
光
を
感
じ
る
型
染
め
の
透
け
感
を
活
か
し
た
い
と
思

い
、
日
傘
を
つ
く
り
ま
し
た
。
模
様
は
外
の
空
気
と
水
中
の
境

界
で
あ
る
水
面
を
細
い
線
と
太
い
線
で
表
現
し
て
い

ま
す
。
2
年
生
で
選
択
し
た
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の

授
業
で
、
線
的
な
描
写
が
好
き
な
ん
だ
と
い
う
こ
と

に
気
が
つ
い
て
か
ら
自
分
の
表
現
に
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　
秋
美
は
自
分
の
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
学
べ
る
場

所
だ
と
思
い
ま
す
。
や
り
た
い
と
思
っ
た
ら
既
存
の

授
業
に
な
い
こ
と
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
先
生

が
い
る
の
で
、
自
ら
進
ん
で
新
し
い
こ
と
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
素
材
を
ひ
と
つ
に
絞
ら

ず
に
、
染
色
、
彫
金
、
日
本
画
、
イ
ラ
ス
ト
と
全
部

全
力
で
向
き
合
う
の
が
今
は
楽
し
い
で
す
。
や
っ
て

み
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
人
に
は
お
す
す
め
の

大
学
だ
と
思
い
ま
す
。

「おもてなし」をテーマに、玄関から部屋へ
と続く廊下の壁に飾ることをイメージした彫
金作品（製作途中）。家に帰る人にほっとで
きる時間を届けたいと母親を思ってつくりま
した。

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
４
年

三
重
県
出
身

D

夢
は
？

も
の
は
つ
く
り
続
け
た
い
。

美
術
教
師
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
を
目
指
す
か
も
。
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充実した工房設備のある実習棟は、旧国立農業倉庫棟（国指定登録有形文化財）。
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卒
展
紹
介

曲げわっぱの足湯入れ。冬になると雪が多く
積もり、厳しい寒さになる秋田には、長い冬
を過ごすための独自の文化が根づいている。
内側には生漆が施されている。（秋田杉、生漆）

でんぐり返ったり返らなかったりする
車型玩具。（橅、朴、ウォールナット、桜）

揺らすとカラン、コロンと音が鳴るお
もちゃ。木の音は、心地のよい、優し
い音色。（栓、ブラックウォルナット、橅、
クルミ、ミズキ、マホガニー、合板）

meg
檜原海都

でんぐるん
佐藤碧

kan-kon
風間千洸
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星霜
鶴飼かおり

MORE
髙村百花

熱く、たおやかに揺れるガラス。冷えて硬く
なったあとも、やわらかさの名残が感じられ
る。（ガラス）

長い時間を経たものの懐の深さ。在ること、
そしてこれからも在り続けること。延々と流
れていく時間を受け止め、共在していくこと
をテーマに制作。（赤土、白土、黄土）
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安藤康裕 教授

彫金、ジュエリー

尾登誠一 教授

ソーシャルデザイン

今中隆介 教授

インテリアデザイン、ファニチャー
デザイン、プロダクトデザイン

小牟禮尊人 教授

吹きガラス、キルンワーク

山岡惇 教授

指物技法を用いたクラフト作品
制作

安藤郁子 准教授

陶芸、ソーシャルアート

熊谷晃 准教授

漆工、乾漆造形

瀬沼健太郎 准教授

ガラス、いけ花

森香織 准教授

本友禅染

柚木恵介 准教授

つくりかたデザイン、
つどいかたデザイン

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

［ 3年］
wものづくりデザイン演習１　
学生は各自、木工・染・陶芸・プロダクト A の中から１分野、彫金・
ガラス・漆・プロダクト B から１分野、合わせて２分野を選択する。
分野ごとに与えられた課題を通して、１. ものづくりデザイン専攻の特
徴である実材制作に必要な素材に対する基礎的な知識や加工技術 ２. た
たずまいなどの情緒性を刺激する造形力 ３. 現代社会や歴史・風土の中
に埋もれた価値を発掘するための情報収集技術や編集技術など、創作に
必要な基礎力を育成する。
wものづくりデザイン演習２
共通の課題とキーワードを演習１の学びを通して解釈し作品制作を行
う。各自が演習１で選択した２分野での学びを応用し深めながら、合同
のガイダンス・プラン発表・最終発表に取り組む。それぞれの分野に特
有の価値観や制作展開、加工技術の違いを共有することにより、現代社
会に必要とされる価値の提案に向けた各自の目的意識を磨き、素材や技
法のみに、またコンセプトや文脈のみに囚われない多様な創造力の育成
を行う。
wプレゼンテーション演習
クリエーションに関わる人間として、相手に正しく伝わるテクニックを
演習として学ぶ授業。自身をテーマに据え、自分なりのプレゼンテーショ
ン方法を作り上げる前半と、後半では映像プレゼンテーションや、具体
的なポートフォリオ制作を行い、社会との接続を意識した構成となる。
w地域産業研究
秋田県内各地域の産業を、直接現地に赴き自らの身体と感覚で調査し、
研究結果を共有する。県内産業に対する理解を深めるとともに提案力を
磨く。

［ 4年 ］
wものづくりデザイン演習３
各自が学んできた素材に対する知識と技術・デザイン能力を起点に、地
域産業や地域文化の特性をおおらかに再解釈し、人々の日々の営みに関
わる作品を制作する。またグループワークを通じ、多様性に対する理解
や、コミュニケーション能力・多角的に対象を観察する感覚を磨き、発
想や表現の柔軟性を育成する。

［ 卒業研究 ］
３年半の学びを通して得られた知識と技術を基に作品を制作する。学生
は主体的に自由に研究テーマを設定し、期間を通じ自らの感性と技術を
磨いていく。専攻所属の全教員で指導にあたり、学生個々の多様なテー
マに基づいた表現を目指す。

教員
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コミュニケーションデザイン専攻では、コミュニケーションに内在する今日的な課題に取
り組むための思考と表現について、ビジュアルデザインの立場から研究します。 課題の
発見から、企画、調査、計画、提案、制作、フィードバックまでの一連のプロセスを踏ま
えながら、幅広い観点から現代社会のあるべき姿を探求します。また、個人から発信され
る様々な情報のパラダイム（支配的な捉え方）を組み替えることによって、現代社会にお
ける新しい「個人」像の形成に寄与します。 タイポグラフィ、パッケージ、ポスター、
エディトリアル、ウェブ、イラストレーション、3DCG、広告、映像等、それぞれの表現
媒体に応じた具体的な課題制作を通じてデザインを学び、同時にこれらを横断して、情報
の流れを構想し設計する広報や企画といった高度な作業へ展開する思考能力も身に付けて
いきます。社会を大きく捉え、変革するデザイナーやアートディレクター、クリエイティ
ブディレクターの育成を目指します。

コミュニケーション
デザイン専攻

「つくる・伝える」
すべてとつながる

Ⅳ
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授
業
よ
り

地
域
の
企
業
の
課
題
を

リ
サ
ー
チ
し
、

そ
の
情
報
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
／

 

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
演
習

「地域ブランディング」をテーマとして、本学のある秋田
市新屋の造り酒屋、明治 41年創業「秋田酒造株式会社」
の酒蔵を見学し日本酒の製造過程を学んだのち、オリジナ
ルパッケージのデザイン制作に取り組みます。グラフィッ
クデザインの技術習得と同時に、情報の流れを構想して設
計し、課題を解決する思考能力を養っていきます。
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授
業
よ
り
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生活の中にある「紫」「緑」「青」「赤」などの多
彩な色を収集観察し、「色相」「明度」「彩度」を
再現した正確なカラーチップを作成します。そ
れらを教室に持ち寄り整理することで、色彩へ
の理解を深め日常における感性を高めます。

暮
ら
し
の
つ
ぶ
さ
な
観
察
が
、

デ
ザ
イ
ン
に
つ
な
が
る
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
／

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
演
習
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1
、
2
年
生
に
は
、「
観

察
す
る
」
と
い
う
デ
ザ
イ
ン

の
基
礎
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

教
室
の
中
で
話
し
た
こ
と
が

な
い
人
を
見
つ
け
て
、
ど
う

い
う
人
か
を
見
た
目
だ
け
で

想
像
し
て
記
録
す
る
、
次
の

週
に
は
実
際
に
会
話
を
し
て
、

答
え
合
わ
せ
を
し
な
が
ら

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
つ
く
り

ま
す
。
そ
の
人
の
困
っ
て
い
る
こ
と
や
改
善
で
き
る

部
分
を
考
え
て
、
デ
ザ
イ
ン
提
案
に
つ
な
げ
る
と
こ

ろ
ま
で
を
体
験
し
て
も
ら
う
授
業
で
す
。
実
際
に
商

品
化
で
き
る
よ
う
な
ア
プ
リ
を
提
案
し
て
く
れ
る
学

生
も
い
て
、
引
っ
張
り
出
し
て
あ
げ
れ
ば
、
い
ろ
ん

な
可
能
性
が
出
て
く
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
少
人
数
で
、
専
攻
外
の
先
生
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
え
る
の
は
、
秋
美
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
ポ

ス
タ
ー
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
ど
こ
に
ど
う
掲
示
す
る

か
で
、
文
字
の
大
き
さ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
が
変
わ
り
ま

す
し
、
デ
ー
タ
上
同
じ
色
で
つ
く
っ
て
い
て
も
、
印

刷
方
法
が
違
う
と
伝
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

違
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
も
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
も
生
活
の

中
に
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
暮
ら
し
を
観
察
し
な
い

と
気
が
つ
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
よ
ね
。
都
会
の
人
が
電
車
の
中

で
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
こ
と
や
、
地
方

の
人
が
ス
マ
ホ
に
触
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
知
ら
な
い
と
ス
マ
ホ
の
デ
ザ
イ
ン
は

で
き
な
い
。
平
面
の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
を

学
ん
で
い
る
と
デ
ジ
タ
ル
で
着
地
し
が

ち
で
す
が
、
空
間
や
工
芸
の
先
生
と
つ

な
が
れ
て
い
る
と
、
ス
ケ
ー
ル
や
質
の

感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
観
察
を
す
る
際
は
非
常
に
有
効
だ

と
思
い
ま
す
。

　
近
年
は
感
性
よ
り
も
課
題
解
決
が
重
要
な
軸
に

な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
は
目
的
や
製
品
開
発
の

プ
ロ
セ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
で
き
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
力
が
あ
れ
ば
、
即
戦
力
で
も
あ
り
な
が
ら
長
期

的
に
キ
ャ
リ
ア
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
社
会

の
中
で
の
役
割
を
ち
ゃ
ん
と
確
認
で
き
る
こ
と
で

ア
ー
ト
の
価
値
は
高
ま
る
は
ず
で
す
。

水
田
圭
准
教
授

情
報
編
集
デ
ザ
イ
ン

生
活
を
観
察
し

課
題
解
決
を
軸
に

事
業
構
想
ま
で
で
き
る

デ
ザ
イ
ン
を
学
ぼ
う

教
員
よ
り

64

感
性
だ
け
で
は
な
い

論
理
の
世
界
を
知
っ
て

も
ら
う
。
そ
れ
が

我
々
の
役
目
で
す

野
村
松
信
美
術
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授

情
報
教
育
、
視
覚
情
報
処
理 

飯
倉
宏
治
教
授

情
報
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
計
算
基
盤
・
地
理
学

教
員
よ
り
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
的
な
操
作
方
法
や
情
報

技
術
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
を
教
え
て
い
ま
す
。
美

術
と
関
連
し
た
と
こ
ろ
で
指
導
し
た
い
の
で
、

Processing

（
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
）
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
や

簡
単
な
ゲ
ー
ム
な
ど
を
開
発
で
き
る
よ
う
指
導
し

て
い
ま
す
。
自
由
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
す
ご
く
時
間
を
要
す
る
、
あ
る
意
味
工
芸
的
な

要
素
が
あ
り
ま
す
。

　
美
大
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
の
導
入
は
、

伝
統
工
芸
を
や
り
な
が
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
設
計

し
た
も
の
づ
く
り
を
し
た
い
と
い
う
意
図
も
あ
り

ま
し
た
。
大
量
生
産
と
一
点
も
の
と
い
う
、
相
反

す
る
も
の
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
と
工
芸
が
一

緒
に
な
っ
て
い
る
教
育
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
で

す
し
、
美
術
教
育
の
中
に
我
わ
れ
み
た
い
な
理
系

の
指
導
者
が
い
る
こ
と
も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
情
報
分
野
の
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
、

文
科
省
のenPiT

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

STEA
M

教
育
と
い
っ
て
、Science

（
科
学
）、

Technology

（
技
術
）、Engineering

（
工
学
）、

A
rt

（
芸
術
）、M

athem
atics

（
数
学
）
の
5
つ

の
領
域
を
対
象
と
し
た
理
数
系
教
育
に
創
造
性
教

育
が
加
わ
っ
た
横
断
的
な
教
育
で
す
。
技
術
力
を

備
え
た
理
工
系
の
学
生
と
創
造
力
の
あ
る
美
術
系

の
学
生
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
に
な
い
新

し
い
も
の
が
生
ま
れ
る

成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は

習
得
に
時
間
が
か
か
る

の
で
、
そ
こ
に
耐
え
ら

れ
る
か
の
素
養
は
必
要

で
す
が
、
体
験
し
て
み

て
さ
ら
に
深
め
た
い
と

い
う
学
生
が
い
た
ら
指

導
で
き
る
教
員
は
い
ま

す
し
、
集
中
的
に
教
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
は

秋
美
の
隠
れ
た
魅
力
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
飯
倉
教
授
と
、

美
術
教
育
セ
ン
タ
ー
の
野
村
教
授
の
専
門
は
近
い
。

指
導
す
る
場
所
は
違
う
が
、
ふ
た
り
が
目
指
す
の
は
、

論
理
的
思
考
の
学
び
だ
。

プログラミングを
集中的に教えられる
教員がいることは

隠れた魅力かもしれない

暗闇の中の無数の星は、輝きが一
つひとつ異なり、時間の経過と共
に花々へ変化します。―清藤志織
さん（コミュニケーションデザイ
ン専攻 4年）の作品―
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ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
の
作
品
を
つ
く
り
た
い
学
生

や
漫
画
家
志
望
の
学
生
が
多
い
の
で
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
演
習
」の
授
業
で
は「
物

語
論
」
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
美
大
に
は
、
絵

を
描
く
の
は
好
き
だ
け
ど
、
物
語
を
組
み
立
て
た

り
、
論
理
的
に
考
え
る
の
は
苦
手
と
い
う
学
生
が

多
く
い
ま
す
。
物
語
を
つ
く
る
た
め
の
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
方
法
は
あ
る
の
で
、大
塚
英
志
著『
物

語
の
体
操
』
を
参
考
に
、
そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
び
た
い
学
生
が
い
た
ら

サ
ポ
ー
ト
で
き
ま
す
。
私
の
よ
う
に
商
用
の
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
を
開
発
し
て
い
た
り
、
実
際
に
シ
ス
テ

ム
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
り
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
書
い
た
経
験
を
も
っ
て
い
て
、
実
用
レ
ベ
ル
ま

で
押
し
上
げ
る
苦
労
を
知
っ
て
い
る
教
員
が
い
る

と
い
う
の
は
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
学
び

た
か
っ
た
ら
い
い
環
境
で
す
。
独
り
占
め
で
き
ま

す
よ
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
本
は
抽
象
化
で
す
。
こ

の
机
の
端
か
ら
何
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
点
を
打
つ

の
は
具
体
的
な
話
で
す
。
最
初
に
書
い
た
線
の
終

わ
り
の
と
こ
ろ
か
ら
ま
た
別
の
と
こ
ろ
へ
線
を
引

く
と
い
う
の
は
抽
象
的
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と

具
体
的
な
位
置
は
言
っ
て
い
な
い
か
ら
。
抽
象
的

に
考
え
、
抽
象
的
な
枠
組
み
の
中
に
具
体
的
な
も

の
を
入
れ
て
い
く
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。
　
　

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
作
品
を
つ
く
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
よ
り
も
、
経
験
が
重
要
で
、
こ
う
い
う

世
界
も
あ
る
よ
と
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
美
術
作
品
を
つ
く
る
と
き
、
何
を
取
り

扱
っ
て
い
る
か
を
抽
象
的
に
理
解
し
て
い
な
い
と

軸
が
ぶ
れ
て
し
ま
う
と
思
う
ん
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
絵
を
描
く
時
は
少
々
は
み
出
し
て
も
味
に
な

り
ま
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
一
文
字
抜
け
て
い

た
だ
け
で
動
い
て
く
れ
な
い
。
感
性
だ
け
で
は
な

い
論
理
と
い
う
世
界
も
あ
る
よ
と
い
う
こ
と
を
見

せ
る
の
が
我
わ
れ
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

美術作品をつくるときも、
抽象的・論理的な世界を
経験していることは
重要だと思います

約 1ツイート（297文字）のプログラムで生成したキャラクター。プ
ログラムを実行するまでは作者もどんな形になるかわかりません。
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坂
井
美
結

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
４
年

岩
手
県
出
身

学
生
よ
り

女の人を描くのが好きです。
秋美のプロジェクトを通じ
人の役に立つのが嬉しくて
デザイナーになりたい

　
出
身
は
岩
手
県
二
戸
市
で
す
。
高
校
で
は
美
術
部
で
油
絵
を

描
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
自
分
に
合
う
も
の
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
1
、
2
年
で
5
専
攻
学
べ
る
と
知

り
秋
美
に
入
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
里
親
制
度
普
及
啓
発

の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
た
水
田
圭
先
生
の
授
業
で
す
。

な
ん
で
里
親
が
必
要
な
の
か
、
自
分
な
り
に
考
え
、
自
分
の
表

現
で
ど
う
や
っ
た
ら
解
決
で
き
る
か
、
プ
ロ
セ
ス
を

し
っ
か
り
踏
め
た
と
実
感
で
き
た
授
業
で
す
。
そ
れ

と
秋
田
の
4
つ
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
と
連
携
し
た
横
手
産

ホ
ッ
プ
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
ラ
ベ
ル
を
デ
ザ
イ
ン

で
き
た
の
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
立

場
の
人
が
関
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
う
し
た

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
そ
れ
を
全
部
盛
り
込
む
の

は
難
し
い
。
皆
さ
ん
の
希
望
を
う
か
が
い
つ
つ
、
ひ

と
つ
の
も
の
に
し
て
い
く
作
業
が
大
変
で
、
ど
う

や
っ
て
ま
と
め
て
い
く
の
か
先
生
の
動
き
を
見
て
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
秋
美
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す
る
機
会
が
多
く
、
人
の
役
に
立
つ
の
が
嬉
し
く

て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
人
か
ら
頼
ま
れ
る
仕
事
は
自

分
に
合
っ
て
い
る
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

着物の形を魚介類に見立てて組み合わせた作
品「生着物（いきもの）」。阪口正太郎先生の
「コミュニケーションデザイン演習 B1」の課
題「見立て」で制作。最新作は「毛を剃る」
女の人のシリーズを描いています。

D

コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
っ
た
ら

何
が
し
た
い
？

カ
フ
ェ
巡
り
が
趣
味
な
の
で
、
東
京
や
仙

台
に
ま
た
行
き
た
い
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
た
い
。
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秋には少しずつ色づいていく校内の銀杏並木、その
模様を見守るのも楽しみのひとつです。
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卒
展
紹
介

儚いものを恒久的に残そうと、電子機器や学
習道具を用いて、現代の若年層が過ごしてき
た普遍的でどこか共通点のある部屋を再現。
光と音では、燦然と輝く過去の心象世界を表
現し、未来への想いを馳せた。（映像）

人生設計論
久保優也

70

加工日記ちゃん
高野美思

スマートフォンの顔面加工が当たり前となっ
た現代で、｢生きていく中で一番なりたい顔｣
をテーマに、1日 1枚、自分の顔写真を加工
した。どうしても視覚化されてしまう内面を
1人の若者の例として表現。（映像）

Odd(s)
佐藤光

ストーリー性のあるイラストを用いて、展示
によって読み進めることができる物語。限ら
れた情報から、ゲームのように物語を紐解い
ていく感覚を与える。（紙、インク他）
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飯倉宏治 教授

情報学フロンティア、
計算基盤・地理学

孔
コン

鎭
ジンヨル

烈 教授

ブランディングデザイン

阪口正太郎 教授

アートディレクション、
広告、写真

石川昌 准教授

ビジュアルアイデンティティ、
サイン計画、デザイン史

坂本憲信 准教授

ビジュアルコミュニケーション
デザイン、グラフィックポスター

水田圭 准教授

情報編集デザイン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教員

［ 3年］
wコミュニケーションデザイン論 A
地域の優れた資源と文化を売り出すためのコミュニケーションデザインの役割を理解す
る。その上で、「 地域社会の現状」と「課題の認識」、「課題発見・解決」に至るまでの
事例を挙げながら探っていく。また、現役のアートディレクターを招き地域社会とコミュ
ニケーションデザインの関係性についても詳しく学ぶ。
wコミュニケーションデザイン論 B
近年の事例では、先端技術の発展よりもコミュニケーションデザイン開発の重要性が注
目されている。古今東西様々な事例に触れることで、コミュニケーションデザインの考
え方を解説する。そのことでデザインに関する視野と思考法を獲得する。一方で各自が
その志向と適性を見極め、確固たる得意分野の構築に向けた考察の場とする。
wコミュニケーションデザイン演習 A1

「ブランディング」をテーマとして、デザインコンセプトの設定から具体的なデザイン
提案に至る一連のデザインプロセスに基づき課題研究を進める。グラフィックデザイン、
ウェブデザイン、パッケージデザイン、映像デザイン等の各専門分野における個々の表
現方法の習熟を深めながら、これらを横断的に連携し、多様かつ複合的な表現展開によ
る効果的なデザイン成果の具現化について探求する。デザイン案の具現化である「作品」
およびその「制作報告書」を授業成果とする。
wコミュニケーションデザイン演習 B1
人工知能（AI）の役割が人間の職域に拡大する中、侵されない領域はクリエイティビティ
であると捉える。IT 技術によって地方から世界に発信することが可能である。一方日
本では産業や人口の構造変化が起こり、都市や街、人の生活のあり方が問われている。
このような現代の社会状況に対応するため、単なる技法の習得を越えてあらゆるメディ
アに応用可能な情報理解と表現技術を学ぶ。さらに個人が設定するキャリア志向の核と
なる技術の訓練と表現、最適な展示方法を学ぶ。
wコミュニケーションデザイン演習 A2
テーマの設定からデザイン成果の具現化に至る一連の制作プロセスに受講者が個別に取
り組む。地域・社会の現状からデザイン対象としての課題を見出し、利便性や快適性、
認知性、効率性、安全性、または操作性を具体的なデザイン解決案として表すことにつ
いて課題制作を通じて学ぶ。デザイン案の具現化である「作品」およびその「制作報告
書」を授業成果とする。
wコミュニケーションデザイン演習 B2

「CM 制作」では、あらゆるメディア表現が可能な動画作成技術を学ぶ。「WEB ポートフォ
リオ制作」では、IT 技法よりも受け手とのコミュニケーションを目的としたディレク
ションを追求する。「技術講習」では個人のキャリア志向の核となる技術となるための
課題をおこなう。最後の課題ではそれまでの学びを集大成する制作と展示を求める。

［ 4年 ］
wコミュニケーションデザイン演習 A3

「コミュニケーションデザイン演習 A2」と同様のプロセスに基づき進める。受講生が地
域・社会の現状把握から課顆を認識し、デザインによる最適な課顆解決について探求す
る。研究テーマに基づくデザイン解決案の「試作」および「中間報告書」を授業成果と
する。
wコミュニケーションデザイン演習 B3
本演習では個人のキャリア指向や適性を尊重し学びを深める。各自がテーマや課題を設
定しデザイン表現に臨む。デザイン表現のメディアや手段を問わず「観察力」「思考力」「伝
える力」を習得する。また、各自が取材や制作を行なう過程を共有することで、相乗効
果の高い表現力の習得を目指す。

［ 卒業研究 ］
コミュニケーションデザイン演習 1、2、3で体得した能力をベースに研究活動を展開す
る。また、コンセプト設定からデザイン提案までの全てのプロセスを自主的に展開する
とともに、プレゼンテーション能力と感性を高めることを目的に研究活動を行う。

裴
ベ

鎭　 准教授

コミュニケーションデザイン、
情報デザイン、WEB デザイン

ジンソク
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本専攻では、私たちが生きる社会の可能性と課題がその土地の歴史や自然環境とともに
様々な次元で交差する現場を「景観（ランドスケープ）」として定義し、学生一人一人に
より異なる多様な表現領域の制作活動に取り組みます。授業では、ランドスケープや建築
のデザイン、社会批評を担うパブリックアートやドキュメントのプロジェクト、まちづく
りの計画立案とそのための公共型ワークショップなど、実践的な学習を通して実社会の文
化芸術領域で高いリーダーシップを発揮できる人物を育成します。
このように幅広い表現により「景観」を制作・提案する本専攻では、そのための基礎作業
として「フィールドワーク」を重視しています。自らの身体を「景観」の現場に置き、感
覚・知識・経験を総動員してその場所の本質を見抜く作業に取り組みながら、社会の変革
を促しうるアートとデザインの手法を学んでいきます。

景観デザイン
専攻

社会変革を促す
「景観」の創造 

Ⅴ
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授
業
よ
り
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社
会
の
課
題
と
、

そ
の
土
地
の
歴
史
や
自
然
が

交
差
す
る
現
場
を「
景
観
」と
呼
ぶ
。

 

景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
／
景
観
デ
ザ
イ
ン
演
習
1-

3
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授
業
よ
り

右上下／「現代芸術演習」では、「MOVING CINEMA」をテー
マに、移動式映画館を製作し、一日限りの上映会を開催する。
上映会場への移動を含めた、空間・場所の創出に実践的に取
り組む。左上／新屋の町に対して「ファサード（建物の外観）」
を切り口にして読み解き、その成果を様々な媒体を用いて表
現する。左下／かつての酒蔵を学生寮としてリノベーション
する課題では、フィールドワークにより現状をつぶさに観察・
分析し、設計提案につなげていく。 

「建築」は、
社会的な要請や身体的なスケール、
文学や映画や美術からのインスパイア、
日常風景の比喩や暗喩が、
発想の契機になる。
 景観デザイン専攻／景観デザイン演習
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授
業
よ
り

市
民
生
活
の
現
場
を
深
く
掘
り
下
げ
、

建
築
デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ

自
ら
の
創
作
へ
突
き
進
む
。

 

景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
／
景
観
デ
ザ
イ
ン
演
習
1-

3
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教
員
よ
り

小
杉
栄
次
郎
教
授

建
築
・
都
市
設
計
の
理
論
と
実
践

　
景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
で
は
、

設
計
者
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
習
得
す

る
だ
け
で
は
な
く
、「
思
考

す
る
こ
と
」
に
主
眼
を
お
い

て
い
ま
す
。
表
現
す
る
メ

デ
ィ
ア
は
建
築
で
も
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
映
像
で

も
い
い
。
自
分
の
メ
デ
ィ
ア

を
探
り
な
が
ら
景
観
に
つ
い

て
研
究
し
ま
す
。

　
建
築
で
の
学
び
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
け
れ

ど
何
か
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
人
に
も
お
す
す
め
で

す
。
空
間
を
考
え
る
こ
と
は
、
も
の
を
つ
く
る
と
き

の
基
本
で
す
。
立
体
作
品
を
つ
く
る
と
き
は
、
そ
の

作
品
自
体
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
ど
こ
に
置
か
れ

る
か
、
誰
が
ど
う
見
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
、

そ
の
た
め
に
は
空
間
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
だ
か

ら
で
す
。
ま
た
、
仮
説
を
立
て
て
研
究
し
、
テ
ー
マ

を
決
め
て
構
想
し
、
自
分
な
り
の
表
現
で
他
者
に
発

表
す
る
と
い
う
流
れ
は
、
ど
ん
な
創
作
に
も
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
役
立
つ
は
ず
で
す
。

　
20
代
の
頃
は
街
が
変
わ
っ
て
い
く
実

感
が
湧
か
な
い
の
で
今
見
て
い
る
風
景

が
す
べ
て
の
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
街
は
四
半
世
紀
経
つ
と
、

良
く
も
悪
く
も
変
わ
り
ま
す
。
25
年
後

ど
ん
な
街
に
し
た
い
の
か
を
本
気
で
考

え
て
勉
強
し
て
、
街
づ
く
り
に
関
わ
り

続
け
て
い
け
ば
、
本
当
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
未
来
を
つ
く
る
た
め
に
学

ん
で
い
る
と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い

で
す
ね
。

　
大
学
生
活
で
は
新
屋
に
閉
じ
籠
も
ら

ず
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
空
間
や
街
の
匂
い
は
実
際
に

体
験
す
る
の
が
一
番
で
す
し
、
違
う
街
の
姿
を
み
る

と
、
自
分
の
街
の
状
態
が
す
べ
て
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
学
外
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
関
心

を
持
ち
行
動
し
て
ほ
し
い
。
学
内
学
生
と
の
切
磋
琢

磨
は
も
ち
ろ
ん
、
他
者
と
関
わ
る
こ
と
で
自
分
を
客

観
視
し
な
が
ら
成
長
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。

四
半
世
紀
経
つ
と

街
は
変
わ
る
し
変
え
ら
れ
る

粘
り
強
く
考
え

未
来
を
つ
く
る
た
め
に
学
ぼ
う

80

　
景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
に
は
、
建
築
・
都
市
設
計
・

映
画
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
・
公
共
デ
ザ
イ
ン
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
の
先
生
が
い
て
、
空
間
を
軸
に
い

ろ
ん
な
表
現
媒
体
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
僕
は
建
築
設
計
を
中
心
に
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
3
年
生
前
期
の
課

題
で
は
、「
他
人
と
住
む
家
」

を
テ
ー
マ
に
、
他
人
と
暮
ら

す
こ
と
が
日
常
生
活
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の

か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
空
間
が
必
要
に
な
る
の

か
を
考
え
ま
す
。
目
指
し
て

い
る
こ
と
は
自
分
で
課
題
を

見
つ
け
、
自
分
な
り
の
回
答

を
空
間
と
し
て
表
現
す
る
こ

と
。
建
築
設
計
で
は
、
特
定

の
問
題
に
対
す
る
「
正
し
い

答
え
」
を
探
す
の
で
は
な
く
、

い
ろ
ん
な
視
点
か
ら
物
事
を

考
え
、
空
間
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
今
ま
で
無
意
識
に
受
け
入
れ

て
き
た
も
の
を
再
考
す
る
姿
勢
で
す
。
地
に
足
を
つ

け
て
今
の
現
場
を
見
れ
ば
、
見
過
ご
し
て
き
た
も
の

や
、
デ
ザ
イ
ン
の
対
象
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の

の
中
に
、
ま
だ
新
し
い
、
誰
も
取
り
組
ん
で
い
な
い

領
域
が
あ
る
は
ず
で
す
。
学
生
に
は
、
顕
在
化
さ
れ

て
い
な
い
課
題
を
発
見
し
、
自
分
が
取
り
組
む
べ
き

テ
ー
マ
を
主
体
的
に
見
つ
け
て
ほ
し
い

で
す
。

　
秋
田
に
は
日
本
で
も
先
駆
的
な
都
市

空
間
が
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
千
秋
公

園
は
日
本
で
最
初
期
に
城
址
を
公
園
化

し
た
場
所
で
す
し
、
中
心
市
街
地
の
広

小
路
と
中
央
通
り
が
形
成
す
る
一
方
通

行
の
ル
ー
プ
は
、
渋
滞
を
緩
和
す
る
ア

イ
デ
ア
。
戦
争
に
よ
る
大
き
な
被
害
を

受
け
な
か
っ
た
か
つ
て
の
城
下
町
を
、

明
快
な
意
図
を
持
っ
て
計
画
的
に
近
代

的
な
都
市
に
作
り
替
え
た
事
例
は
、
あ

ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
秋
田
は
、
日
本
の
都
市
の
近
代

化
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
ま
ち
で
す
ね
。
そ
の
場

所
な
り
の
特
性
を
き
っ
か
け
に
、
い
か
に
普
遍
的
な

議
論
に
つ
な
げ
て
い
け
る
か
考
え
る
こ
と
も
、
大
学

で
空
間
を
学
ぶ
お
も
し
ろ
さ
の
ひ
と
つ
で
す
。

地
に
足
を
つ
け
て

今
の
現
場
を
見
れ
ば
、

誰
も
取
り
組
ん
で
い
な
い

課
題
が
見
つ
か
る

教
員
よ
り

井
上
宗
則
准
教
授

都
市
・
建
築
デ
ザ
イ
ン
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の
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持
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計
画
的
に
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的
な
都
市
に
作
り
替
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た
事
例
は
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あ
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な
い
と
思
い
ま
す
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そ
う
い
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た

意
味
で
秋
田
は
、
日
本
の
都
市
の
近
代

化
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
ま
ち
で
す
ね
。
そ
の
場

所
な
り
の
特
性
を
き
っ
か
け
に
、
い
か
に
普
遍
的
な
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に
つ
な
げ
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か
考
え
る
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も
、
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で
空
間
を
学
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お
も
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さ
の
ひ
と
つ
で
す
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地
に
足
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今
の
現
場
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ば
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誰
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取
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な
い

課
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実習棟の一棟分は秋田市立新屋図書館になっています。「倉
庫棟＝静かな環境（読書棟）」と「新図書館＝活動域（雑誌
閲覧室）」を繋ぐ渡り廊下の陽だまりと、サルスベリ。
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加
藤
人
識

景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
4
年

兵
庫
県
出
身

学
生
よ
り

　
出
身
は
兵
庫
県
姫
路
市
で
す
。
明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
で

5
年
間
建
築
を
勉
強
し
、
秋
美
の
3
年
次
に
編
入
し
て
き
ま
し

た
。
建
築
で
生
き
て
い
く
と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
進
学
を
考

え
た
理
由
は
、
美
術
的
思
考
が
自
分
に
は
な
く
て
、
建
物
の
形

を
決
め
る
の
に
も
な
ん
と
な
く
格
好
い
い
か
ら
と
い
う
基
準
し

か
な
く
、
自
分
の
思
想
を
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
造
形
に
対
す
る
感
性
を
も
っ
と
磨
き
た

く
て
。
高
専
4
年
の
夏
休
み
に
世
界
的
な
建
築
設

計
事
務
所
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験
し
ま
し
た
。
事

務
所
の
方
や
、
東
京
の
大
学
の
人
と
話
す
と
、
熱

量
が
全
然
違
う
。
自
分
は
ど
う
い
う
こ
と
を
建
築

で
表
現
し
た
い
か
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
話
し
て

い
る
。
こ
れ
で
は
自
分
ダ
メ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

「
わ
げ
し
ゅ
う
秋
田
会
議
」
と
い
う
5
大
学
の
学

生
が
集
う
団
体
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
秋
田
で
夢

を
叶
え
る
た
め
に
行
動
し
て
い
る
人
達
に
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
道
を
切
り
拓
い
て
い

く
、秋
田
は
そ
れ
が
し
や
す
い
環
境
で
す
。コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
の
で
、
大
学
の
先
生
含

め
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
人
と
も
距
離
が
近
く
、

話
が
で
き
ま
す
。
卒
業
後
は
建
築
事
務
所
で
働
い

て
一
級
建
築
士
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。
そ

の
後
は
今
の
仲
間
と
秋
田
で
起
業
し
た
い
で
す
。

この模型は男鹿にある「どんぐり農場」に展
望台を建てるプロジェクトの計画案。１階を
食、2階を団欒、屋上を展望スペースに。少
しの吹き抜けを作り南からの光が射すように
して、各階に繋がりが生まれるようにした。

秋美に来て
会うべき人たちに
遠回りせず

会うことができた

D

コ
ロ
ナ
禍
の
１
年

　
ど
う
で
し
た
か
？

本
当
に
会
い
た
い
人
達
と
会
え
た
1
年
で

し
た
。
会
う
べ
き
人
に
会
う
た
め
に
遠
回

り
し
な
く
て
よ
か
っ
た
。
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秋
田
会
議
」
と
い
う
5
大
学
の
学

生
が
集
う
団
体
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
秋
田
で
夢

を
叶
え
る
た
め
に
行
動
し
て
い
る
人
達
に
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
道
を
切
り
拓
い
て
い

く
、秋
田
は
そ
れ
が
し
や
す
い
環
境
で
す
。コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
の
で
、
大
学
の
先
生
含

め
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
人
と
も
距
離
が
近
く
、

話
が
で
き
ま
す
。
卒
業
後
は
建
築
事
務
所
で
働
い

て
一
級
建
築
士
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。
そ

の
後
は
今
の
仲
間
と
秋
田
で
起
業
し
た
い
で
す
。

この模型は男鹿にある「どんぐり農場」に展
望台を建てるプロジェクトの計画案。１階を
食、2階を団欒、屋上を展望スペースに。少
しの吹き抜けを作り南からの光が射すように
して、各階に繋がりが生まれるようにした。

秋美に来て
会うべき人たちに
遠回りせず

会うことができた

D

コ
ロ
ナ
禍
の
１
年

　
ど
う
で
し
た
か
？

本
当
に
会
い
た
い
人
達
と
会
え
た
1
年
で

し
た
。
会
う
べ
き
人
に
会
う
た
め
に
遠
回

り
し
な
く
て
よ
か
っ
た
。
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卒
展
紹
介

秋田県の大潟村を舞台に、生活居住区の中心に畑
を置き、周辺に娯楽施設や商業施設、宿泊施設な
どを取り入れた大規模な複合施設を設計。村の特
徴でもある迷路性を取り入れたランドスケープを
デザイン。（ハレパネ、木材、ケント紙、厚紙）

Re:Ogata
- 大潟村が生成する空間形態 -
川口朱德
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都市空間を別のものに置き換える ( ＝ミタ
テる ) ことで、普段は見えない、見向きも
しない空間の可能性を顕在化させる。秋田
駅から卒展会場である秋田県立美術館・に
ぎわい交流館 AUまでをつなぐ仲小路を舞
台に、メンバー 4人と進めたプロジェクト。

「ミタテル→ツカウ」プロジェクト
眞崎愛望

監視社会において人間は無意識に「透明な
存在」になろうとする。禁止事項を受け入
れた害のない人物は、監視対象とならない
透明な存在だ。空虚な舞台「空舞台」は、
透明な存在になる意思を確認させる。（ポ
リスチレン）

空舞台
松井美帆
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空舞台
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岸健太 教授
アーバンスタディーズ

小杉栄次郎 教授
建築・都市設計の理論と実践

石山友美 准教授
映画製作

井上宗則 准教授
都市・建築デザイン

菅原香織 准教授
公共デザイン、景観デザイン

景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

［ 3年］
w景観デザイン演習 1（基礎）　
景観デザインの基礎について演習を通して学び、習得する。フィールド
ワークの実践や、その成果物の言語化や抽象化、提案コンセプトを形体
や空間へと転化するプロセスを習得し、造形と計画を行き来しながら提
案をブラッシュアップし作品化する。
w景観デザイン演習 2（応用）
フィールドワークとリサーチをベースに多様なプログラムを構築し、対
象物やコンテクストについてより深く考察した上で、空間や場所をデザ
インし提案することを学ぶ。さらに、バブリックアートやドキュメント
プロジェクトやまちづくりの計画立案とそのための公共型ワークショッ
プ等、多様な表現領域のアウトプットも視野に入れた課題にも取り組む。

［ 4年 ］
w景観デザイン演習 3（実践）
学生一人一人がそれぞれの表現領域により実践的に取り組む。卒業研究
に向けた表現メディアの研究も本授業の重要なテーマの一つとなる。課
題で与えられた対象エリアやキーワードに対して、学生自ら作品のテー
マを見つけ出し、各自が使用したい素材や表現形式を個別の担当教員と
共に定めていき成果物を作品化することを目指す。

［ 卒業研究 ］
景観デザイン専攻での学びの集大成として、ランドスケープや建築のデ
ザイン、社会批評を担うパブリックアートやドキュメントのプロジェク
ト、まちづくりの計画立案とそのための公共型ワークショップなど、学
生一人一人が異なる多様な表現領域の制作活動に取り組み、作品化する。
その際、「フィールドワーク」を重ね、自らの身体を「景観」の現場に
置き、感覚・知識・経験を総動員してその場所の本質を見抜き、社会の
変革を促しうる作品を目指すことを共通のテーマとする。

教員
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w二級・木造建築士試験受験資格

景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
で
取
得
可
能
な
資
格

図学と製図
建築環境・設備
建築生産
建築法規
建築構造

景観デザイン演習１（基礎）
景観デザイン演習２（応用）
景観デザイン論
都市デザイン論
空間設計演習１
空間設計演習２
近代建築史
建築材料
建築一般構造

現代芸術演習（景観デザイン）
空間表現演習１
空間表現演習２
フィールド・スタディーズ
空間計画演習
日本建築史１
日本建築史２

景観デザイン演習３（実践）

景観デザインのプロセスは「調査→計画→設計→施工→維持管理」に分けて考え
ることができます。対象をつぶさに観察、調査することでテーマを発見し、企画
や構想を練って計画します。そして、その計画が実際に建ち現れた姿を思い描き
ながら、設計図を作成して人に伝えることが、主な目標の一つになります。そこで、
設計図の作成方法を取得するための一助として、建築士試験受験資格を取得する
ことが可能なカリキュラムを編成しました。指定科目を修了した学生には、卒業後、
実務経験を経ることなく二級・木造建築士試験の受験資格が与えられます。

※建築士の資格を得るためには、本学卒業後、建築士試験を受験し、合格しなければなりません。

〈二級・木造建築士試験受験資格　指定科目一覧〉

1年次 3年次

2年次

4年次
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観
デ
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イ
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専
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取
得
可
能
な
資
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美術教育センターは、各専攻で培う専門性の土台となる知識や教養といった基礎力を養い
ます。本センターの授業は、「人間と社会のありかたに結び付いた美術の意義を洞察し把
握する力」と「創造的思考を明確に表現し伝達する力」を養成します。
各教員の研究に裏付けされた美学、美術史、建築史・意匠、デザイン史、文学、外国語、
情報科学、美術教育等の授業は専門教育を支える強固な基盤となります。また、さまざま
な指導方法に基づいた講義・演習・実習や教養を深める学びを通して、学生一人一人の人
間性を高め、地域社会の発展に寄与できる人材を育成します。

美術教育センター

地域社会の発展に
貢献する人材を育成する 
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w教職入門
授業の内容は、事前指導、観察実習、事後指導から構成され
ている。事前指導では附属高等学院等の教員の講話を通して、
教職の意義、守秘義務・人権配慮、授業観察の視点や方法、
マナー等について学ぶ。観察実習では、同学院等へ赴き授業
観察を行う。授業観察後には教員の講話や協議会を通して、
教職の役割について理解を深める。さらに、グループディス
カッションを行い、知識や経験の共有化を図り、レポートに
まとめる。

w学校体験実習 1
秋田市内の中学校での参観実習（登校時の生徒の受け入れ、
朝の会や帰りの会の運営、休み時間の教師の対応、授業の展
開と生徒への関わり方などの観察把握）を中核に据えながら、
校長講話と事前事後指導を組み合わせて教員の仕事内容と組
織的対応の実情を学ぶ。

w学校体験実習 2
美術科担当教師の講話と事前事後指導を組み、新学習指導要
領の狙い等を取り入れた指導案作成、授業展開の仕方、生徒
への個別指導など美術科授業のあり方を学び、中学校 ･高等
学校での体験実習を実践することで教育実習へ繋げる。

w教育実習事前事後指導
1. 教育実習に必要な知識等と心構え（教育者および社会人と
しての礼儀、常識等）を学習し、学生の調査指導、ディスカッ
ション等により詳細に準備する。
2. 具体的な指導内容（表現と鑑賞の領域および学習指導要領
の理念・内容）の理解を深めるためにロールプレイング、模

擬授業等を行う。
3. 学級経営における集団指導と個別指導について学習する。
4. 実習後の報告会の発表の仕方とそのための準備を理解して
教育実習を行う。
5. 実習体験の反省・問題点・成果等について考察し、実習経
験の共有化を行う。

w教育実習 1、2
1. 指導教員をはじめとする実習校教員および他の実習生の授
業を参観する。
2. 学級運営、学校行事、課外活動等に参加する。
3. 授業実習および研究授業を行う。

w教職実践演習（中・高）
1.これまでの学修を振り返り、課題を設定する。
2. 事例研究とグループディスカッションによる表現力、授業
力、生徒指導対応力の向上を目指す。
3. 現地調査とグループディスカッションによる教員の職務の
理解と役割モデルの構築を目指す。
4.ロールプレイングやディスカッション等による社会性とコ
ミュニケーション

能力の向上を目指
す。
5. 履修カルテの総
まとめをし、教員
免許取得手続きに
係るガイダンスを
行う。

美術教育センターでは、必要な科目を修得することで、
中学校教諭一種免許状（美術）、高等学校教諭一種免許状（美術、工芸）、

博物館学芸員資格を取得することができます。

1. 美術教育で必要な、
美大ならではの高い専
門的能力を身に付ける
ことができます。

2. 経験豊かな教職経験
者チームが免許取得ま
で学生を手厚くサポー
トします。

3. 東北・北海道の国公立
大学の中で中学校・高
校の免許取得に重点を
置く数少ない大学です。

〈 3つの特色〉

〈取得可能な資格〉
w中学校教諭
一種免許状（美術）

w高等学校教諭
一種免許状（美術・工芸）

【教職課程】

〈カリキュラム〉1～ 4年次
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専
門
は
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窟
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本
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「
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」
と
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養
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え
て
い
ま
す
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い
る
美
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は
西
洋
や
現
代
美

術
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
東

洋
に
興
味
を
も
つ
入
口
や
、

創
作
の
源
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
美
術
教
育
セ
ン
タ
ー
に
は
、
共
通
科
目
を
指
導
す

る
教
員
が
所
属
し
、
教
職
や
博
物
館
学
芸
員
課
程
の

科
目
も
揃
い
ま
す
。
専
攻
の
枠
を
超
え
て
学
生
が
集

ま
っ
て
場
を
共
有
で
き
る
こ
と
は
魅
力
で
す
し
、
そ

の
体
験
が
体
に
す
り
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
は
、
教
室

で
授
業
を
行
う
意
義
だ
と
も
思
い
ま
す
。

　
美
大
に
い
る
と
人
と
違
う
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

一
般
的
に
は
社
会
の
中
で
う
ま
く
生
き
て
行
く
方
法

を
学
ぶ
志
向
が
強
い
と
思
い
ま
す
が
、
大
震
災
が
起

き
た
り
、
感
染
症
が
流
行
し
て
常
識
が
壊
れ
て
く
る

と
、
仕
組
み
の
中
で
上
手
に
生
き
て
い
る
人
た
ち
が

急
に
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
る
。
そ
う
い

う
時
に
美
大
生
っ
て
強
い
ん
で
す
よ
。
自
分
の
世
界

観
を
つ
く
っ
て
自
分
の
作
品
で
表
現
す

る
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
勉
強
し
て
い

る
の
で
、
世
の
中
で
一
般
的
と
さ
れ
る

こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
考
え
は
ほ
と
ん
ど
も
っ
て
い
な
い
。

な
ん
の
た
め
に
美
大
で
学
ぶ
の
か
と
い

う
と
、
作
品
を
つ
く
っ
て
お
金
を
稼
ぐ

た
め
で
は
な
く
て
、
世
の
中
を
自
分
で

見
て
自
分
で
価
値
づ
け
し
て
ど
う
生
き

て
行
く
か
を
臨
機
応
変
に
考
え
ら
れ
る

よ
う
な
知
性
を
育
て
る
た
め
だ
と
思
う

ん
で
す
。

　
美
大
で
は
、
変
な
人
と
い
う
の
は
褒

め
言
葉
で
す
。
普
通
の
人
が
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
ば

か
り
見
て
い
る
人
の
こ
と
で
す
か
ら
、
普
通
の
人
に

は
わ
か
ら
な
い
も
の
が
わ
か
る
し
、
見
え
な
い
も
の

が
見
え
る
し
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
変
な
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
も
し

か
し
た
ら
地
球
が
滅
び
る
と
き
に
救
い
の
道
を
見
つ

け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ
。

井
上
豪
教
授

東
洋
美
術
史

変
な
人
に
な
り
ま
し
ょ
う

地
球
が
滅
び
る
と
き
救
い
の
道
を

 

見
つ
け
ら
れ
る

 

か
も
し
れ
な
い
ぞ

教
員
よ
り
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・生涯学習概論
・博物館概論
・博物館教育論
・博物館資料論
・博物館資料保存論
・博物館情報・メディア論
・博物館経営論
・博物館展示論
・博物館実習

博物館実習の実務実習では基
本的な資料の扱い方、展示、
記録としての撮影の技術、梱
包の基礎などを実物や複製を
用いて学びます。
グループワークでは仮想の展
覧会を企画し、チラシや冊子
を作成。見学実習では博物
館・美術館を見学し、コレク
ションの方針や収蔵方法、展
示方法について学芸員からレ
クチャーをうけます。

〈取得可能な資格〉

w博物館学芸員資格

【博物館学芸員課程】

〈カリキュラム〉

美
術
教
育
セ
ン
タ
ー
教
員

そ
の
ほ
か
取
得
可
能
な
資
格

天貝義教  教授 デザイン史、美学、芸術学

井上豪 教授 東洋美術史

大八木敦彦 教授 文芸、比較文化、英語

尾澤勇 教授 美術科教育、工芸科教育、金属工芸
（鍛金）による作品制作

金
キム

孝
ヒョギョン

卿 教授 色彩学、構成学

澤田享 教授 日本古建築の様式的研究、日本古建築の
修復と復元、日本近代建築の様式的研究

白杉悦雄 教授 比較文化学、文化史

鈴木司 教授 絵画材料学、絵画表現技法

野々口浩幸 教授 学校心理学

野村松信 教授 情報教育、視覚情報処理

毛内嘉威 教授（副学長） 道徳教育、教育方法

大関智子 助教 日本画

齋藤透 特任教授

佐々木晃久 特任教授

佐藤淳 特任教授

佐藤薫 特任教授

山脇聡 特任教授
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秋田公立美術大学は、現代芸術を「複合」の視点から研究する「複合芸術研究科」を設置
しました。「複合」とは、単に二つ以上のものが集まって一つになるだけではなく、異な
る領域への越境や手法の併用によって価値の相乗効果を生み、それまでに存在しなかった
新たな次元を創造することを指します。
現代芸術の研究では、表現者の内と外にある「複合」に着目する必要があります。内にあ
る「複合」とは、個人の中に蓄積される表現技術や知識、視野などを掛け合わせて生み出
そうとする過程であり、外にある「複合」とは、対象とするテーマを取り巻く背景や人、
制約などの状況を捉えて連携・協働・誘導することによって、多様な気づきや拡がりが生
まれる過程です。
この二つの「複合」からなる現代芸術について、その領域を拡張していくため、事象の複
合性に着目した芸術理論の学び、領域を横断した表現拡張の研鑽、社会に即応し具体的な
提案から実践を行う実習などを通じて、自らのテーマに基づいた研究を行います。そして、
学際的な領域横断の試みと多様な表現を通じて、人と人、人と社会をつなぐ、各領域で総
戦力として活躍できる人材を育成していきます。

大学院
複合芸術研究科　修士課程・博士課程

芸術の複合的な研究を実践する
全国唯一の美術系大学院 
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大
学
院
修
士
課
程
・
博
士
課
程
の
流
れ

アーツ＆ルーツ
専攻

b複合芸術演習

b複合芸術実践科目 b制作技術演習科目

b特別研究科目

b特別研究科目　　　・特別研究Ⅱ（必修）

b制作技術演習科目　・制作技術研究演習Ⅲ（選択）

b内的複合：自身の技術や資質を他の専門領域との交わりを通して拡張させていく
b外的複合：外部の社会に介入しそこにある諸要素の複合を積極的に推し進めていく

・複合芸術論（必修）
・複合芸術応用論 A, B, C（選択必修）

・複合芸術演習（必修）
・複合芸術実習 A, B（選択必修）

・制作技術研究演習Ⅰ, Ⅱ（選択）

・特別研究Ⅰ（必修）

b芸術活動  技法、領域、媒体を横断する新たな表現方法の開拓と実践
b芸術理論  美術史、芸術学、人類学、博物館学などを包含する拡張された創造性の探究
bアートマネジメント 企画・広報・運営管理等を含むプロジェクトのマネジメント手法と実践
bソーシャルデザイン プロダクト・グラフィック・情報など多様なデザイン手法の実践と研究
b情報科学  情報学、工学を背景とした芸術表現技術の研究と開発
b映像   映像制作・アーカイブ・発信による表現手法の開発と研究
bアーバンスタディーズ 都市生成メカニズムをもとにしたコミュニティ指向型プロジェクト

ビジュアルアーツ
専攻

ものづくりデザイン
専攻

コミュニケーション
デザイン専攻

景観デザイン
専攻

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
【 5専攻】

【修士課程 1年】

【修士課程 2年】

【博士課程】

【複合芸術研究科で学べる新たな領域】
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大
学
院
修
士
課
程
・
博
士
課
程
の
流
れ
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【 複合芸術研究科で学べる新たな領域】
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授
業
よ
り

複
合
芸
術
の
表
現
の

可
能
性
を
輪
読
や
議
論
を

通
じ
て
学
ぶ
。

大
学
院 

複
合
芸
術
研
究
科
／
複
合
芸
術
応
用
論
C
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複合芸術科目は、現代芸術領域における芸術表現活動を現
代社会や地域の中で実践していくため、必要となる専門的
な知識を学ぶ科目です。今後展開させていく複合芸術の理
論構築に向けて、「複合芸術」が機能する多様なステージ
での役割や諸条件を学ぶ必修科目として「複合芸術論」を
配置しています。また、より応用的な知識を身に付けるた
めに、主にアートマネジメントを学ぶ「複合芸術応用論Ａ」、
ソーシャルデザインを学ぶ「複合芸術応用論Ｂ」、領域横
断的なテキストを中心に複合芸術の表現可能性を探る「複
合芸術応用論Ｃ」を配置しています。この授業では、伊藤
亜紗著『手の倫理』を取り上げ議論しました。
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複合芸術科目は、現代芸術領域における芸術表現活動を現
代社会や地域の中で実践していくため、必要となる専門的
な知識を学ぶ科目です。今後展開させていく複合芸術の理
論構築に向けて、「複合芸術」が機能する多様なステージ
での役割や諸条件を学ぶ必修科目として「複合芸術論」を
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断的なテキストを中心に複合芸術の表現可能性を探る「複
合芸術応用論Ｃ」を配置しています。この授業では、伊藤
亜紗著『手の倫理』を取り上げ議論しました。
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教
員
よ
り

　
私
の
専
門
で
あ
る
哲
学
で
は
、

世
の
中
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
事
柄
を
、
言
語
を

用
い
て
も
う
一
度
捉
え
直
す
、

そ
し
て
そ
れ
を
超
え
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
た
と
え
ば

「
存
在
」
と
は
何
か
、「
縁
」
と

は
何
か
、
そ
の
深
層
構
造
を
考

察
し
ま
す
。
大
学
院
で
は
問
題

意
識
を
し
っ
か
り
と
も
ち
、
何

を
ど
う
研
究
す
る
か
明
確
に
示

す
こ
と
も
必
要
で
す
。
技
術
の

向
上
だ
け
で
は
な
く
、
言
語
的
・
哲
学
的
な
思
考
力

を
高
め
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
複
合
芸
術
研
究

科
な
ら
で
は
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
「
中
間
領
域
」
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
生
と

死
、
自
己
と
他
者
な
ど
の
間
や
重
な
る
部
分
に
通
底

す
る
も
の
は
何
か
、
そ
こ
か
ら
何
が
生
ま
れ
る
か
が

テ
ー
マ
で
す
。
動
物
と
隠
花
植
物
の
両
方
の
性
質
を

も
ち
、
生
き
て
い
る
の
か
死
ん
で
い
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
「
粘
菌
」
に
つ
い
て
考
え
る
「
粘
菌
研
究
ク

ラ
ブ
」
の
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
私
は
哲
学
者
な
の

で
言
語
を
使
っ
て
考
え
ま
す
が
、
学
生
た
ち
は
ア
ー

ト
で
表
現
し
て
く
れ
ま
す
。
布
を
か
ぶ
っ
て
粘
菌
の

よ
う
に
モ
ゾ
モ
ゾ
動
い
た
り
、
手
袋
を
し
て
粘
菌
の

動
き
を
表
し
た
り
…
…
、
粘
菌
を
深
く
理
解
す
る
た

め
に
は
、
実
際
に
な
っ
て
み
る

0

0

0

0

0

こ
と
も
大
事
な
こ
と

で
す
。
こ
の
よ
う
な
身
体
表
現
が
で
き
た
の
は
美
大

だ
か
ら
こ
そ
で
、
ま
た
こ
こ
に
は
複
合
芸
術
が
生
ま

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
粘
菌
と
ア
ー
ト
の
接
続
は

世
界
で
も
決
し
て
多
く
な
い
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
を

粘
菌
ア
ー
ト
の
拠
点
に
し
て
、
世
界
へ
発
信
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
大
学
は
教
育
機
関
で
も
あ
り
、
研
究
機
関
で
も
あ

り
ま
す
。
大
学
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
勉
強
す
る
こ

と
と
同
時
に
、
研
究
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
学

部
生
の
時
か
ら
「
研
究
す
る
」
と
い
う
意
識
を
も
ち
、

こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
に
組
み
合
わ
せ
て
発

展
さ
せ
て
い
く
か
。
そ
の
こ
と
を
頭
の
片
隅
に
置
き

な
が
ら
大
学
院
に
来
る
と
、
き
っ
と
お
も
し
ろ
い
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

言
語
的
・
哲
学
的
な

思
考
力
も
高
め
鍛
え
る

粘
菌
の
よ
う
に

領
域
を
拡
張
し
よ
う

唐
澤
太
輔

准
教
授

哲
学
、
文
化
人
類
学
　*

学
部
で
は
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
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「
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」
に
も
登
場
す

る
粘
菌
は
、
世
界
で
約
9
0
0
種
類
、

日
本
で
約
5
0
0
種
類
以
上
が
確
認

さ
れ
て
い
る
ア
メ
ー
バ
動
物
の
仲
間
で
、

植
物
で
も
動
物
で
も
菌
類
で
も
な
い
不

思
議
な
存
在
で
す
。
湿
気
を
好
み
、
朽

木
や
落
ち
葉
の
表
面
な
ど
に
生
息
し
て

い
ま
す
。
唐
澤
准
教
授
は
粘
菌
を
哲
学
的
に
思
考
す
る
「
粘
菌
研
究

ク
ラ
ブ
」
を
主
宰
。
大
学
院
、
学
部
、
教
員
、
助
手
、
職
員
の
枠
を

超
え
て
、
身
体
表
現
や
映
像
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
展
覧
会
と
い
っ
た

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
試
み
る
な
ど
、
粘
菌
を
起
点
と
し
た
複
合
的
な
展

開
を
見
せ
て
い
ま
す
。

複
合
的
展
開
を
見
せ
る

粘
菌
研
究

　
秋
田
公
立
美
術
大
学
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
リ
サ
ー
チ
を
軸
と

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
ア
ー
ト
活
動
を
展
開
し
、
新
し
い
芸
術
領

域
の
創
造
を
探
求
し
て
い
ま
す
。
複
合
芸
術
研
究
科
に
お
い
て
は
、

よ
り
学
術
的
な
領
域
横
断
の
試
み
と
多
様
な
表
現
を
通
じ
て
、
新
た

な
次
元
の
創
造
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
で
開

催
し
た
展
覧
会
「ARTS & RO

U
TES 

│
あ
わ
い
を
た
ど
る
旅
│
」

（
2
0
2
0
年
11
／
28
│
2
0
2
1
年
3
／
7
）
で
は
、
江
戸
時
代

後
期
の
紀
行
家
・
菅
江
真
澄
の
旅
と
記
録
を
た
ど
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
起
点
と
し
て
、
服
部
浩
之
特
任
准
教
授
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
下
、

本
学
の
教
員
・
助
手
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
に
、

近
世
・
近
代
の
作
品
・
資
料
も
交
え
て
構
成
。
過
去
か
ら
現
在
に
至

る
多
様
な
表
現
の
混
交
に
よ
っ
て
、
展
覧
会
へ
と
描
き
出
し
ま
し
た
。

A
R

T
S

&
R

O
U

T
E

S 

 

│
あ
わ
い
を
た
ど
る
旅
│

粘菌はジメジメとした湿気をはらんだ朽
木などに生息。これは鮮やかな黄蘗（き
はだ）色のススホコリ。

謎の多い粘菌を見つめる方法として、身体や音
を使ってその動きを「真似る」「表現する」こ
とを試みる映像を制作。心臓の鼓動のようにう
ごめくススホコリを模倣する学生たち。

秋田公立美術大学大学院複合芸術研究科 複合
芸術会議 2021vol.2「粘菌の視座」。粘菌研究ク
ラブの活動報告と、粘菌とアートについてのシ
ンポジウムを開催（YouTube 配信）。

ひとやものが国境などの境界を越えて移動する
仕組みに着目した迎英里子（本学アーツ & ルー
ツ専攻助手）《アプローチ 6.1》のパフォーマンス。

変容していく「旅のかたち」をベールに包んだ
インスタレーション岩井成昭《to the point of 
no return... 帰らざる場所へ》
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専
門
は
「
ア
ー
バ
ン
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
」
で
す
。
今
の
都

市
や
社
会
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
将
来
的
に
私
た
ち

の
居
住
は
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
を
探
る
領
域
横
断
の
活

動
を
、
お
も
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生

に
は
、
個
々
の
作
品
や
活
動

が
、
受
け
手
は
誰
で
、
何
の

た
め
に
発
信
し
、
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
も
の
な
の
か
強
く
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
複
合
芸
術
研
究
科
の
英
語
名
は
、Trans-

disciplinary A
rts

。Trans-

は
、
枠
組
み
そ
の

も
の
を
変
え
る
、
越
境
し
て
ゆ
く
こ
と
を
表
し
ま
す
。

A
rt

は
美
術
と
い
う
一
般
的
な
訳
語
よ
り
も
っ
と
開

か
れ
た
「
知
や
文
化
の
技
術
・
技
法
」
と
い
う
意
味

を
持
ち
ま
す
。
潜
在
す
る
課
題
を
見
え
る
よ
う
に
す

る
、
聞
こ
え
な
い
音
を
聞
く
、
今
ま
で
想
像
し
得
な

か
っ
た
こ
と
へ
の
想
像
を
促
す
な
ど
、
し
た
た
か
な

人
の
生
と
文
化
を
つ
く
る
技
術
な
の
で
す
。
社
会
課

題
は
単
一
分
野
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
領
域

複
合
を
通
じ
て
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
大
学
も
、
美
術
を
学
ぶ
学
生
の
た
め
だ
け
で

は
な
い
社
会
に
開
か
れ
たA

rt

の
実

験
場
と
な
っ
て
い
く
と
お
も
し
ろ
い
と

思
い
ま
す
。

　
多
様
な
分
野
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る

の
は
、
本
学
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
教

員
の
答
え
が
ば
ら
ば
ら
で
批
評
が
常
に

起
き
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
自
分
の
活

動
や
作
品
を
丁
寧
に
点
検
す
る
と
い
う

作
業
で
も
あ
り
ま
す
。

　
学
生
は
ど
ん
ど
ん
遊
び
、
た
く
さ
ん

旅
を
し
て
く
だ
さ
い
。
旅
も
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
も
、
自
宅
の
中
や
自
分
自
身

を
振
り
返
る
作
業
を
対
象
と
し
て
で
も
で
き
る
も
の

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
移
動
と
対
面
交
流
が
制
限
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
身
体
を
持
ち
込
む
こ
と
の
で
き
る
即

物
的
な
空
間
や
出
来
事
だ
け
が
探
究
す
る
べ
き

フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
な
い
こ
と
に
多
く
の
人
が
気
付
き

実
験
や
実
践
を
は
じ
め
て
い
る
の
は
、
危
機
が
機
会

に
転
じ
る
大
き
な
兆
し
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

岸
健
太
教
授
（
研
究
科
長
）

ア
ー
バ
ン
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
　*

学
部
で
は
景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻

ア
ー
ト
は
生
き
る
た
め
の
技
術

何
の
た
め
に
発
信
し

ど
う
い
う
公
共
実
践
な
の
か

自
覚
し
て
活
動
し
よ
う

教
員
よ
り
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華
僑
大
学
で
広
告
学
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
地
元
の
留
学
セ
ン

タ
ー
で
2
年
間
働
い
た
後
、
日
本
に
留
学
し
て
、
複
合
芸
術
研
究
科

で
は
「
生
と
死
」
を
主
題
と
し
た
宗
教
美
術
、
特
に
「
老
い
の
坂
」

と
「
人
生
の
階
段
図
」
に
つ
い
て
、
美
術
史
・
思
想
史
的
に
研
究
し

て
い
ま
す
。

　
私
が
研
究
し
た
い
の
は
、
東
洋
文
化
、
西
洋
文
化
の
中
で
、
人
間

と
は
何
か
、
あ
る
い
は
人
間
の
思
考
方
法
で
す
。
1
＋
1
＝
2
で
は

な
く
、
な
ぜ
「
1
」
な
ぜ
「
プ
ラ
ス
」
な
ぜ
「
1
」
な
の
か
、
根
本

的
な
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
絵
を
描
け
な
い
、
デ
ザ
イ
ン
系
で
も
な
い
。

で
も
芸
術
が
好
き
な
の
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
美
術
大
学
に
入
れ
る
か
。

単
純
に
理
論
的
な
研
究
な
ら
入
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
理
論

系
と
作
品
系
、
そ
の
間
の
距
離
が
な
く
な
る
環
境
が
欲
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
複
合
芸
術
研
究
科
な
ら
そ
れ
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

今
は
論
文
も
書
き
ま
す
し
、
個
展
も
し
ま
す
。
ず
っ
と
論
文
を
書
い

て
い
る
と
萎
え
て
し
ま
う
。
慣
れ
た
ら
、
調
子
に
乗
っ
て
、
緊
張
感

が
な
く
な
っ
て
、
も
う
進
め
な
い
感
じ
が
あ
る
。
緊
張
感
は
必
要
で

す
。
時
々
自
分
が
い
る
場
所
か
ら
離
れ
て
、
戻
る
。
往
還
し
て
、
見

る
。
そ
れ
が
人
生
に
も
必
要
で
す
。

林
文
洲

修
士
課
程

2
0
2
1
年
3
月
修
了

中
国
福
建
省
出
身

修
了
生
よ
り

修士論文は「人生のプロセスを〈区切る〉図像表現と人
生観――「老いの坂」と「人生の階段図」を中心に――」。
15-19世紀における日本の「老いの坂」とヨーロッパの「人
生の階段図」の図像の解析に基づき、関連テキストと社
会背景を通じて、人生のプロセスを〈区切る〉思考を探究。
写真は 2021年 2/17-2/21修了展の様子。

一
生
の
プ
ロ
セ
ス
や
日
々
の
感
情
の
揺
れ
動
き
を
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
で
描
い
た
映
像
展
「
人
生
の
巡
礼
―
―
生
老
病

死
・
喜
怒
哀
楽
」
2
0
2
0
年
9
／
5
│
9
／
22
秋
田

公
立
美
術
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
。

D

秋
田
で
好
き
な
場
所

大
曲
が
好
き
で
す
。
落
ち
着
き
ま
す
。
雪

山
を
見
る
と
人
間
の
弱
さ
を
感
じ
る
。
川

が
流
れ
て
い
る
と
癒
さ
れ
る
。
怖
い
神
と

守
る
神
、
両
方
が
い
る
。

理論系と作品系、
その認識の壁を
超え、混ぜたい。
秋美ならできる
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ま
す
し
、
個
展
も
し
ま
す
。
ず
っ
と
論
文
を
書
い

て
い
る
と
萎
え
て
し
ま
う
。
慣
れ
た
ら
、
調
子
に
乗
っ
て
、
緊
張
感

が
な
く
な
っ
て
、
も
う
進
め
な
い
感
じ
が
あ
る
。
緊
張
感
は
必
要
で

す
。
時
々
自
分
が
い
る
場
所
か
ら
離
れ
て
、
戻
る
。
往
還
し
て
、
見

る
。
そ
れ
が
人
生
に
も
必
要
で
す
。

林
文
洲

修
士
課
程

2
0
2
1
年
3
月
修
了

中
国
福
建
省
出
身

修
了
生
よ
り

修士論文は「人生のプロセスを〈区切る〉図像表現と人
生観――「老いの坂」と「人生の階段図」を中心に――」。
15-19世紀における日本の「老いの坂」とヨーロッパの「人
生の階段図」の図像の解析に基づき、関連テキストと社
会背景を通じて、人生のプロセスを〈区切る〉思考を探究。
写真は 2021年 2/17-2/21修了展の様子。

一
生
の
プ
ロ
セ
ス
や
日
々
の
感
情
の
揺
れ
動
き
を
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
で
描
い
た
映
像
展
「
人
生
の
巡
礼
―
―
生
老
病

死
・
喜
怒
哀
楽
」
2
0
2
0
年
9
／
5
│
9
／
22
秋
田

公
立
美
術
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
。

D

秋
田
で
好
き
な
場
所

大
曲
が
好
き
で
す
。
落
ち
着
き
ま
す
。
雪

山
を
見
る
と
人
間
の
弱
さ
を
感
じ
る
。
川

が
流
れ
て
い
る
と
癒
さ
れ
る
。
怖
い
神
と

守
る
神
、
両
方
が
い
る
。

理論系と作品系、
その認識の壁を
超え、混ぜたい。
秋美ならできる
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　「
表
現
の
実
験
場
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、「
オ
ル
タ

ナ
ス
」
は
2
0
2
0
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

武
田
彩
莉
、
谷
口
茉
優
、
並
川
詩
織
、
安
村
卓
士
の
院
生

4
人
と
、
修
了
生
の
中
須
賀
愛
美
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
藤
先
生
が
空
き
家
を
紹
介
し
て
く
れ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

積
極
的
な
発
表
が
外
で
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
自

分
た
ち
の
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
改
装
を
始
め
ま
し
た
。
実
践
の
場
と

し
て
使
い
な
が
ら
、
各
々
の
研
究
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
食
品
添
加
物
と
ア
ー
ト
を
研
究
す
る
並

川
が
展
示
を
し
た
際
も
、
発
表
の
た
め
に
無
理
や
り
作
品

を
固
め
る
の
で
は
な
く
、
実
験
段
階
の
状
態
を
見
せ
ら
れ

る
柔
軟
性
を
感
じ
ま
し
た
し
、
美
術
関
係
者
や
食
品
研
究

者
と
の
出
会
い
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
し
て
秋
田
を
離
れ
た
人
た
ち
が
気
軽
に
戻
っ
て
来

ら
れ
る
場
所
で
あ
り
、
美
術
を
続
け
て
行
こ
う
と
思
え
る

原
動
力
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
と
も

も
っ
と
密
に
関
わ
れ
る
場
所
で
あ
っ
て
、
遠
方
の
人
か
ら

も
秋
田
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
と
い
え
ば
「
オ
ル

タ
ナ
ス
」
と
な
る
く
ら
い
広
ま
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

作品を発表してみたいとか、展示をつくってみた
いという人が、気軽に挑戦しやすい場所なので、
どんどん企画をもちこんでほしいです。

学
生
よ
り

D

夢
は
？

秋
田
で
美
術
を
続
け
て
い
こ

う
と
思
え
る
原
動
力
に
な
り

た
い
。

オルタナスは
表現の実験場！
美術を続けていく
原動力になりたい

並
川
詩
織

谷
口
茉
優

武
田
彩
莉

安
村
卓
士

複
合
芸
術
研
究
科

　
広
島
県
出
身

　
岡
山
県
出
身

　
北
海
道
出
身

　
広
島
県
出
身
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複
合
芸
術
科
目
担
当
教
員

入
試
情
報

　研究科・専攻：複合芸術研究科　複合芸術専攻
b募集人員　

　【修士課程】10名

　（令和 3年度入試結果：志願者 46名｜合格者 14名、入学者 9名）

　【博士課程】2名

b出願期間　

　【修士課程】

　 推薦入試　　2021年 7月 20日 ─ 28日

　 第 1期入試　2021年 10月 6日 ─ 13日

　 第 2期入試　2022年 2月 1日 ─ 8日

　【博士課程】　2021年 10月 6日 ─ 13日

b選考方法

　【修士課程】

　 書類審査・グループディスカッション（もしくは記述試験）・

　 プレゼンテーション・面接

　（推薦入試ではプレゼンテーション、面接のみ）

　【博士課程】

　 書類審査・面接

　 【注意】

　 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、上記実施

　 方法とは異なる方法で選抜を行う場合がありますので、最新

　 の情報は大学院ウェブサイトをご確認ください。

bアドミッションポリシー（入学者受入方針）

　【修士課程】

　「新しい芸術を探求する意欲のある人」

　「グローバルな視野と地域への視点を併せ持つ人」

　「他者と協働しながら主体的に制作や研究に取り組める人」

　【博士課程】

　 ①複合の視点から自立した研究に取り組み、表現手法の拡張

　 や現代芸術の理論化を探求していく人

　 ②モノ・コトの成り立ちを解析し、領域を横断する高い観点

　 から、自らの創造性や思考の転換に基づく成果によって、芸

　 術領域及び社会に新たな価値を提示する人 

　 ③現代芸術の研究を通じて、複合の視点からの理論化に取り

　 組み、「複合芸術」の体系化を担っていく意欲のある人

飯倉宏治 教授

情報学フロンティア、
計算基盤・地理学

岸健太 教授（研究科長）
アーバンスタディーズ

岩井成昭 教授

インスタレーション、映像、
多文化芸術調査

白杉悦雄 教授

比較文化学、文化史

今中隆介 教授

インテリアデザイン、
ファニチャーデザイン、プロダクトデザイン

藤浩志 教授

現代美術、アートプロジェクト、
地域計画、空間造形

小田英之 教授

絵画、ビジュアルアート、
CG アニメーション

石倉敏明 准教授

芸術人類学、神話学

萩原健一 准教授

映像、メディアアート

尾登誠一 教授

ソーシャルデザイン

唐澤太輔 准教授

哲学、文化人類学

服部浩之 特任准教授

アジア現代美術、
キュラトリアル・プラクティス
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複
合
芸
術
科
目
担
当
教
員

入
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情
報
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b選考方法

　【修士課程】

　 書類審査・グループディスカッション（もしくは記述試験）・

　 プレゼンテーション・面接

　（推薦入試ではプレゼンテーション、面接のみ）

　【博士課程】

　 書類審査・面接

　 【注意】

　 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、上記実施

　 方法とは異なる方法で選抜を行う場合がありますので、最新

　 の情報は大学院ウェブサイトをご確認ください。

bアドミッションポリシー（入学者受入方針）

　【修士課程】

　「新しい芸術を探求する意欲のある人」

　「グローバルな視野と地域への視点を併せ持つ人」

　「他者と協働しながら主体的に制作や研究に取り組める人」

　【博士課程】

　 ①複合の視点から自立した研究に取り組み、表現手法の拡張

　 や現代芸術の理論化を探求していく人

　 ②モノ・コトの成り立ちを解析し、領域を横断する高い観点

　 から、自らの創造性や思考の転換に基づく成果によって、芸

　 術領域及び社会に新たな価値を提示する人 

　 ③現代芸術の研究を通じて、複合の視点からの理論化に取り

　 組み、「複合芸術」の体系化を担っていく意欲のある人

飯倉宏治 教授

情報学フロンティア、
計算基盤・地理学

岸健太 教授（研究科長）
アーバンスタディーズ

岩井成昭 教授

インスタレーション、映像、
多文化芸術調査

白杉悦雄 教授

比較文化学、文化史

今中隆介 教授

インテリアデザイン、
ファニチャーデザイン、プロダクトデザイン

藤浩志 教授

現代美術、アートプロジェクト、
地域計画、空間造形

小田英之 教授

絵画、ビジュアルアート、
CG アニメーション

石倉敏明 准教授

芸術人類学、神話学

萩原健一 准教授

映像、メディアアート

尾登誠一 教授

ソーシャルデザイン

唐澤太輔 准教授

哲学、文化人類学

服部浩之 特任准教授

アジア現代美術、
キュラトリアル・プラクティス
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教
員
が
自
ら
の
専
門
領
域
を

生
か
し
な
が
ら
、
学
生
と
と
も
に
、

秋
田
と
い
う
地
域
が
持
つ「
知
と
技
」の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
と

連
携
し
て

学
ぶ
・

実
践
す
る

柚
木
恵
介
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻

　

准
教
授

今
中
隆
介
大
学
院
複
合
芸
術
研
究
科
・

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻

教
授

服
部
浩
之
大
学
院
複
合
芸
術
研
究
科
・

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻

特
任
准
教
授

座
談
会

裵べ

鎭ジ
ン
ソ
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻

准
教
授

102

　
最
近
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
か
ら

柚
木
　
今
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
地

域
連
携
の
お
仕
事
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

今
中

　
柚
木
先
生
と
一
緒
に
実
践
し
た
J
R
男

鹿
線
「B

LO
O

M
IN

G

 TR
A

IN

 O
G

A

」
は
代

表
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。
他
に
も

水
田
圭
先
生
と
取
り
組
ん
だ
横
手
産
ホ
ッ
プ
の
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル「
よ
こ
て
ホ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
C
N
A
の
外
構
計
画
も

続
け
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
の
壁
な
ど
小
規
模
の
社

会
連
携
も
担
当
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

裵ベ

　
僕
は
秋
田
市
大
森
山
動
物
園
の
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
今
年
6
年
目
に
な
り
ま
す
。
国
内
で

は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
展
示
し
て
い
る
の
で
す
が
、

一
昨
年
は
じ
め
て
タ
イ
で
展
覧
会
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
韓
国
の
大
学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
新
し
い
サ
ル
舎
が
完
成
し
た
の
で
、
そ
の

屋
内
の
壁
面
に
猿
の
進
化
の
過
程
を
大
学
院
生
が

表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
園
内
に
設

置
す
る
椅
子
を
韓
国
の
梨
花
女
子
大
学
大
学
院
生

が
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
、
新
屋
に
あ
る
工
藤
木
工
所

で
制
作
し
ま
し
た
。
今
後
も
っ
と
国
際
的
な
取
り

組
み
を
P
R
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
動
物
園
の
最
寄
り
駅
が
新
屋
駅
な
の

で
、
新
屋
地
域
に
動
物
園
が
あ
る
こ
と
を
宣
伝
す

る
た
め
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

柚
木
　
そ
れ
は
秋
田
公
立
美
術
大
学
附
属
高
等
学

院
の
高
校
生
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

裵
　
は
い
。
附
属
高
等
学
院
の
生
徒
た
ち
の
一
部

は
本
学
に
進
学
し
て
く
る
の
で
、
壁
画
を
描
き
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
楽
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、
よ
り
大
学
生
活
に
興
味
や

展
望
を
持
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
附
属

高
等
学
院
の
先
生
に
声
を
掛
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
進
学
し
て
き
た
生
徒
が
再
び
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

服
部

　
私
は
2
0
1
7
年
に
秋
田
に
来
ま
し

た
。
よ
く
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
秋
田
は

あ
る
程
度
の
規
模
が
あ
る
現
代
的
な
展
覧
会
の
機

会
が
あ
ま
り
多
く
な
い
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
隣
の

青
森
県
を
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
美
術
館
や
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
教
育
だ
け
で
は
な
く

て
、
秋
田
か
ら
何
か
発
信
し
て
い
け
る
現
代
美
術

の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

う
話
が
あ
る
中
で
、
赴
任
し
て
４
年
目
、
や
っ
と

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
で「A

R
TS &

 R
O

U
TE

S 

あ
わ
い
を
た
ど
る
旅
」
と
い
う
展
覧
会
を
開
催
で

き
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
の
「R

O
U

TE
S

」
は
、
専
攻
の
ル
ー

ツ
（R

o
o

ts

）
と
は
違
っ
て
、
道
の
ほ
う
の
ル
ー

美大が存在する意味を、しっかり社会に伝えたい。
私はデザインという視点でそこに参加していきます。──今中

専門はインテリアデザイン、ファニチャーデザイン、
プロダクトデザイン。県内の多様な木材を使った製
品の開発に取り組む「ORAe アキタファニチャー」、

「よこてホッププロジェクト」「BLOOMING TRAIN 
OGA」など。

今中隆介
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最
近
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
か
ら

柚
木

　
今
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
地

域
連
携
の
お
仕
事
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

今
中

　
柚
木
先
生
と
一
緒
に
実
践
し
た
J
R
男

鹿
線
「B

LO
O

M
IN

G

 TR
A

IN

 O
G

A

」
は
代

表
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。
他
に
も

水
田
圭
先
生
と
取
り
組
ん
だ
横
手
産
ホ
ッ
プ
の
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル「
よ
こ
て
ホ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
C
N
A
の
外
構
計
画
も

続
け
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
の
壁
な
ど
小
規
模
の
社

会
連
携
も
担
当
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

裵ベ

　
僕
は
秋
田
市
大
森
山
動
物
園
の
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
今
年
6
年
目
に
な
り
ま
す
。
国
内
で

は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
展
示
し
て
い
る
の
で
す
が
、

一
昨
年
は
じ
め
て
タ
イ
で
展
覧
会
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
韓
国
の
大
学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
新
し
い
サ
ル
舎
が
完
成
し
た
の
で
、
そ
の

屋
内
の
壁
面
に
猿
の
進
化
の
過
程
を
大
学
院
生
が

表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
園
内
に
設

置
す
る
椅
子
を
韓
国
の
梨
花
女
子
大
学
大
学
院
生

が
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
、
新
屋
に
あ
る
工
藤
木
工
所

で
制
作
し
ま
し
た
。
今
後
も
っ
と
国
際
的
な
取
り

組
み
を
P
R
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
動
物
園
の
最
寄
り
駅
が
新
屋
駅
な
の

で
、
新
屋
地
域
に
動
物
園
が
あ
る
こ
と
を
宣
伝
す

る
た
め
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

柚
木

　
そ
れ
は
秋
田
公
立
美
術
大
学
附
属
高
等
学

院
の
高
校
生
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

裵
　
は
い
。
附
属
高
等
学
院
の
生
徒
た
ち
の
一
部

は
本
学
に
進
学
し
て
く
る
の
で
、
壁
画
を
描
き
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
楽
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、
よ
り
大
学
生
活
に
興
味
や

展
望
を
持
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
附
属

高
等
学
院
の
先
生
に
声
を
掛
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
進
学
し
て
き
た
生
徒
が
再
び
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

服
部

　
私
は
2
0
1
7
年
に
秋
田
に
来
ま
し

た
。
よ
く
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
秋
田
は

あ
る
程
度
の
規
模
が
あ
る
現
代
的
な
展
覧
会
の
機

会
が
あ
ま
り
多
く
な
い
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
隣
の

青
森
県
を
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
美
術
館
や
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
教
育
だ
け
で
は
な
く

て
、
秋
田
か
ら
何
か
発
信
し
て
い
け
る
現
代
美
術

の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

う
話
が
あ
る
中
で
、
赴
任
し
て
４
年
目
、
や
っ
と

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
で「A

R
TS &

 R
O

U
TE

S 

あ
わ
い
を
た
ど
る
旅
」
と
い
う
展
覧
会
を
開
催
で

き
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
の
「R

O
U

TE
S

」
は
、
専
攻
の
ル
ー

ツ
（R

o
o

ts

）
と
は
違
っ
て
、
道
の
ほ
う
の
ル
ー

美大が存在する意味を、しっかり社会に伝えたい。
私はデザインという視点でそこに参加していきます。──今中

専門はインテリアデザイン、ファニチャーデザイン、
プロダクトデザイン。県内の多様な木材を使った製
品の開発に取り組む「ORAe アキタファニチャー」、

「よこてホッププロジェクト」「BLOOMING TRAIN 
OGA」など。

今中隆介
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ツ
で
す
。
秋
美
自
体
が
、
専
攻
問
わ
ず
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
場
所
に

行
っ
て
取
材
し
て
、
作
品
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

現
さ
せ
る
取
り
組
み
を
ず
っ
と
推
進
し
て
き
た
と

思
う
ん
で
す
ね
。
ア
ー
ト
と
い
う
と
絵
画
、
彫
刻

を
想
像
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

と
は
別
の
新
し
い
表
現
の
形
を
広
く
紹
介
す
る
方

法
を
、
大
学
の
教
育
に
も
紐
づ
け
て
実
践
す
る

き
っ
か
け
が
秋
田
に
な
い
か
と
考
え
た
と
き
に
、

菅
江
真
澄
と
い
う
紀
行
家
、
博
物
学
者
の
活
動
が

浮
か
び
ま
し
た
。
菅
江
真
澄
は
、
江
戸
時
代
後
期

に
三
河
国
（
現
在
の
愛
知
県
）
を
出
て
、
東
北
を

長
く
歩
く
中
で
秋
田
に
い
る
時
間
が
す
ご
く
長

か
っ
た
人
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
リ
サ
ー
チ

を
重
ね
て
い
た
。
図
絵
や
地
誌
を
多
数
残
し
ま
し

た
。
彼
の
実
践
は
博
物
学
や
民
俗
学
の
観
点
か
ら

も
評
価
さ
れ
て
い
て
、
秋
田
で
は
重
要
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
実
は
菅
江
真
澄
の
実
践
は
、

現
代
芸
術
の
表
現
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

例
え
ば
、
彼
が
い
ろ
ん
な
地
で
滞
在
し
な
が
ら
見

聞
し
て
、
そ
の
土
地
の
人
と
交
流
し
な
が
ら
絵
や

言
葉
を
残
し
た
こ
と
は
現
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
重
な
り
ま
す
し
、
記
録
し

て
残
す
行
為
も
、
今
、
ア
ー
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
近
い
で

す
。
そ
う
い
う
重
要
な
先
人
の
表
現
活
動
か
ら
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
が
今
や
っ
て
い
る
芸
術

や
表
現
の
形
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
、
大
学
の
教

職
員
に
限
ら
ず
、
こ
の
あ
り
方
に
共
鳴
す
る
活
動

す
る
人
を
招
い
て
実
施
す
る
計
画
を
2
0
1
8

年
か
ら
立
て
始
め
て
、
よ
う
や
く
実
現
に
漕
ぎ
着

け
ま
し
た
。

柚
木

　
私
は
、
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た
が
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
こ
ど
も
ア
ー
トL

a
b

」
や
「
高

校
生
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ワ
ー
ド
」
を
主
に
や
っ

て
い
ま
す
。
自
分
の
仕
事
と
し
て
は
、
小
学
生
を

相
手
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
い
で
す
。「
大

学
の
先
生
な
の
に
な
ぜ
？
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
最

近
は
建
築
、
数
学
、
物
理
な
ど
の
分
野
か
ら
も
デ

ザ
イ
ン
の
世
界
に
い
く
人
が
と
て
も
多
い
の
で
す

が
、
そ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
心
が
ど
こ
か
ら

育
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
源
流
が
気
に
な
っ
て
い

ま
す
。
小
学
生
か
ら
関
わ
る
こ
と
で
、
そ
う
い
う

専門はコミュニケーションデザイン、情報デザイ
ン、WEB デザイン。大森山動物園との連携企画「大
森山アートプロジェクト」に関わって 6年目。園内
のみならず大森山公園、新屋地区へと活動範囲が広
がっている。

動物園のアートプロジェクトを、東北に、全国に、世界に広げていきたい。──裵

　裵
べ

鎭
ジンソク

座
談
会
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ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
心
の
種
み
た
い
な
も
の
を
一

粒
一
粒
す
く
い
上
げ
て
い
け
た
ら
、
も
し
か
し
た

ら
日
本
は
変
わ
っ
て
い
く
の
か
な
と
い
う
淡
い
期

待
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

柚
木

　
こ
こ
か
ら
本
題
に
入
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
上
で
大
切
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

裵
　
大
森
山
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
動
物
園
に
内

在
す
る
情
報
を
学
生
が
発
見
し
、
そ
れ
を
視
覚
的

に
伝
わ
る
形
に
落
と
し
込
む
と
い
う
内
容
で
す
。

一
般
の
来
場
者
と
同
程
度
し
か
動
物
に
関
す
る
知

識
を
も
っ
て
い
な
い
学
生
が
、
動
物
園
を
散
策
し
、

動
物
の
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と
を
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー

ク
の
出
発
点
と
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

来
場
者
の
視
点
に
立
っ
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が

で
き
、
よ
り
強
く
来
場
者
に
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
が

で
き
る
と
考
え
た
の
で
、
私
は
学
生
た
ち
が
自
由

に
提
案
し
た
も
の
を
守
り
た
い
。
ア
ド
バ
イ
ス
は

も
ち
ろ
ん
し
ま
す
が
、
な
る
べ
く
学
生
の
デ
ザ
イ

ン
や
感
性
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
中

　
美
大
が
存
在
す
る
意
味
を
、
ち
ゃ
ん
と
社

会
に
伝
え
た
い
。
私
は
デ
ザ
イ
ン
視
点
で
そ
こ
に

参
加
し
て
い
く
の
で
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
言

葉
が
秋
田
で
は
ま
だ
表
層
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
て
、

「
こ
こ
の
壁
を
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
」「
こ
こ
に

土
地
が
余
っ
て
い
る
か
ら
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
置
い

て
く
だ
さ
い
」
と
か
、
地
方
都
市
で
は
皆
さ
ん
デ

ザ
イ
ン
と
い
う
言
葉
を
近
視
的
に
捉
え
が
ち
で
す

よ
ね
。
東
京
な
ど
の
人
口
集
中
都
市
で
は
デ
ザ
イ

ン
の
意
義
が
あ
る
程
度
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
方
で
は
デ
ザ
イ
ン
の
役
割
を
、
表
層
で
は
な
い

背
景
の
部
分
か
ら
全
部
洗
い
出
し
て
説
明
し
提
案

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
背
景

こ
そ
重
要
で
、
だ
か
ら
こ
そ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最

初
か
ら
し
っ
か
り
関
わ
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
し
、
最
後
だ
け
デ
ザ
イ
ン
が
ポ
ン
と
付
く
わ
け

で
は
な
い
と
理
解
し
て
も
ら
う
。
美
術
や
デ
ザ
イ

ン
が
社
会
的
に
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
す
か
を
、

学
生
も
参
加
し
な
が
ら
実
践
で
き
ま
す
し
、
少
し

で
も
美
大
が
こ
の
地
域
に
あ
る
意
味
を
理
解
し
て

も
ら
い
た
い
。
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
な

く
、
カ
フ
ェ
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
か
ら
の
小
さ
な
相

談
な
ど
に
も
真
摯
に
答
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
カ
フ
ェ
の
壁
画
を
頼
ま
れ
る
に

あ
た
っ
て
、
壁
画
は
一
般
の
人
た
ち
に
も
見
え
る

も
の
で
、
個
人
が
所
有
し
て
い
る
け
れ
ど
公
共
性

を
持
つ
も
の
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
対
し
て
自

分
た
ち
の
思
い
を
ど
う
つ
な
い
で
い
く
か
。
そ
う

い
う
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
、
デ
ザ
イ
ン
や
美
術

の
役
割
で
す
と
伝
え
て
い
ま
す
。

服
部

　
私
は
軸
と
な
る
態
度
に
二
つ
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
私
自
身
は
そ
ん
な
に
自
己

主
張
し
て
い
く
タ
イ
プ
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
、
受
身
で
応
答
し
て
い
く
タ
イ

プ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
す
ご
く
こ
れ
を
や
り
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ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
心
の
種
み
た
い
な
も
の
を
一

粒
一
粒
す
く
い
上
げ
て
い
け
た
ら
、
も
し
か
し
た

ら
日
本
は
変
わ
っ
て
い
く
の
か
な
と
い
う
淡
い
期

待
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

柚
木

　
こ
こ
か
ら
本
題
に
入
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
上
で
大
切
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

裵
　
大
森
山
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
動
物
園
に
内

在
す
る
情
報
を
学
生
が
発
見
し
、
そ
れ
を
視
覚
的

に
伝
わ
る
形
に
落
と
し
込
む
と
い
う
内
容
で
す
。

一
般
の
来
場
者
と
同
程
度
し
か
動
物
に
関
す
る
知

識
を
も
っ
て
い
な
い
学
生
が
、
動
物
園
を
散
策
し
、

動
物
の
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と
を
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー

ク
の
出
発
点
と
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

来
場
者
の
視
点
に
立
っ
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が

で
き
、
よ
り
強
く
来
場
者
に
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
が

で
き
る
と
考
え
た
の
で
、
私
は
学
生
た
ち
が
自
由

に
提
案
し
た
も
の
を
守
り
た
い
。
ア
ド
バ
イ
ス
は

も
ち
ろ
ん
し
ま
す
が
、
な
る
べ
く
学
生
の
デ
ザ
イ

ン
や
感
性
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
中

　
美
大
が
存
在
す
る
意
味
を
、
ち
ゃ
ん
と
社

会
に
伝
え
た
い
。
私
は
デ
ザ
イ
ン
視
点
で
そ
こ
に

参
加
し
て
い
く
の
で
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
言

葉
が
秋
田
で
は
ま
だ
表
層
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
て
、

「
こ
こ
の
壁
を
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
」「
こ
こ
に

土
地
が
余
っ
て
い
る
か
ら
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
置
い

て
く
だ
さ
い
」
と
か
、
地
方
都
市
で
は
皆
さ
ん
デ

ザ
イ
ン
と
い
う
言
葉
を
近
視
的
に
捉
え
が
ち
で
す

よ
ね
。
東
京
な
ど
の
人
口
集
中
都
市
で
は
デ
ザ
イ

ン
の
意
義
が
あ
る
程
度
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
方
で
は
デ
ザ
イ
ン
の
役
割
を
、
表
層
で
は
な
い

背
景
の
部
分
か
ら
全
部
洗
い
出
し
て
説
明
し
提
案

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
背
景

こ
そ
重
要
で
、
だ
か
ら
こ
そ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最

初
か
ら
し
っ
か
り
関
わ
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
し
、
最
後
だ
け
デ
ザ
イ
ン
が
ポ
ン
と
付
く
わ
け

で
は
な
い
と
理
解
し
て
も
ら
う
。
美
術
や
デ
ザ
イ

ン
が
社
会
的
に
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
す
か
を
、

学
生
も
参
加
し
な
が
ら
実
践
で
き
ま
す
し
、
少
し

で
も
美
大
が
こ
の
地
域
に
あ
る
意
味
を
理
解
し
て

も
ら
い
た
い
。
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
な

く
、
カ
フ
ェ
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
か
ら
の
小
さ
な
相

談
な
ど
に
も
真
摯
に
答
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
カ
フ
ェ
の
壁
画
を
頼
ま
れ
る
に

あ
た
っ
て
、
壁
画
は
一
般
の
人
た
ち
に
も
見
え
る

も
の
で
、
個
人
が
所
有
し
て
い
る
け
れ
ど
公
共
性

を
持
つ
も
の
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
対
し
て
自

分
た
ち
の
思
い
を
ど
う
つ
な
い
で
い
く
か
。
そ
う

い
う
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
、
デ
ザ
イ
ン
や
美
術

の
役
割
で
す
と
伝
え
て
い
ま
す
。

服
部

　
私
は
軸
と
な
る
態
度
に
二
つ
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
私
自
身
は
そ
ん
な
に
自
己

主
張
し
て
い
く
タ
イ
プ
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
、
受
身
で
応
答
し
て
い
く
タ
イ

プ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
す
ご
く
こ
れ
を
や
り
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た
い
」
と
い
う
よ
り
は
、「
こ
う
い
う
条
件
、
こ

う
い
う
状
況
が
あ
る
と
き
に
、
そ
れ
に
対
し
て
応

答
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
、
あ

ま
り
無
理
を
し
な
い
形
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
も

う
一
つ
は
、
美
術
大
学
っ
て
や
っ
ぱ
り
、
何
か
新

し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
場
所
だ
と
思
う
ん
で
す
。

ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
未
知
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
今
、
秋
美
は
す
ご
く
若
い
大

学
で
、
ず
っ
と
模
索
し
な
が
ら
進
ん
で
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、

ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
形
が
、
少
し
ず
つ
見
え
て

く
る
と
い
い
な
と
。
そ
の
意
味
で
は
、
学
生
と
か

教
員
と
か
関
係
な
く
、
フ
ラ
ッ
ト
に
付
き
合
っ
て

い
け
る
と
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

柚
木

　
私
の
場
合
は
、
ま
ず
自
分
が
楽
し
い
か
ど

う
か
が
結
構
大
事
で
す
。
学
生
と
一
緒
に
や
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
私
が
楽
し
く
な
さ
そ
う
に
や
っ

て
い
る
と
、
学
生
も
楽
し
く
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
も
し
か
し
た
ら
私
が
楽
し
い
と
思
っ
て
い

て
も
、
学
生
は
楽
し
い
と
思
っ
て
い
な
い
も
の
も

ま
だ
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
…
…
。
そ
れ
が

大
前
提
と
し
て
あ
り
ま
す
。
あ
と
、
デ
ザ
イ
ン
っ

て
、
困
っ
て
い
る
ベ
ー
ス
で
お
願
い
さ
れ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
、「
人
を
も
う

ち
ょ
っ
と
集
め
た
い
」
と
か
、「
方
法
が
古
く
な
っ

た
か
ら
新
し
く
し
て
ほ
し
い
」
と
か
、
そ
う
い
う

希
望
が
多
い
。
お
願
い
を
さ
れ
た
と
き
に
、
依
頼

の
時
点
で
一
般
の
方
々
な
り
に
「
こ
う
し
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
希
望
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
叶
え
る
と
、
学
生
に
と
っ
て
は
楽
か
も
し
れ
な

い
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
で
い
っ
た
ん
自
分
で

考
え
る
こ
と
が
大
事
で
。
本
当
に
何
が
必
要
な
の

か
を
ち
ゃ
ん
と
調
べ
る
こ
と
。
だ
か
ら
、
こ
の
大

学
の
社
会
連
携
活
動
が
た
だ
一
般
の
会
社
よ
り
も

安
く
お
願
い
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
と
、
本
当

に
価
値
が
な
く
な
っ
て
い
く
。
や
っ
ぱ
り
そ
こ
は
、

学
生
な
り
に
、
若
い
人
な
り
に
考
え
る
癖
を
つ
け

て
ほ
し
い
な
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
学
生
に

と
っ
て
も
社
会
連
携
は
、
は
じ
め
て
仕
事
に
参
加

す
る
機
会
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど

何
も
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す

か
ら
。

　
こ
れ
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
夢

柚
木

　
皆
さ
ん
は
今
後
ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

や
っ
て
み
た
い
で
す
か
。

裵
　
大
森
山
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
も
と
も
と
動

物
園
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
見
立
て
、
学
生
が
中
心
と

な
り
「
動
物
園
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
園
内

に
展
示
す
る
も
の
で
す
が
、
園
内
か
ら
大
森
山
公

園
さ
ら
に
新
屋
地
域
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
訪
問

者
か
ら
も
動
物
園
が
賑
や
か
に
な
っ
た
と
い
う
声

専門はプロダクトデザイン、つどいかたデザイン、
地域連携プロジェクト。JR 男鹿線のラッピングと
車内のアートディレクション「BLOOMING TRAIN 
OGA」、小学生を対象にしたアートスクール「こど
もアート Lab」など。

　柚木恵介

座
談
会

小学生から関わることで、
クリエイティブの心の種を一粒一粒すくい上げ、日本を変えたい。──柚木
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が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
動
物
園

の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
秋
田
だ
け
、
秋
美

の
大
学
生
だ
け
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
広
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
北
で
も
、
全
国
で
も
、
海

外
で
も
、
い
ろ
ん
な
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
し
て
い
き
た
い
。
制
作
費
用
な
ど

お
金
も
た
く
さ
ん
か
か
る
こ
と
な
の
で
、
簡
単
に

は
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
い

つ
か
も
っ
と
発
展
さ
せ
た
、
動
物
園
の
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

柚
木

　
私
は
、
秋
田
の
一
次
産
業
に
ど
っ
ぷ
り
関

わ
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
り
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
漁
業
や
林
業
な
ど
。
特
に
も
の

づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
が
や
っ
て
い
る
こ
と
っ
て
、
あ

る
意
味
二
次
産
業
的
な
こ
と
が
多
い
な
と
思
う
の

で
、
二
次
産
業
同
士
が
連
携
す
る
よ
り
も
、
一
次

産
業
と
二
次
産
業
が
連
携
し
て
三
次
産
業
を
つ
く

れ
た
ら
、
町
が
も
う
少
し
回
り
出
す
の
で
は
な
い

か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
中

　
そ
の
意
味
で
は
、
私
は
今
、
県
か
ら
の
助

成
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
秋
田
の
木
工
所
、
事
業
所

を
引
き
継
い
で
、
せ
っ
か
く
秋
田
県
の
木
工
事
業
、

お
互
い
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
人
た
ち
が
一
同
に
集

ま
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
ま
ま
分
解
し
な
い

よ
う
に
ま
た
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
築
し
て
、

さ
ら
に
若
い
つ
く
り
手
が
参
加
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
も
や
は
り

木
工
な
の
で
、
林
業
で
す
よ
ね
。
林
業
か
ら
製
造
、

販
売
や
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
て
、
一
、二
、三
次
産
業

を
前
後
い
っ
ぺ
ん
に
ひ
と
括
り
で
回
す
か
ら
、
１

×
2
×
3
で
六
次
産
業
と
今
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
形
で
秋
田
の
木
工
の
六
次
産
業
化
を
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

願
い
が
あ
り
ま
す
。
木
工
産
業
も
担
い
手
が
い
な

い
か
ら
、
す
ご
く
縮
小
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ

の
担
い
手
を
育
て
る
た
め
に
、
大
人
が
面
白
い
活

動
を
し
て
い
か
な
い
と
、
若
い
人
も
「
や
っ
て
み

た
い
」
と
思
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

服
部

　
私
が
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
地

域
の
美
術
史
を
更
新
し
て
い
く
作
業
で
す
。
秋
田

に
美
大
が
で
き
て
も
う
す
ぐ
10
年
で
す
。
そ
ろ
そ

ろ
こ
こ
の
大
学
卒
の
有
望
な
作
家
が
出
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
。
彼
ら
の
活
動
の
場
を
開
き
、
残
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

こ
の
20
年
ぐ
ら
い
を
未
来
に
向
け
て
定
着
さ
せ
て

い
く
作
業
を
で
き
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
美
術
大
学
が
や
っ
て

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
少
し
ず
つ
で
も
学
生
が
未
来
を
引

き
出
せ
る
ツ
ー
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

この 20年を未来に向けて定着させ、秋田の美術史を更新したい。──服部

専門はアジア現代美術、キュラトリアル・プラクティ
ス。展覧会『ARTS&ROUTES―あわいをたどる旅―』
2020年 11/28-2021年 3/7秋田県立近代美術館、『200
年をたがやす』「つくる」2021年 3/21-6/18「みせる」
7/1-9/26の２期を秋田市文化創造館。

服部浩之
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、
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次
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と
今
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で
秋
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モ
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の
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。
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秋田県能代市と秋田公立美術大学は、能代市の中心市街
地に増える空き店舗・空き家・空きスペースといった地
域資源の今後の活用の可能性を探ろうと、景観デザイン
専攻の教員・助手や行政、地域の企業が連携して実証実
験を始めました。企業から提供を受けた木材を使うなど
して、かつて街の人々が集った本屋を地元高校生が自ら
の手で新しいスペースに生まれ変わらせています。

景観デザイン専攻の小杉栄次郎教授は、秋田県、秋田市、
JR東日本が進めるノーザンステーションゲート秋田な
ど産学官のプロジェクトチームを率い、秋田駅を中心と
した新たな景観・公共空間づくりに取り組んでいます。
2020年には JR 秋田駅前に芝生の広場が誕生。グランド
レベルを駐車場から人が憩えるオープンスペースに転換
することで、人が主役のまちへと変化を促します。

大森山動物園と秋田公立美術大学は、アートで動物園活
性化を目指してさまざまな連携企画に取り組んでいます。
プロジェクトは徐々に広がりを見せ、園内だけでなく動
物園を取り巻く大森山公園や新屋地区にも活動範囲を広
げて展開。これまで、自然の中で新たな遊びをつくる創
造的な広場づくりや、彫刻の森の清掃・補修ワークショッ
プ、壁画制作など学生の学びの場ともなっています。

「たくさんの新しい発見と、あふれる発想に出会いたい」
という思いから、こどもたちの自由な発想を引き出す創
造のプラットフォームとして、小学生を対象にしたアー
トスクールを開催。教員や卒業生、秋田県内外で面白い
活動をしている人を Lab リーダーに迎えます。新しい
価値観をもつ多方面の実践者との遊びの中で、さまざま
な経験と出会い、感性を育む環境を目指します。

能代街なか
資源再活用プログラム

秋田駅西口
芝生広場

大森山
アートプロジェクト

こども
アートLab

地
域
連
携
に
つ
い
て
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秋田公立美術大学と JR 東日本秋田支社は、駅を中心と
したまちづくりや沿線の活性化など包括連携に関する協
定を締結。東北デスティネーションキャンペーン特別企
画として運行した JR 男鹿線「BLOOMING TRAIN OGA」
では、ものづくりデザイン専攻・柚木恵介准教授のアー
トディレクションによって男鹿に咲く花々を丸山素直が
描き、早春から夏の季節の移ろいを表現しました。

秋田県内の作り手が集まり、木に囲まれた豊かな暮らし
を彩る木工製品を世界の「おらえ」（我が家）に発信する
プロジェクト。豊富な材種の県産材を使い、秋田で培う
技と心を生かして商品開発に取り組んでいます。ものづ
くりデザイン専攻の今中隆介教授が主導し 2021年には
プロダクトを学ぶ学生 5人も製品開発に挑戦。多様な木
工製品の開発によって、次世代の指標を目指しています。

日本屈指のホップの栽培地・横手市で、持続可能なホッ
プの産地づくりとホップを通じた地域活性を目指す「よ
こてホッププロジェクト」（大雄ホップ農業協同組合・
YOKOTE HOPPERS・キリングループ・横手市）に協力
して秋田公立美術大学の学生がラベルをデザインしまし
た。行政や企業と連携して誕生した横手産ホップ「IBUKI」
を使ったクラフトビールとハードサイダーが好評です。

旅を通したリサーチやワークショップによって地域を問
い直す、複合芸術研究科が展開する滞在型ワークショッ
プ・プログラムです。岩井成昭教授をはじめとした教員・
県内メンバーからなる運営チームが、国内外より多領域
に渡る講師を招いて実施するアートマネジメント人材育
成事業。コロナ禍によって形を変えながら、それぞれの
経験とアート領域の視点を重ねて考察していきます。

BLOOMING
TRAIN OGA

ORAe
アキタファニチャー

クラフトビール
横手産ホップ協働企画

AKIBI複合芸術プラクティス
旅する地域考

©船橋陽馬
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客
員
教
員
・
特
任
教
員

鞍田崇 客員准教授
明治大学理工学部准教授

中沢新一 客員教授
京都大学特任教授、
千葉工業大学日本文化再生研究センター所長

児島幹規 客員教授
文化出版局出版事業部長
兼「装苑」編集長

中村政人 客員教授
東京藝術大学美術学部教授

陣内秀信 客員教授
法政大学江戸東京研究センター特任教授

服部浩之 特任准教授

高階秀爾 客員教授
日本芸術院長、
大原美術館館長

田中直人 客員教授
放送作家、プロデューサー

〈特任教員〉

〈客員教員〉

多彩な教授陣からの学びは、学生にとって
夢に向かうための大きな刺激となっています。

東京藝術大学大学院
映像研究科メディア映像専攻准教授
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大
学
の
教
授
陣
が
展
開
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
研
究
成
果
と
い
っ
た
リ
ソ
ー

ス
と
地
域
を
繋
げ
よ
う
と
、
2
0
1
8
年
、
N
P
O
法
人
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

あ
き
た
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
目
指
し
て
い
る
の
は
、
市
民
に
ア
ー
ト
や
デ
ザ

イ
ン
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
。
企
業
や
行
政
と
の
産
学
官
連
携
事

業
や
展
覧
会
、
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
か
ら
は
、
秋
田
市
文
化
創
造
館
の
指
定
管
理
者
と
し
て
も
活
動

し
て
い
ま
す
。

大
学
の
広
報
の
機
能
を
担
う
秋
田
公
立
美

術
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
（
フ
ォ
ン

テAKITA

6
階
）
で
は
、
授
業
成
果
や

卒
業
生
の
活
動
な
ど
を
展
覧
会
形
式
で
発

表
。
中
高
生
の
デ
ッ
サ
ン
ス
ク
ー
ル
、
小

学
生
対
象
の
「
こ
ど
も
ア
ー
トLab

」

な
ど
も
開
催
。

C
N
A
秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
本
学

が
共
同
で
運
営
す
る
秋
田
公
立
美
術
大
学

ギ
ャ
ラ
リ
ー BIYO

N
G PO

IN
T

で
は
、

教
員
・
助
手
・
学
生
や
招
聘
作
家
に
よ
る

展
覧
会
を
開
催
。
設
営
や
イ
ベ
ン
ト
に
は

学
生
も
参
加
し
て
、
表
現
活
動
や
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

本
学
と
大
学
院
の
学
生
有
志
に
よ
る
「
展
覧
会

ゼ
ミ
」
が
、
美
術
家
・
石
毛
健
太
を
招
聘
し
て

リ
サ
ー
チ
や
討
議
を
重
ね
て
つ
く
っ
た
展
覧
会

「
ア
イ
オ
ー
ン
」
の
設
営
作
業
。

映
像
デ
ザ
イ
ン
基
礎
演
習
の
授
業
成
果
展

「PinP

（
ピ
ク
チ
ャ
ー
・
イ
ン
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
）」。

授
業
課
題
だ
け
で
な
く
、
各
学
生
が
自
主
制
作

し
た
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
作
品
も
見
ど
こ
ろ
。

事務局長の三富章恵さん。拠点とする「アトリエももさだ」の名称は、キャ
ンパスのある新屋地区の昔の地名「百三段（ももさだ）」が由来。

N
P
O
法
人
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た

まちに驚きと発見を生み出す
実験的な展覧会やプロジェクトを
展開して秋美を地域にひらく
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昨
年
度
、
世
界
各
国
の
美
術
系
大
学
の
学
生
が
交
流
す
る

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
・
ス
ク
ー
ル

（
9
／
28
│
10
／
3
）」
に
、
国
際
教
養
大
学
（
秋
田
市
）

の
学
生
と
と
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
イ
ン
ド
や
メ
キ
シ
コ
、
ス
イ

ス
、
南
ア
フ
リ
カ
の
美
術
系
大
学
が
一
同
に
介
し
、
日
本

か
ら
は
秋
田
公
立
美
術
大
学
が
唯
一
参
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
2
0
2
0
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
国
際
教
養
大
学
と
の
合
同

チ
ー
ム
と
し
て
の
参
加
が
実
現
し
ま
し
た
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

国際教養大学と連携し
美術系大学が交流する
ワークショップに参加

原万希子氏（インディペンデント・キュレーター）と服部浩之特
任准教授による指導のもと「オクトーバー・スクール」に参加し
たファネス佳乃アシュリーさん（右：2年 )、梶夏季さん（中央：アー
ツ＆ルーツ専攻 3年）、伊東陽菜さん（左：景観デザイン専攻 3年）。

b

秋
田
公
立
美
術
大
学
留
学
等
助
成
金

海
外
の
大
学
お
よ
び
研
究
機
関
等
で
行
う
留
学
や

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
へ
の
参
加
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

【
2
0
2
0
年
度
の
取
組
事
例
】

海
外
へ
の
渡
航
が
困
難
な
状
況
を
踏
ま
え
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
本
学
独
自
の
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
受
講
者
に
対
し
て
参
加
費
の
一
部
を
助
成
。

b

国
際
交
流
協
定
締
結
校

・
台
南
應
用
科
技
大
学
（
台
湾
）

・
リ
ン
シ
ョ
ピ
ン
大
学
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

・
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
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①キャリア教育
b「キャリアデザイン１・２」

「キャリアデザイン１」（２年生対象）では、自らが進路を
設計するために、社会が求める人材、業界・職種について
理解を深め、キャリアデザインの基礎知識を習得します。
また、各専攻のキャリアデザイン事例を聴講し、自身の進
路の可能性を広げます。

「キャリアデザイン２」（３年生対象）では、「キャリアデザ
イン１」で形成された自身の進路選択に対応した実践的な
内容で構成し、学生が自ら行動できるための知識とノウハ
ウを習得します。さらに、業界や最新の社会ニーズに精通
した外部専門家を招聘し講義をしていただき、卒業後の具
体的な人生を俯瞰的に観察し創造していく力を醸成します。

b「インターンシップ」
自らの将来のキャリアに関連した企業の就労体験や、希望
する業種の実務体験を通して、実社会において社会人とし
て求められる素養を学びます。また、インターンシップ報
告会に参加し他の学生の実習先での経験を聞くことで、多
様なキャリアを知る機会とします。

②各種ガイダンス
就職に関する基礎的な理解を深め、より実践的な知識を得
るため、様々な分野の講師を招いてガイダンスを行うとと
もに、「業界説明会」や「学内企業説明会」を開催して企
業担当者を招き、実際の活動・業務内容の説明を行います。

③新規企業開拓
専門性を生かした美術・デザインに関連する企業を訪問す
るとともに、各地域で開かれる合同説明会や見本市等に参
加し、企業担当者と面談して新たな求人の開拓を行ってい
ます。

④各種カウンセリング
進路・就職に関する相談を就職支援スタッフが常駐して対
応するとともに、外部講師によるポートフォリオ等の専門
的指導も行っています。

⑤学生への情報提供
キャリアセンターの設置とともに、学生が自由に気楽にパ
ソコン検索や求人情報などを収集するための「キャリアラ
ウンジ」を設置しました。また、スマートフォンで求人・
説明会情報やインターンシップ情報が得られるシステムを
導入して学生への情報収集の利便性を高めています。

b 2020年度の実績
【美術学部進路決定率】92.6%
【主な就職先】企業等 ▼（株）秋田県農協電算センター、（大）
秋田公立美術大学、秋田ダイハツ販売（株）、秋田トヨタ
自動車（株）、（株）AQUA、（株）板室観光ホテル大黒屋、（株）
エイジェック、（株）Ｍテック、（株）オフィス 21、（株）
GakiproAstudio、（株）カプコン、川口印刷工業（株）、（有）
カントリーガーデン、（株）キタムラ、きみくら（株）、（株）
銀座ユニーク、（株）ケイ・ウノ、（株）広芸インテック、（株）
sizebook、（株）サシノベルテ、佐藤茅葺店、（株）猿江ガ
ラス、（株）シーズクラフト、（株）STUDIO ARC、ダイレッ
クス（株）、（株）津南高原開発、（株）坪井花苑、（株）TSC、
daily flowers COCORO、（株）デザインココ、（株）トラ
イ、（株）トラストネットワーク、（株）トラパンツ、（株）
DREAM ON、（株）新潟材協、西会津町地域おこし協力隊、
日本交通（株）、（株）はせがわ、フォーサイトシステム（株）、
ブリヂストンサイクル（株）、（株）プレステージ・インター
ナショナル、（有）松井木工、（株）マルニ木工、 （特非）み
やぎ・せんだい子どもの丘、（株）メテオライズ、（株）メ
ルデジタル、（株）物語コーポレーション
公務員・教員 ▼  秋田クラーク高等学院、秋田市教育委員会、
尾道市教育委員会、神栖市役所、北九州市教育委員会、袖
ケ浦市教育委員会、千葉県教育委員会、徳島県教育委員会
進学 ▼  秋田公立美術大学大学院、石塚洋裁専門学校、岩
手大学大学院、京都市立芸術大学大学院、上越教育大学大
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卒
業
生
よ
り

日
比
野
桃
子

秋
田
魁
新
報
社

　
東
京
藝
術
大
学
音
楽
環
境
創
造
科
か
ら
秋
美

の
大
学
院
複
合
芸
術
研
究
科
に
入
り
ま
し
た
。

学
部
生
の
頃
か
ら
人
の
身
体
の
あ
り
方
に
興
味

が
あ
り
、
自
分
の
身
体
を
観
察
し
な
が
ら
考
え

た
こ
と
や
そ
の
思
考
の
方
法
を
他
者
と
共
有
す
る
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
修
士
課
程
2
年
で
〈
キ
ウ
イ
大
学
校
〉
を
創
設

し
ま
し
た
。
生
命
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
に
持
ち
、
全
て

の
所
作
の
原
初
と
な
る
も
の
を
〈
キ
ウ
イ
〉
と
名
付
け
て

い
ま
す
。〈
キ
ウ
イ
大
学
校
〉
はweb

上
で
受
講
生
を
募

集
し
、
通
信
教
育
の
よ
う
な
形
で
《
キ
ウ
イ
入
門
》《
体
操

基
礎
演
習
》《
昼
寝
実
技
演
習
》《
散
歩
実
習
》
の
４
つ
の
講

義
を
展
開
し
て
い
ま
す
。「
体
操
」「
昼
寝
」「
散
歩
」
と
い

う
私
が
秋
田
に
来
て
か
ら
習
慣
に
し
た
行
為
を
分
析
し
、

そ
れ
を
他
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間

に
体
験
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
つ
く
っ
た
テ
キ
ス
ト
や
音

声
ガ
イ
ド
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
い
っ
た
〈
教
材
〉
を
、
受

講
生
に
郵
送
で
渡
し
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
制
作
は
、
生
活
の
中
で
起
こ
る
考
え
事
の

延
長
の
よ
う
な
も
の
。
小
学
生
が
放
課
後
に
遊
ぶ
く
ら
い

の
気
持
ち
（
そ
れ
は
、大
事
な
時
間
で
す
が
）
で
続
け
た
い
。

新
聞
記
者
は
勤
務
時
間
も
不
規
則
で
す
が
、
で
も
今
は
そ

れ
以
外
に
面
白
い
と
思
え
る
仕
事
が
思
い
つ
か
な
く
て
。

記事を書くことも表現のひとつだと捉えてい
ます。いろいろな人に会ってどこを切り取る
か、どういう言葉にするか、ということ。

〈キウイ大学校〉校長
から新聞記者へ。
記事を書くことも
表現のひとつ

D

在
学
生
へ

私
が
大
き
め
の
企
業
に
就
職
し
た
き
っ

か
け
は
家
族
の
意
向
で
も
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
し
て
就
職
し
て
み

よ
う
と
。
記
者
の
仕
事
は
、
自
分
の
表

現
に
も
新
た
な
展
開
を
加
え
る
一
助
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

情
報
が
紙
に
の
っ
て
毎
日
家
に
届
く
新

聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
面
白
い
で
す
。

大
学
院
複
合
芸
術
研
究
科
修
士
課
程

2
0
2
1
年
3
月
修
了
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出
身
は
兵
庫
県
神
戸
市
で
す
。
デ
ザ
イ
ン

を
学
び
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
自
分
の
手
で

作
っ
て
み
た
い
気
持
ち
も
あ
り
、
秋
美
だ
と

デ
ザ
イ
ン
も
学
べ
る
し
、
ガ
ラ
ス
、
木
工
な

ど
素
材
を
選
ん
で
両
立
で
き
る
美
大
だ
と
思

い
志
望
し
ま
し
た
。
勉
強
し
て
み
た
ら
ど
ち
ら
も
楽
し
く

選
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
就
職
活
動
で
は
デ
ザ
イ
ン

職
も
製
造
職
も
受
け
ま
し
た
。
マ
ル
ニ
は
海
外
で
も
知
ら

れ
て
い
る
家
具
メ
ー
カ
ー
で
、
大
学
で
学
ん
だ
分
野
を
活

か
し
な
が
ら
経
験
を
積
め
る
の
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
決

め
ま
し
た
。
規
模
が
大
き
い
の
で
視
野
も
広
そ
う
で
す
し
、

今
後
に
も
い
か
せ
る
職
場
か
な
と
。

　
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
に
入
り
最
初
の
授
業
で
ス

ツ
ー
ル
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
課
題
が
あ
り
、
椅
子
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
3
年
の
夏
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
短
期
留
学

す
る
と
き
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
方
に
リ
ン
シ
ョ
ピ
ン

大
学
マ
ル
ム
ス
テ
ン
家
具
研
究
科
の
見
学
を
勧
め
ら
れ
、

交
渉
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
こ
で
実
際
に
椅
子
を
つ
く
っ
て

い
る
人
達
を
見
た
ら
自
分
で
も
作
っ
て
み
た
く
な
っ
て
。

や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
た
か
も
っ
て
。
卒
業
制
作
の

椅
子
は
、
展
示
の
頃
に
な
る
と
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
…
…
曲
線
が
多
い
デ
ザ
イ
ン
な
の
で
左
右
対
称
に
つ

く
る
の
が
難
し
く
、
座
り
心
地
も
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

秋田は、神戸とは人のスピード感が違う気が
します。焦らず、おおらか。作る時もせかせ
かせず、じっくり考えられる環境です。

山
田
希

マ
ル
ニ
木
工

デザインも木工も
両方学べたのは
本当に良かった
と思います

D

在
学
生
へ

課
題
は
き
ち
ん
と
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

陶
芸
、
ガ
ラ
ス
な
ど
違
う
専
門
を
学
ん

で
い
る
友
人
が
す
ぐ
隣
の
部
屋
に
い
て
、

い
ろ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。
レ
ン
タ

カ
ー
を
交
代
で
運
転
し
な
が
ら
仙
台
や

岩
手
に
も
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
気
分

転
換
を
す
る
こ
と
で
制
作
に
も
打
ち
込

む
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻

2
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2
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年
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卒
業
生
よ
り

　
大
阪
の
天
王
寺
生
ま
れ
、
4
歳
で
奈
良
に

引
っ
越
し
ま
し
た
。
吹
奏
楽
を
や
り
な
が
ら
画

塾
に
も
通
っ
て
い
た
の
で
、
君
は
根
性
あ
る
か

ら
国
公
立
を
目
指
せ
る
と
画
塾
の
先
生
に
秋
美

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
専
攻
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
で
し
た
。
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
秋
田
の
お

土
産
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
実
際
に
販
売
も
さ
れ
ま
し
た
し
、
今
の
デ
ザ
イ
ン
事

務
所
の
面
接
に
も
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
卒
業
制
作
は
、

漫
画
を
描
く
こ
と
が
一
番
好
き
だ
っ
た
の
で
無
声
漫
画
を

描
き
ま
し
た
。
は
じ
め
は
友
達
が
で
き
る
か
不
安
で
し
た

が
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
子
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
、
自
然
と
仲
良
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

あ
と
規
模
が
小
さ
い
大
学
だ
か
ら
こ
そ
教
授
や
学
生
課
と

も
距
離
が
近
く
相
談
し
や
す
い
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　
今
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
で
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
食

品
関
係
、
お
も
ち
ゃ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

人
に
恵
ま
れ
会
社
で
は
気
持
ち
よ
く
仕
事
が
で
き
て
い
る

の
で
、
両
立
し
て
今
も
漫
画
が
描
け
て
い
ま
す
。
社
会
人

2
年
目
の
と
き
に
新
人
賞
を
受
賞
し
て
付
い
て
く
だ
さ
っ

た
担
当
編
集
の
方
は
、
い
つ
も
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く

れ
る
の
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

図書館が好きな場所でした。あたたかくて落ち着
いて。あとは大学の横の雄物川です。季節や時間
によって見える景色が変わってきれいでした。

浅
田
萌

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

グラフィックデザインの
仕事をしながら
漫画家を
目指しています

D

在
学
生
へ

思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
や
り
続
け
て
い
れ
ば
案
外
う
ま
く

い
っ
た
り
、
次
に
繋
が
る
き
っ
か
け
が

生
ま
れ
た
り
す
る
の
で
、
す
ぐ
に
ダ
メ

だ
と
投
げ
出
さ
ず
に
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

る
も
の
を
探
し
な
が
ら
前
に
進
ん
で
い

け
ば
き
っ
と
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
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福
島
県
出
身
で
、
仙
台
の
高
専
に
通
っ
た

後
、
３
年
次
に
秋
美
の
景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻

に
編
入
し
ま
し
た
。
開
学
し
た
ば
か
り
で
、

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
そ
う
と
ワ

ク
ワ
ク
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
卒
業

制
作
で
は
「
防
災
を
意
識
し
た
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
、
新
屋
の
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
し
ま
し
た
。

3
・
11
以
降
、
巨
大
な
防
波
堤
や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設

置
等
、
災
害
に
備
え
た
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
街
の

景
観
が
ガ
ラ
リ
と
変
化
し
た
事
例
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

果
た
し
て
こ
れ
が
正
解
な
の
か
、
復
興
と
い
え
る
の
か
と

疑
問
に
思
う
よ
う
に
な
り
、
私
自
身
も
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
自
分
な
り
の
「
災
害
」

と
の
関
わ
り
方
を
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
表
現
し
た
い
と

思
い
挑
戦
し
た
企
画
で
し
た
。

　
秋
田
市
役
所
に
就
職
し
た
の
は
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
地
域
に
返
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
現
在

は
中
央
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
、
協
働
・
分

権
を
担
当
。
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
育
成
の
た
め
の
講
座

運
営
や
、
助
成
金
交
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
を

通
し
て
秋
田
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で

日
々
任
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

秋美の OB、OGが増えてきているので、今後
は秋田県内外にかかわらず卒業生の輪を広げて、
一緒に秋田をおもしろくしていきたいです。

目
黒
里
香

秋
田
市
役
所

卒業生の輪を広げて
仕事を通して
秋田をおもしろく
していきたい

D

在
学
生
へ

少
人
数
で
、
学
生
同
士
や
先
生
と
の
関

わ
り
が
深
い
た
め
、
個
の
存
在
が
強
調

さ
れ
て
、
主
体
的
に
学
べ
る
環
境
で
し

た
。
学
び
の
中
で
、
い
ろ
ん
な
視
点
に

立
っ
て
秋
田
を
見
つ
め
た
こ
と
で
、
現

在
の
仕
事
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
目
的
を
も
っ
て
学
べ
る
と
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。
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福
島
県
出
身
で
、
仙
台
の
高
専
に
通
っ
た

後
、
３
年
次
に
秋
美
の
景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻

に
編
入
し
ま
し
た
。
開
学
し
た
ば
か
り
で
、

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
そ
う
と
ワ

ク
ワ
ク
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
卒
業

制
作
で
は
「
防
災
を
意
識
し
た
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
、
新
屋
の
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
し
ま
し
た
。

3
・
11
以
降
、
巨
大
な
防
波
堤
や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設

置
等
、
災
害
に
備
え
た
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
街
の

景
観
が
ガ
ラ
リ
と
変
化
し
た
事
例
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

果
た
し
て
こ
れ
が
正
解
な
の
か
、
復
興
と
い
え
る
の
か
と

疑
問
に
思
う
よ
う
に
な
り
、
私
自
身
も
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
自
分
な
り
の
「
災
害
」

と
の
関
わ
り
方
を
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
表
現
し
た
い
と

思
い
挑
戦
し
た
企
画
で
し
た
。

　
秋
田
市
役
所
に
就
職
し
た
の
は
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
地
域
に
返
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
現
在

は
中
央
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
、
協
働
・
分

権
を
担
当
。
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
育
成
の
た
め
の
講
座

運
営
や
、
助
成
金
交
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
を

通
し
て
秋
田
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で

日
々
任
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

秋美の OB、OGが増えてきているので、今後
は秋田県内外にかかわらず卒業生の輪を広げて、
一緒に秋田をおもしろくしていきたいです。

目
黒
里
香

秋
田
市
役
所

卒業生の輪を広げて
仕事を通して
秋田をおもしろく
していきたい

D

在
学
生
へ

少
人
数
で
、
学
生
同
士
や
先
生
と
の
関

わ
り
が
深
い
た
め
、
個
の
存
在
が
強
調

さ
れ
て
、
主
体
的
に
学
べ
る
環
境
で
し

た
。
学
び
の
中
で
、
い
ろ
ん
な
視
点
に

立
っ
て
秋
田
を
見
つ
め
た
こ
と
で
、
現

在
の
仕
事
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
目
的
を
も
っ
て
学
べ
る
と
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。
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卒
業
生
よ
り

　
秋
田
市
出
身
で
す
。「
真
坂
人
形
師
」
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
3
年
の
期
末
展
示

で
は
じ
め
て
発
表
し
て
以
来
人
気
に
な
っ

て
、
今
で
も
つ
く
り
続
け
て
い
ま
す
。
1
、

2
年
次
は
、
絵
を
描
く
こ
と
や
古
美
術
が
好

き
だ
っ
た
の
で
、
当
時
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
の
准
教
授

だ
っ
た
ニ
ッ
ポ
ン
画
家
の
山
本
太
郎
先
生
の
と
こ
ろ
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
画
は
色
材
や
道
具
が
独
特
で
お

も
し
ろ
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
の
表
現
と
し
て
展
開
し

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
も
て
ず
、
3
年
の
夏
に
秋
田
の
郷
土

玩
具
「
八
橋
人
形
」
の
工
房
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
何

度
か
通
っ
て
手
伝
わ
せ
て
も
ら
う
う
ち
に
、
自
分
の
表
現

も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

他
の
土
人
形
を
リ
サ
ー
チ
し
た
り
、
塑
造
の
授
業
の
経
験

を
い
か
し
て
、
自
分
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
た
。

日
本
画
で
使
う
に
か
わ
と
顔
料
で
、
柔
ら
か
い
色
味
に
仕

上
げ
る
の
が
特
徴
で
す
。
郷
土
人
形
や
古
美
術
は
、
駄
洒

落
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
り
、
組
み
合
わ
せ
が
お
か
し

か
っ
た
り
、
変
な
も
の
が
多
い
ん
で
す
。
ク
ス
ッ
と
笑
え

る
も
の
が
好
き
な
の
で
、「
な
ん
か
ち
ょ
っ
と
変
」
と
思

え
る
も
の
を
目
指
し
て
制
作
し
て
い
ま
す
。

SNS を見て海外から問い合わせが入ること
もあるので、世界の人に見てもらえるように
なることはこれからの目標のひとつです。

真
坂
歩

真
坂
人
形
師

深めたいことを
応援してくれる人がいる
学生時代の出会いが
今も力になっています

D

在
学
生
へ

学
生
時
代
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
足
を
運
ん

だ
り
、
教
員
に
話
を
聞
き
に
行
っ
た
り
、

積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
で
出
会
っ
た

人
と
の
ご
縁
は
今
で
も
作
家
活
動
の
助

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
表
現
し
た
い
・

深
め
た
い
と
思
っ
た
も
の
に
挑
戦
で
き

る
大
学
で
す
。
自
分
で
や
り
た
い
こ
と

を
見
つ
け
ら
れ
た
ら
楽
し
い
で
す
よ
。
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ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
で
し
た
。
3
年
の

と
き
の
課
題
で
、
高
校
時
代
に
陸
上
部
で
や
っ

て
い
た
円
盤
投
げ
を
活
か
し
た
く
て
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
壁
と
鉄
の
円
盤
を
自
分
で
つ
く
り
、

円
盤
を
投
げ
て
壁
を
破
壊
す
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

制
作
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
卒
業
制
作
ま
で
、
円
盤
投
げ

を
モ
チ
ー
フ
に
違
う
形
で
表
現
し
ま
し
た
。
自
信
作
は
、

図
書
館
で
円
盤
投
げ
の
モ
ー
シ
ョ
ン
を
3
6
0
度
で
撮

影
し
た
映
像
作
品
で
す
。
投
げ
た
の
は
本
。
投
げ
た
と
き

に
ペ
ー
ジ
が
散
ら
ば
る
仕
掛
け
に
し
て
、
そ
の
様
子
を

iPhone

で
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
撮
影
。iPhone

が
30
台
必
要
だ
っ
た
の
で
、
友
達
の
友
達
に
ま
で
頼
み
込

ん
で
調
達
し
ま
し
た
。

　
就
職
は
映
像
の
制
作
現
場
が
希
望
で
し
た
。
今
は
ア
ニ

メ
や
実
写
作
品
の
イ
ベ
ン
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
ま

す
が
、
秋
美
で
学
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
で
す
。
地
元
の
バ

ン
ド
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
制
作
し
た
り
、
期
限
ま

で
にiPhone

を
30
台
集
め
た
り
し
た
経
験
も
役
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
秋
美
で
は
、
自
分
が
好
き
な
こ
と
、

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
ら
れ

る
の
で
。

今の夢は、企画プロデューサーの立場で、有
名なコンテンツやオリジナル作品を任せられ
るようになりたいです。

京
極
美
咲

KADOKAW
A

円盤投げと映像制作。
自分が好きなことを
とことん突き詰める
ことで道が拓けます

D

在
学
生
へ

何
が
仕
事
に
つ
な
が
る
か
は
働
い
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
学
生
生
活

は
学
生
生
活
に
集
中
す
べ
き
。
制
作
費

も
必
要
な
の
で
、
自
分
は
ア
ル
バ
イ
ト

に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
す

こ
し
学
校
の
活
動
も
す
れ
ば
よ
か
っ
た

な
と
。
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
一
つ
の

こ
と
に
没
頭
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。
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ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
で
し
た
。
3
年
の

と
き
の
課
題
で
、
高
校
時
代
に
陸
上
部
で
や
っ

て
い
た
円
盤
投
げ
を
活
か
し
た
く
て
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
壁
と
鉄
の
円
盤
を
自
分
で
つ
く
り
、

円
盤
を
投
げ
て
壁
を
破
壊
す
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

制
作
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
卒
業
制
作
ま
で
、
円
盤
投
げ

を
モ
チ
ー
フ
に
違
う
形
で
表
現
し
ま
し
た
。
自
信
作
は
、

図
書
館
で
円
盤
投
げ
の
モ
ー
シ
ョ
ン
を
3
6
0
度
で
撮

影
し
た
映
像
作
品
で
す
。
投
げ
た
の
は
本
。
投
げ
た
と
き

に
ペ
ー
ジ
が
散
ら
ば
る
仕
掛
け
に
し
て
、
そ
の
様
子
を

iPhone

で
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
撮
影
。iPhone

が
30
台
必
要
だ
っ
た
の
で
、
友
達
の
友
達
に
ま
で
頼
み
込

ん
で
調
達
し
ま
し
た
。

　
就
職
は
映
像
の
制
作
現
場
が
希
望
で
し
た
。
今
は
ア
ニ

メ
や
実
写
作
品
の
イ
ベ
ン
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
ま

す
が
、
秋
美
で
学
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
で
す
。
地
元
の
バ

ン
ド
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
制
作
し
た
り
、
期
限
ま

で
にiPhone

を
30
台
集
め
た
り
し
た
経
験
も
役
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
秋
美
で
は
、
自
分
が
好
き
な
こ
と
、

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
ら
れ

る
の
で
。

今の夢は、企画プロデューサーの立場で、有
名なコンテンツやオリジナル作品を任せられ
るようになりたいです。

京
極
美
咲

KADOKAW
A

円盤投げと映像制作。
自分が好きなことを
とことん突き詰める
ことで道が拓けます

D

在
学
生
へ

何
が
仕
事
に
つ
な
が
る
か
は
働
い
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
学
生
生
活

は
学
生
生
活
に
集
中
す
べ
き
。
制
作
費

も
必
要
な
の
で
、
自
分
は
ア
ル
バ
イ
ト

に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
す

こ
し
学
校
の
活
動
も
す
れ
ば
よ
か
っ
た

な
と
。
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
一
つ
の

こ
と
に
没
頭
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。
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卒
業
生
よ
り

　
鹿
角
市
出
身
で
す
。
2
0
2
0
年
か
ら
「
む

す
ぶ
企
画
室
」
と
い
う
屋
号
で
デ
ザ
イ
ン
の
活

動
を
し
な
が
ら
、
湯
沢
市
で
ア
パ
レ
ル
の
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
を
行
う
「ICH

INO
SAI

」

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
も
勤
務
し
て
い
ま
す
。
卒
業
後
は

秋
田
市
の
広
告
代
理
店
に
入
社
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
デ

ザ
イ
ン
を
担
当
す
る
う
ち
に
も
っ
と
専
念
し
た
い
と
思
い
、

25
歳
で
独
立
し
ま
し
た
。
た
だ
、
会
社
を
辞
め
て
す
ぐ
個

人
事
業
主
に
な
る
こ
と
へ
の
不
安
も
あ
り
、
複
業
で
き
る

と
こ
ろ
を
探
し
て
出
会
っ
た
の
が
「ICH

INO
SAI

」
で

し
た
。
技
術
の
高
い
職
人
が
い
て
、
秋
田
に
い
な
が
ら
全

国
や
海
外
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
仕
事
が
で
き
る
の
で
、
と

て
も
刺
激
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
環
境
の
お

か
げ
で
、
自
分
の
創
作
時
間
を
増
や
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
高
ま
り
、
最
近
仲
間
と
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
創
刊
し

ま
し
た
。
学
生
時
代
は
大
人
と
会
話
を
す
る
こ
と
が
苦
手

で
し
た
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
自
分
で
人
間
関

係
を
切
り
開
い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
、
人

が
集
ま
る
場
所
に
た
く
さ
ん
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
秋
田
で
の
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
仕
事
も

自
分
の
表
現
も
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

前向きな気持ちで何事にも挑めるといいと思
います。今これを読んでいるだけでも偉いと
思うので、その気持ちを忘れないでほしい。

木
村
優
希

む
す
ぶ
企
画
室
／

ぬ
ま
く
ら（ICHINOSAI

）

なんでもやっていい
と思わせてくれた
可能性を狭めずに
挑戦できる大学です

D

在
学
生
へ

「
な
ん
で
も
や
っ
て
い
い
ん
だ
」
と
思

わ
せ
て
く
れ
る
大
学
で
す
。
映
像
で
も

イ
ラ
ス
ト
で
も
服
飾
で
も
、
や
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
た
表
現
に
挑
戦
で
き
ま
す
。

ア
ー
ト
系
の
専
攻
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

転
身
で
き
た
の
も
、
自
分
で
自
分
の
可

能
性
を
狭
め
ず
に
、
飛
び
越
え
る
経
験

を
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
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高
校
3
年
に
な
る
直
前
に
、
秋
田
駅
前
で

秋
田
公
立
美
術
大
学
を
体
験
で
き
る
講
座
が

あ
っ
て
、
景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
授
業
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
、
学
び
た
い
こ
と
が
も

や
も
や
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
「
デ
ザ
イ
ン
と
い

う
分
野
の
美
術
が
あ
る
ん
だ
」
と
知
っ
て
方
向
性
が
明
確

に
な
り
ま
し
た
。
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
大
学
に
1
期
生

と
し
て
入
学
し
て
、授
業
自
体
、実
験
的
な
も
の
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
私
は
初
め
て
の
こ
と
に
き
ら
め
き
を
見
出

す
タ
イ
プ
な
ん
で
す
。
卒
業
後
に
入
社
し
た
総
合
建
設
業

の
和
賀
組
で
も
、
新
し
く
住
宅
部
を
始
め
る
と
聞
い
て

「
1
年
目
で
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
る
の
は
あ
ま
り

な
い
経
験
」
と
思
っ
て
希
望
し
ま
し
た
。
会
社
自
体
は
舗

装
工
事
や
鉄
道
工
事
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
が
、
私
は

R
+
house

秋
田
北
に
て
注
文
住
宅
の
営
業
販
売
や
チ
ラ

シ
制
作
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
大
学
の
同
じ
1
期
生
の
活
躍
を
耳
に
す
る
こ
と
が

多
く
て
、
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
り
、
私
も
頑
張
ろ
う

と
思
っ
た
り
。
ま
だ
先
輩
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
て
の

営
業
で
す
が
、
し
っ
か
り
独
り
立
ち
を
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大仙市から片道 1時間半かけて電車通学をし
ていました。新屋駅から大学まで桜並木を歩
くのは、とても贅沢な時間だったと思います。

粟
津
裕
美
子

和
賀
組R

＋house

秋
田
北

初めてのことに
きらめきを見出して、
チャレンジ
しています

D

在
学
生
へ

入
学
し
て
か
ら
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
、

美
術
と
は
何
か
を
学
び
、
進
路
と
は
違

い
ま
し
た
が
陶
芸
や
ガ
ラ
ス
を
学
ぶ
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
小
さ
な
大
学
だ
か

ら
こ
そ
、
先
生
方
か
ら
は
専
攻
を
超
え

て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
近
い
か
た
ち
で
ア

ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
、
濃
密
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
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秋
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秋
田
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美
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き
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。
そ
れ
ま
で
、
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と
、
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い
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が
も

や
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や
し
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い
た
の
で
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が
、
そ
こ
で
「
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イ
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い
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分
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の
美
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が
あ
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だ
」
と
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て
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性
が
明
確

に
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ま
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た
。
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か
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に
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と
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て
入
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的
な
も
の
が
多
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っ

た
の
で
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が
、
私
は
初
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の
こ
と
に
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め
き
を
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出

す
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イ
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な
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で
す
。
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後
に
入
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の
和
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も
、
新
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め
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と
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い
て

「
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年
目
で
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
る
の
は
あ
ま
り

な
い
経
験
」
と
思
っ
て
希
望
し
ま
し
た
。
会
社
自
体
は
舗

装
工
事
や
鉄
道
工
事
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
が
、
私
は
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house

秋
田
北
に
て
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の
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業
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売
や
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作
、
プ
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シ
ョ
ン
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
大
学
の
同
じ
1
期
生
の
活
躍
を
耳
に
す
る
こ
と
が

多
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て
、
テ
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シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
り
、
私
も
頑
張
ろ
う

と
思
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。
ま
だ
先
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に
サ
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ト
し
て
も
ら
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て
の

営
業
で
す
が
、
し
っ
か
り
独
り
立
ち
を
し
な
け
れ
ば
と

思
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て
い
ま
す
。

大仙市から片道 1時間半かけて電車通学をし
ていました。新屋駅から大学まで桜並木を歩
くのは、とても贅沢な時間だったと思います。

粟
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子

和
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＋house
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北

初めてのことに
きらめきを見出して、
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しています

D

在
学
生
へ

入
学
し
て
か
ら
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
、
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と
は
何
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を
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び
、
進
路
と
は
違

い
ま
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た
が
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や
ガ
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ス
を
学
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で
き
ま
し
た
。
小
さ
な
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学
だ
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こ
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先
生
方
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を
超
え

て
マ
ン
ツ
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に
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で
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え
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卒
業
生
よ
り

　
広
告
販
促
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に

大
型
商
業
施
設
や
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の

デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
て
い
て
、
制
作
物
は
チ

ラ
シ
や
動
画
広
告
を
は
じ
め
、
館
内
装
飾
や

チ
ケ
ッ
ト
類
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
年
間
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
提
案
し
て
、広
告
制
作
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

実
施
ま
で
引
き
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
2
0
1
9
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
府
中
市
の
商
業

施
設
に
、「
ト
ラ
イ
」
を
再
現
で
き
る
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

の
よ
う
な
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
提
案
し
、
設
置
し
た
こ
と

で
す
。
趣
向
を
変
え
た
提
案
が
通
っ
て
実
現
で
き
た
の
は
、

一
番
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な
広
告
業
界
に
進
ん
だ

の
は
、
大
学
で
の
授
業
が
き
っ
か
け
で
す
。
入
学
当
初
は

工
芸
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
2
年
次
の
広
告
の
講
義

で
突
拍
子
も
な
い
角
度
か
ら
視
聴
者
を
引
き
込
み
、
人
の

心
に
確
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
し
ま
う
デ
ザ
イ
ン
の

魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
舵
を
切
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
自

分
が
本
当
に
達
成
感
を
得
ら
れ
る
の
は
こ
れ
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
？
と
い
う
瞬
間
に
出
会
え
た
授
業
は
今
も
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。

福島県会津若松市出身、コミュニケーション
デザイン専攻。教職課程と学芸員課程も履修
して視野を広げました。

石
橋
悟

ニ
シ
カ
ワ

人の心に確かな
メッセージを残す
デザインの魅力に
引き込まれた

D

在
学
生
へ

1
〜
2
年
次
で
幅
広
く
美
術
に
触
れ
、

自
分
の
適
性
や
新
た
な
視
野
を
見
つ
け

ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
他
大
学
に

は
な
い
魅
力
で
す
。
そ
れ
と
、
も
し
秋

田
で
高
校
野
球
を
見
る
な
ら
、
チ
ャ
ン

ス
テ
ー
マ
の
「
タ
イ
ガ
ー
ラ
グ
」
に
注

目
を
。
ほ
ぼ
秋
田
県
内
の
高
校
で
し
か

演
奏
さ
れ
な
い
名
曲
な
の
で
、
そ
こ
で

秋
田
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
！

コ
ミ
ュ
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ケ
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岩
手
県
で
の
中
学
時
代
、
放
送
部
で
映
像
制

作
を
し
て
い
た
と
き
に
「
何
か
を
作
り
出
す
仕

事
が
し
た
い
」
と
考
え
、
美
術
大
学
を
選
び
ま

し
た
。
私
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
の
あ
る

学
生
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
も
あ
り
あ
ま

り
真
面
目
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
美
術
の
基
本
や

作
品
作
り
の
方
法
、
作
品
作
り
の
考
え
方
な
ど
は
よ
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
学
び
は
テ

レ
ビ
C
M
や
ウ
ェ
ブ
広
告
と
い
っ
た
広
告
映
像
に
お
け

る
制
作
進
行
の
仕
事
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
企
画
・
撮

影
〜
仕
上
げ
編
集
と
い
っ
た
C
M
制
作
の
全
般
に
関
わ

る
仕
事
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
予
算
管
理
、
ス
タ
ッ

フ
連
絡
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
で
す
が
、
大
学
で
得
た

こ
と
が
土
台
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
美
大
は

い
ろ
い
ろ
な
「
好
き
」
を
持
っ
た
人
の
集
団
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
み
ん
な
の
「
好
き
」
を
知
る
こ
と
は
自
分
の
引

き
出
し
を
増
や
す
一
番
の
方
法
で
す
。
引
き
出
し
の
多
い

人
間
は
と
て
も
魅
力
的
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
重
宝
さ

れ
ま
す
。
引
き
出
し
を
作
る
こ
と
を
大
切
に
、
み
ん
な
に

誇
れ
る
よ
う
な
大
き
な
仕
事
を
手
掛
け
る
こ
と
、
や
り
た

い
こ
と
は
や
り
つ
く
す
こ
と
を
目
標
に
、
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

秋田市の川反に興味があり、繁華街のもつ表
情を取り上げて卒業制作しました。川反と、
レストハウス 2階の椅子がお気に入りです。

水
原
絵
理

東
北
新
社

みんなの「好き」を
知ることは、
自分の引き出しを
増やす一番の方法

D

在
学
生
へ

秋
美
の
魅
力
は
、
土
地
や
環
境
、
人
柄

の
良
さ
。
そ
し
て
、
や
ろ
う
と
思
え
ば

何
で
も
で
き
ち
ゃ
う
と
こ
ろ
で
す
。
個

性
的
な
先
生
・
友
達
と
の
関
わ
り
は
と

て
も
大
切
な
経
験
な
の
で
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
！
た
く
さ
ん
飲
み
会
を
す
る
の

も
、
た
く
さ
ん
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
の

も
、
大
学
生
の
醍
醐
味
だ
と
思
い
ま
す
。
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岩
手
県
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中
学
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、
放
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部
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制

作
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と
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何
か
を
作
り
出
す
仕

事
が
し
た
い
」
と
考
え
、
美
術
大
学
を
選
び
ま

し
た
。
私
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
の
あ
る

学
生
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
も
あ
り
あ
ま

り
真
面
目
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
美
術
の
基
本
や

作
品
作
り
の
方
法
、
作
品
作
り
の
考
え
方
な
ど
は
よ
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
学
び
は
テ

レ
ビ
C
M
や
ウ
ェ
ブ
広
告
と
い
っ
た
広
告
映
像
に
お
け

る
制
作
進
行
の
仕
事
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
企
画
・
撮

影
〜
仕
上
げ
編
集
と
い
っ
た
C
M
制
作
の
全
般
に
関
わ

る
仕
事
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
予
算
管
理
、
ス
タ
ッ

フ
連
絡
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
で
す
が
、
大
学
で
得
た

こ
と
が
土
台
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
美
大
は

い
ろ
い
ろ
な
「
好
き
」
を
持
っ
た
人
の
集
団
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
み
ん
な
の
「
好
き
」
を
知
る
こ
と
は
自
分
の
引

き
出
し
を
増
や
す
一
番
の
方
法
で
す
。
引
き
出
し
の
多
い

人
間
は
と
て
も
魅
力
的
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
重
宝
さ

れ
ま
す
。
引
き
出
し
を
作
る
こ
と
を
大
切
に
、
み
ん
な
に

誇
れ
る
よ
う
な
大
き
な
仕
事
を
手
掛
け
る
こ
と
、
や
り
た

い
こ
と
は
や
り
つ
く
す
こ
と
を
目
標
に
、
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

秋田市の川反に興味があり、繁華街のもつ表
情を取り上げて卒業制作しました。川反と、
レストハウス 2階の椅子がお気に入りです。

水
原
絵
理

東
北
新
社

みんなの「好き」を
知ることは、
自分の引き出しを
増やす一番の方法

D

在
学
生
へ

秋
美
の
魅
力
は
、
土
地
や
環
境
、
人
柄

の
良
さ
。
そ
し
て
、
や
ろ
う
と
思
え
ば

何
で
も
で
き
ち
ゃ
う
と
こ
ろ
で
す
。
個

性
的
な
先
生
・
友
達
と
の
関
わ
り
は
と

て
も
大
切
な
経
験
な
の
で
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
！
た
く
さ
ん
飲
み
会
を
す
る
の

も
、
た
く
さ
ん
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
の

も
、
大
学
生
の
醍
醐
味
だ
と
思
い
ま
す
。
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b

新
屋
海
浜
公
園
と
そ
の
対
岸
（
秋
田
市
新
屋
）

日
本
海
の
荒
波
が
い
ろ
ん
な
も
の
を
運
ん
で
き
て
く

れ
て
い
ま
す
。
流
木
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
拾
っ
て
作

品
の
一
部
に
な
る
こ
と
も
。（

藤
／
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
）

ど
こ
か
異
世
界
を
感
じ
さ
せ
る
遠
く
へ
と
開
か
れ
た

風
景
が
美
し
く
、
動
植
物
や
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
の
交
わ
り
が
あ
ら
わ
に
な
る
場
所
で
す
。

（
服
部
／
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
）

秋
田
の
海
は
、
日
中
は
水
平
線
と
海
岸
線
が
空
に
向

か
っ
て
眩
く
ひ
ら
か
れ
る
の
に
、
夜
や
冬
に
は
荒
々

し
い
海
の
音
と
風
が
、
人
の
想
像
が
闇
の
奥
に
及
ぶ

の
を
拒
む
よ
う
な
暗
い
印
象
。
海
岸
に
い
る
と
、
空

間
的
・
時
間
的
な
広
が
り
に
自
分
の
身
体
が
同
期
し

て
き
て
、
む
か
し
日
本
海
を
往
来
し
た
船
た
ち
が
幻

視
で
き
た
り
、
海
に
流
れ
込
む
河
川
の
水
の
長
い
旅

路
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
水
は
あ
ら
ゆ
る
人
の
営
み
に

使
わ
れ
、
作
物
を
育
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
、
産

業
や
文
化
を
つ
く
り
、
海
に
回
収
さ
れ
た
後
に
ま
た

土
地
に
戻
る
旅
の
物
語
は
、
人
の
生
の
よ
う
だ
と
も

思
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
学
生
に
は
土
地
の
好
き
な

場
所
を
自
分
で
探
す
こ
と
を
日
常
の
中
で
楽
し
ん
で

ほ
し
い
。
目
的
地
を
も
た
な
い
旅
は
、
自
分
の
制
作

活
動
と
重
な
る
こ
と
が
多
い
も
の
だ
と
思
う
か
ら
。

（
岸
／
景
観
デ
ザ
イ
ン
）

b

研
究
室
か
ら
見
る
夕
焼
け
（
秋
田
市
新
屋
）

哲
学
者
の
性
な
の
か
、
な
ぜ
夕
焼
け
が
好
き
な
の
だ

ろ
う
と
考
え
る
と
、
き
っ
と
中
間
領
域
だ
か
ら
な
ん

で
す
。
昼
で
も
な
く
夜
で
も
な
く
そ
の
間
に
あ
る
と

き
。
そ
こ
に
ア
ー
ト
が
生
ま
れ
、
人
間
は
根
源
的
に

心
惹
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ビ
ル
に

遮
ら
れ
ず
、
空
が
広
い
、
こ
こ
か
ら
見
る
夕
日
は
美

し
い
で
す
。

（
唐
澤
／
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
）

ア
ク
セ
ス
＆
マ
ッ
プ

秋田駅 ＆大学（新屋駅）周辺マップ

新
屋
周
辺

秋田公立美術大学は、秋田市西部の新屋地区に
キャンパスがあります。江戸時代宿場町として
栄えた新屋には町屋や酒蔵など古い建物が点在。
近くには雄物川が流れ、山や海へも数分で
アクセスができる自然にも恵まれたエリアです。
キャンパスのそばのみならず、県内には
創作の源となるスポットがたくさんあります。
教員に秋田のおすすめのスポットを聞きました。
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b秋田公立美術大学へのアクセス

★「秋田駅」から JR羽越本線で「新屋駅」
まで約 8分。「新屋駅」から徒歩約 15分

★「秋田駅西口」から秋田中央交通バス新
屋線で「美術大学前」まで約 18分。
「美術大学前」から徒歩約 1分

★「秋田駅」から車で約 20分
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b秋田公立美術大学へのアクセス

★「秋田駅」から JR羽越本線で「新屋駅」
まで約 8分。「新屋駅」から徒歩約 15分

★「秋田駅西口」から秋田中央交通バス新
屋線で「美術大学前」まで約 18分。
「美術大学前」から徒歩約 1分

★「秋田駅」から車で約 20分
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b

冬
の
秋
田
大
橋
（
秋
田
市
新
屋
）

冬
の
大
橋
は
、
ち
ょ
っ
と
特
別
な
場
所
で
す
。
叩
き

つ
け
る
よ
う
な
風
雪
に
足
を
す
く
わ
れ
な
が
ら
目
指

す
対
岸
は
と
て
も
遠
く
、
己
の
身
体
が
心
も
と
な
い

も
の
に
感
ぜ
ら
れ
ま
す
。
で
も
、
渡
り
き
る
頃
に
は

清
々
し
い
気
分
が
し
て
、
日
常
の
憂
さ
も
ど
こ
か
へ

吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
な
心
持
ち
に
な
る
か
ら

不
思
議
で
す
。
人
間
社
会
と
は
異
な
る
ス
ケ
ー
ル
の

な
か
に
身
を
置
き
、
自
ら
の
存
在
を
客
観
的
に
捉
え

返
す
た
め
に
、
私
は
今
年
も
徒
歩
で
大
橋
に
挑
み
ま

す
。

（
阿
部
／
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
）

b

大
森
山
公
園
展
望
台
（
秋
田
市
浜
田
）

海
や
市
街
地
が
一
望
で
き
、
特
に
海
岸
線
が
き
れ
い

に
み
え
ま
す
。
こ
こ
か
ら
の
秋
田
の
夜
景
が
美
し
く
、

疲
れ
た
と
き
に
見
る
と
癒
さ
れ
ま
す
。
夏
や
秋
に
よ

く
散
歩
に
出
か
け
ま
す
。

（
裵
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
）

b

新
屋
の
散
歩
コ
ー
ス
（
秋
田
市
新
屋
）

犬
を
連
れ
て
雄
物
川
沿
い
を
朝
夕
一
時
間
ず
つ
歩
い

て
い
る
の
で
す
が
、
毎
日
見
る
景
色
や
木
や
草
も
、

日
々
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

い
い
時
間
で
す
。
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
見
た
雄
物
川
も

そ
の
時
々
の
姿
が
あ
る
。
足
元
の
景
色
だ
っ
て
。
そ

の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
自
分
の
記
憶
の
中
に
重
な
っ
て

い
っ
て
、
そ
こ
か
ら
作
品
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま

す
。
あ
る
場
所
を
そ
の
時
だ
け
切
り
取
っ
て
も
わ

か
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
同
じ
と
こ
ろ
を
毎
日

毎
日
重
ね
て
見
た
り
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
だ

な
と
思
い
ま
す
。
雄
物
川
沿
い
に
海
ま
で
歩
い
て
み

る
と
い
い
で
す
よ
！

　
天
然
の
ホ
ッ
プ
も
自
生
し
て

い
ま
す
。

（
瀬
沼
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

新
屋
遊
歩
道
の
桜
並
木
（
秋
田
市
新
屋
）

新
屋
駅
か
ら
大
学
ま
で
の
遊
歩
道
の
桜
は
素
晴
ら
し

い
し
、
冬
に
は
雪
ま
つ
り
が
行
わ
れ
て
多
く
の
人
が

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
大
学
周
辺
に
は
温
泉
や
ス
ー

パ
ー
も
あ
っ
て
、
こ
こ
で
暮
ら
す
の
は
便
利
で
楽
し

い
で
す
よ
。

（
阪
口
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
）

b

秋
田
駅
西
口
駅
前
の
芝
生
の
広
場

　

緑
の
芝
生
を
背
景
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
一
人
で
寝
転
が
っ
て
空
を
見
上
げ
て
も

良
い
で
し
ょ
う
。
居
心
地
が
良
い
な
と
感
じ
る
使
い

方
を
実
際
に
試
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
街
の
使
い
方

や
未
来
の
街
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　（
小
杉
／
景
観
デ
ザ
イ
ン
）

b

大
町
の
老
舗
（
秋
田
市
大
町
）

〈
笈
川
美
芸
堂
〉〈
那
波
紙
店
〉〈
上
村
竹
材
店
〉
な
ど
、

画
材
屋
さ
ん
や
紙
屋
さ
ん
、
古
本
屋
さ
ん
が
街
中
に

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
あ
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
み
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
藤
／
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
）

b

ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
昭
和
堂
（
秋
田
市
東
通
）

古
道
具
が
充
実
し
て
い
る
骨
董
屋
さ
ん
で
、
縄
文
土

器
や
石
器
ま
で
売
っ
て
い
ま
す
。相
馬
古
道
具
店（
秋

田
市
旭
南
）
や
、
秋
田
美
術
倶
楽
部
（
秋
田
市
浜
田
）

の
「
あ
き
た
ア
ン
チ
ッ
ク
蚤
の
市
」（
毎
週
第
2
土

曜
開
催
）
も
お
す
す
め
。
単
な
る
も
の
で
は
な
い
、

そ
の
も
の
が
纏
っ
て
い
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
お
も
し
ろ

い
で
す
。

　
　
　
　（
井
上
／
美
術
教
育
セ
ン
タ
ー
）

b

広
栄
堂
の
「
な
ま
ぐ
そ
」（
秋
田
市
南
通
）

特
性
の
生
グ
0

0

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
製
ソ
ー
ス
＋
ソ0

フ
ト

ク
リ
ー
ム
＋
か
き
氷
か
ら
な
る
、
秋
田
の
夏
の
風

物
詩
で
す
。
衝
撃
的
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
秋
田
ら
し
い

秋
田
駅
周
辺

秋田県マップ
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セ
ン
ス
の
光
る
一
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
阿
部
／
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
）

b

秋
田
マ
リ
ー
ナ
（
秋
田
市
飯
島
）

小
高
い
丘
が
あ
り
、
天
気
が
い
い
と
遠
く
に
男
鹿
半

島
と
整
然
と
並
ん
だ
風
車
群
が
見
え
て
、
日
本
海
も

夕
焼
け
も
綺
麗
で
す
。
男
鹿
温
泉
郷
（
男
鹿
市
）
で

観
る
な
ま
は
げ
和
太
鼓
も
迫
力
が
あ
っ
て
お
す
す
め

で
す
。 

（
野
村
／
美
術
教
育
セ
ン
タ
ー
）

b

高
清
水
公
園
（
秋
田
市
寺
内
）

秋
田
城
跡
が
あ
る
公
園
で
す
。
大
学
か
ら
ふ
ら
ふ
ら

〜
と
自
転
車
で
行
っ
た
ら
カ
モ
シ
カ
と
出
会
い
ま
し

た
！

　
あ
の
辺
り
に
住
ん
で
い
る
人
は
家
を
出
て
カ

モ
シ
カ
に
会
う
の
が
普
通
み
た
い
で
す
よ
。

（
森
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

油
谷
こ
れ
く
し
ょ
ん
（
秋
田
市
金
足
）

油
谷
さ
ん
が
集
め
た
明
治
や
昭
和
期
の
生
活
用
品
を

見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
数
膨
大
。
少
し
遠
い
け
ど
ぜ
ひ

行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
学
生
に
は
ロ
ー
カ
ル
線
に

乗
っ
て
秋
田
県
内
の
安
い
旅
を
い
っ
ぱ
い
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
秋
田
に
は
興
味
深
い
資
料
館
や
博
物

館
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
。（

藤
／
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
）

b

小
玉
醸
造
ブ
ル
ー
ホ
ー
ル
（
潟
上
市
）

古
い
蔵
を
改
装
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
僕
も
展
示
し

た
い
と
思
っ
た
く
ら
い
す
ご
く
良
い
建
物
で
し
た
。

秋
田
に
は
空
き
家
・
学
校
跡
・
蔵
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
自
分
た
ち
の
表
現
の
現
場
と
し
て
つ
き
合
っ

て
い
け
る
と
こ
ろ
を
旅
し
て
見
つ
け
て
ほ
し
い
で
す

ね
。 

（
藤
／
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
）

b

風
車
が
並
ぶ
風
景
（
潟
上
市
）

秋
田
市
内
か
ら
海
岸
沿
い
を
男
鹿
方
面
へ
進
む
と
、

も
の
す
ご
く
風
車
が
い
っ
ぱ
い
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
あ
の
風
景
は
好
き
で
す
ね
。
風
の

谷
！
っ
て
思
い
ま
す
。
あ
そ
こ
通
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
。

　
　
　
　
　（

森
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

能
久
金
物
店
（
能
代
市
）

古
き
良
き
金
物
店
と
思
い
き
や
、
新
品
の
五
右
衛
門

風
呂
や
牛
の
鼻
輪
ま
で
売
っ
て
い
て
商
品
在
庫
数
が

膨
大
で
す
。
店
の
お
じ
ち
ゃ
ん
も
と
て
も
い
い
方
で

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
館
（
秋
田
市
四
ツ
小
屋
）
ダ
イ
リ

ン
（
秋
田
市
八
橋
）
も
よ
く
行
き
ま
す
。

（
柚
木
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

伊
勢
堂
岱
遺
跡
（
北
秋
田
市
）

縄
文
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
発
掘
さ
れ
た
土
器
の
模

様
が
か
っ
こ
い
い
で
す
。
い
つ
か
染
色
の
柄
に
す
る

と
思
い
ま
す
。
熊
に
注
意
で
す
！

（
森
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

尾
去
沢
鉱
山
（
鹿
角
市
尾
去
沢
）

1
3
0
0
年
の
歴
史
が
あ
る
国
内
最
大
級
の
鉱
山

で
す
。
ち
ょ
っ
と
遠
い
で
す
が
、
冒
険
ゲ
ー
ム
の
世

界
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。
お
も

し
ろ
い
で
す
よ
！

（
飯
倉
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
）

b

玉
川

護
岸
さ
れ
て
い
な
い
岸
辺
が
好
き
で
、
川
や
水
を
見

に
川
め
ぐ
り
を
し
て
い
ま
す
。
田
沢
湖
か
ら
玉
川
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
八
幡
平
ま
で
抜
け
て
い
く
道
か
ら
見

え
る
水
の
風
景
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
よ
。

 

（
瀬
沼
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

上
郷
温
水
路
群
（
に
か
ほ
市
象
潟
町
）

鳥
海
山
の
冷
た
い
雪
解
け
水
が
田
ん
ぼ
に
流
れ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
、
水
温
を
上
げ
る
た
め
に
考
案
さ
れ

た
幅
が
広
く
、
水
深
の
浅
い
階
段
状
の
農
業
用
水
路

で
す
。
水
が
段
々
と
落
ち
て
い
く
様
子
は
、
自
然
環

境
と
人
工
物
が
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
生
ま
れ
た

形
に
感
じ
ら
れ
、
美
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
藤
倉
水
源
地
（
秋
田

市
山
内
）
も
き
れ
い
で
す
よ
。
美
し
い
土
木
イ
ン
フ

ラ
が
秋
田
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
て
も

ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

 

（
井
上
／
景
観
デ
ザ
イ
ン
）

b

冬
の
秋
田

寒
い
か
ら
こ
そ
き
れ
い
な
雪
景
色
が
見
ら
れ
る
し
、

お
い
し
い
お
米
も
、
お
い
し
い
お
酒
も
、
お
い
し
い

岩
牡
蠣
も
あ
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
寒
い
の
を
我
慢
す

る
と
素
敵
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
や
っ
ぱ

り
雪
は
き
れ
い
で
す
。
秋
田
に
来
て
か
ら
10
年
以
上

経
ち
ま
す
が
、
雪
が
降
る
と
ま
だ
気
分
が
上
が
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　（

森
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

秋
田
の
空

平
面
で
は
な
く
、
上
を
見
て
ほ
し
い
で
す
。
空
は
広

く
て
本
当
に
き
れ
い
。
芸
術
的
な
雲
だ
な
と
思
い
ま

す
。
気
候
を
感
じ
ら
れ
る
と
、
ど
こ
で
も
と
っ
て
お

き
の
場
所
に
な
り
ま
す
よ
。
お
す
す
め
の
場
所
は
入

学
し
た
ら
教
え
ま
す
。
研
究
室
に
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。（

水
田
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
）

b

他
県
と
の
県
境

青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
山
形
と
の
境
界
、
秋
田
と
秋

田
じ
ゃ
な
い
部
分
の
境
目
ぐ
ら
い
の
文
化
の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
が
す
ご
く
好
き
で
す
。
ど
の
県
に
と
っ

て
も
端
っ
こ
で
、
混
じ
り
合
っ
て
い
る
の
が
お
も
し

ろ
い
。
電
車
で
は
味
わ
い
に
く
い
の
で
車
や
自
転
車

で
行
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

（
萩
原
／
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
）

b

秋
田
の
食
べ
物

ど
の
街
も
景
色
か
ら
地
域
性
は
掴
み
に
く
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
味
は
土
地
に
よ
っ
て
変
わ
ら
な
い
個
性

が
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。
視
覚
的
な
風
景
だ
け
で

は
な
く
、
味
の
違
い
を
意
識
す
る
と
秋
田
は
楽
し
い

場
所
で
す
。
秋
田
の
い
ろ
ん
な
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ

う
。 

（
萩
原
／
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
）

b

秋
田
の
水
辺

雄
物
川
や
旭
川
な
ど
、
秋
田
は
護
岸
さ
れ
て
い
な
い

川
が
多
く
、
土
や
草
の
生
え
て
い
る
川
原
で
遊
ぶ
の

が
お
す
す
め
で
す
。
渡
り
鳥
が
飛
ん
で
き
た
り
、
虫
が

い
た
り
、
四
季
の
移
ろ
い
が
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
、

水
の
変
化
や
植
物
の
豊
か
さ
に
気
が
つ
け
る
場
所
で

す
。

水
辺
に
は
遺
跡
も
あ
っ
て
、
1
0
0
年
2
0
0
年

前
の
人
が
川
原
で
何
を
や
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
想

像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
秋
田
平
野
を
つ
く
っ

て
い
る
の
は
米
代
川
や
雄
物
川
な
の
で
、
そ
の
源
流

を
辿
っ
て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。
川
を
辿
る
と

ル
ー
ツ
が
見
え
て
来
る
の
で
、
古
い
お
祭
り
や
伝
承

を
辿
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
川

を
辿
れ
と
言
い
ま
す
ね
。
歩
い
た
り
電
車
や
バ
ス
で

移
動
し
て
、
川
と
平
野
の
関
係
や
、
山
と
里
の
関
係

を
見
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
自
分
が
住
ん
で
い
る
世

界
が
ど
ん
な
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
か
に
気
が
つ
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　（

石
倉
／
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
）

秋
田
市
郊
外

潟
上
市

能
代
市

北
秋
田
市

鹿
角
市

田
沢
湖
（
北
側
）

に
か
ほ
市

全
体
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セ
ン
ス
の
光
る
一
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
阿
部
／
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
）

b

秋
田
マ
リ
ー
ナ
（
秋
田
市
飯
島
）

小
高
い
丘
が
あ
り
、
天
気
が
い
い
と
遠
く
に
男
鹿
半

島
と
整
然
と
並
ん
だ
風
車
群
が
見
え
て
、
日
本
海
も

夕
焼
け
も
綺
麗
で
す
。
男
鹿
温
泉
郷
（
男
鹿
市
）
で

観
る
な
ま
は
げ
和
太
鼓
も
迫
力
が
あ
っ
て
お
す
す
め

で
す
。 

（
野
村
／
美
術
教
育
セ
ン
タ
ー
）

b

高
清
水
公
園
（
秋
田
市
寺
内
）

秋
田
城
跡
が
あ
る
公
園
で
す
。
大
学
か
ら
ふ
ら
ふ
ら

〜
と
自
転
車
で
行
っ
た
ら
カ
モ
シ
カ
と
出
会
い
ま
し

た
！

　
あ
の
辺
り
に
住
ん
で
い
る
人
は
家
を
出
て
カ

モ
シ
カ
に
会
う
の
が
普
通
み
た
い
で
す
よ
。

（
森
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

油
谷
こ
れ
く
し
ょ
ん
（
秋
田
市
金
足
）

油
谷
さ
ん
が
集
め
た
明
治
や
昭
和
期
の
生
活
用
品
を

見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
数
膨
大
。
少
し
遠
い
け
ど
ぜ
ひ

行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
学
生
に
は
ロ
ー
カ
ル
線
に

乗
っ
て
秋
田
県
内
の
安
い
旅
を
い
っ
ぱ
い
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
秋
田
に
は
興
味
深
い
資
料
館
や
博
物

館
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
。（

藤
／
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
）

b

小
玉
醸
造
ブ
ル
ー
ホ
ー
ル
（
潟
上
市
）

古
い
蔵
を
改
装
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
僕
も
展
示
し

た
い
と
思
っ
た
く
ら
い
す
ご
く
良
い
建
物
で
し
た
。

秋
田
に
は
空
き
家
・
学
校
跡
・
蔵
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
自
分
た
ち
の
表
現
の
現
場
と
し
て
つ
き
合
っ

て
い
け
る
と
こ
ろ
を
旅
し
て
見
つ
け
て
ほ
し
い
で
す

ね
。 

（
藤
／
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
）

b

風
車
が
並
ぶ
風
景
（
潟
上
市
）

秋
田
市
内
か
ら
海
岸
沿
い
を
男
鹿
方
面
へ
進
む
と
、

も
の
す
ご
く
風
車
が
い
っ
ぱ
い
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
あ
の
風
景
は
好
き
で
す
ね
。
風
の

谷
！
っ
て
思
い
ま
す
。
あ
そ
こ
通
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
。

　
　
　
　
　（

森
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

能
久
金
物
店
（
能
代
市
）

古
き
良
き
金
物
店
と
思
い
き
や
、
新
品
の
五
右
衛
門

風
呂
や
牛
の
鼻
輪
ま
で
売
っ
て
い
て
商
品
在
庫
数
が

膨
大
で
す
。
店
の
お
じ
ち
ゃ
ん
も
と
て
も
い
い
方
で

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
館
（
秋
田
市
四
ツ
小
屋
）
ダ
イ
リ

ン
（
秋
田
市
八
橋
）
も
よ
く
行
き
ま
す
。

（
柚
木
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

伊
勢
堂
岱
遺
跡
（
北
秋
田
市
）

縄
文
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
発
掘
さ
れ
た
土
器
の
模

様
が
か
っ
こ
い
い
で
す
。
い
つ
か
染
色
の
柄
に
す
る

と
思
い
ま
す
。
熊
に
注
意
で
す
！

（
森
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

尾
去
沢
鉱
山
（
鹿
角
市
尾
去
沢
）

1
3
0
0
年
の
歴
史
が
あ
る
国
内
最
大
級
の
鉱
山

で
す
。
ち
ょ
っ
と
遠
い
で
す
が
、
冒
険
ゲ
ー
ム
の
世

界
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。
お
も

し
ろ
い
で
す
よ
！

（
飯
倉
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
）

b

玉
川

護
岸
さ
れ
て
い
な
い
岸
辺
が
好
き
で
、
川
や
水
を
見

に
川
め
ぐ
り
を
し
て
い
ま
す
。
田
沢
湖
か
ら
玉
川
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
八
幡
平
ま
で
抜
け
て
い
く
道
か
ら
見

え
る
水
の
風
景
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
よ
。

 

（
瀬
沼
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

上
郷
温
水
路
群
（
に
か
ほ
市
象
潟
町
）

鳥
海
山
の
冷
た
い
雪
解
け
水
が
田
ん
ぼ
に
流
れ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
、
水
温
を
上
げ
る
た
め
に
考
案
さ
れ

た
幅
が
広
く
、
水
深
の
浅
い
階
段
状
の
農
業
用
水
路

で
す
。
水
が
段
々
と
落
ち
て
い
く
様
子
は
、
自
然
環

境
と
人
工
物
が
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
生
ま
れ
た

形
に
感
じ
ら
れ
、
美
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
藤
倉
水
源
地
（
秋
田

市
山
内
）
も
き
れ
い
で
す
よ
。
美
し
い
土
木
イ
ン
フ

ラ
が
秋
田
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
て
も

ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

 

（
井
上
／
景
観
デ
ザ
イ
ン
）

b

冬
の
秋
田

寒
い
か
ら
こ
そ
き
れ
い
な
雪
景
色
が
見
ら
れ
る
し
、

お
い
し
い
お
米
も
、
お
い
し
い
お
酒
も
、
お
い
し
い

岩
牡
蠣
も
あ
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
寒
い
の
を
我
慢
す

る
と
素
敵
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
や
っ
ぱ

り
雪
は
き
れ
い
で
す
。
秋
田
に
来
て
か
ら
10
年
以
上

経
ち
ま
す
が
、
雪
が
降
る
と
ま
だ
気
分
が
上
が
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　（

森
／
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
）

b

秋
田
の
空

平
面
で
は
な
く
、
上
を
見
て
ほ
し
い
で
す
。
空
は
広

く
て
本
当
に
き
れ
い
。
芸
術
的
な
雲
だ
な
と
思
い
ま

す
。
気
候
を
感
じ
ら
れ
る
と
、
ど
こ
で
も
と
っ
て
お

き
の
場
所
に
な
り
ま
す
よ
。
お
す
す
め
の
場
所
は
入

学
し
た
ら
教
え
ま
す
。
研
究
室
に
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。（

水
田
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
）

b

他
県
と
の
県
境

青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
山
形
と
の
境
界
、
秋
田
と
秋

田
じ
ゃ
な
い
部
分
の
境
目
ぐ
ら
い
の
文
化
の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
が
す
ご
く
好
き
で
す
。
ど
の
県
に
と
っ

て
も
端
っ
こ
で
、
混
じ
り
合
っ
て
い
る
の
が
お
も
し

ろ
い
。
電
車
で
は
味
わ
い
に
く
い
の
で
車
や
自
転
車

で
行
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

（
萩
原
／
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
）

b

秋
田
の
食
べ
物

ど
の
街
も
景
色
か
ら
地
域
性
は
掴
み
に
く
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
味
は
土
地
に
よ
っ
て
変
わ
ら
な
い
個
性

が
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。
視
覚
的
な
風
景
だ
け
で

は
な
く
、
味
の
違
い
を
意
識
す
る
と
秋
田
は
楽
し
い

場
所
で
す
。
秋
田
の
い
ろ
ん
な
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ

う
。 

（
萩
原
／
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
）

b

秋
田
の
水
辺

雄
物
川
や
旭
川
な
ど
、
秋
田
は
護
岸
さ
れ
て
い
な
い

川
が
多
く
、
土
や
草
の
生
え
て
い
る
川
原
で
遊
ぶ
の

が
お
す
す
め
で
す
。
渡
り
鳥
が
飛
ん
で
き
た
り
、
虫
が

い
た
り
、
四
季
の
移
ろ
い
が
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
、

水
の
変
化
や
植
物
の
豊
か
さ
に
気
が
つ
け
る
場
所
で

す
。

水
辺
に
は
遺
跡
も
あ
っ
て
、
1
0
0
年
2
0
0
年

前
の
人
が
川
原
で
何
を
や
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
想

像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
秋
田
平
野
を
つ
く
っ

て
い
る
の
は
米
代
川
や
雄
物
川
な
の
で
、
そ
の
源
流

を
辿
っ
て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。
川
を
辿
る
と

ル
ー
ツ
が
見
え
て
来
る
の
で
、
古
い
お
祭
り
や
伝
承

を
辿
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
川

を
辿
れ
と
言
い
ま
す
ね
。
歩
い
た
り
電
車
や
バ
ス
で

移
動
し
て
、
川
と
平
野
の
関
係
や
、
山
と
里
の
関
係

を
見
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
自
分
が
住
ん
で
い
る
世

界
が
ど
ん
な
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
か
に
気
が
つ
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　（

石
倉
／
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
）

秋
田
市
郊
外

潟
上
市

能
代
市

北
秋
田
市

鹿
角
市

田
沢
湖
（
北
側
）

に
か
ほ
市

全
体
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学
長
よ
り

　
昨
年
度
、
本
学
の
教
員
・
助
手
ら
が
企
画
監
修
や
出
展
作
家
を

務
め
た
展
覧
会「A

RT
S&
ROU

T
ES

│
あ
わ
い
を
た
ど
る
旅
│
」

が
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時

代
に
長
く
秋
田
に
滞
在
し
た
紀
行
家
・
菅
江
真
澄
が
残
し
た
記
録

に
宿
る
創
造
性
に
着
目
し
、
移
動
や
旅
を
す
る
こ
と
、
地
域
を
観

察
し
、
表
現
や
創
造
す
る
こ
と
を
現
代
の
作
家
と
と
も
に
考
え
る

展
覧
会
で
す
。

　
真
澄
が
生
き
た
江
戸
後
期
は
、
移
動
の
自
由
や
交
通
手
段
が
確

立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
。
奇
し
く
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
に
よ
り
、
今
日
の
私
た
ち
も
移
動
や
旅

を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
学
生
た
ち
の
学
び
や
表
現
活
動

を
つ
づ
け
る
た
め
に
、
本
学
で
は
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠
隔
授
業
や
受
講
者
数
を
減
ら
し
た
対
面
授
業

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
様
々
な
取
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
従
前
か
ら
地
域
を
丁
寧
に
観
察
し
、
そ
の
中
で
得
た
気
づ

き
や
学
び
を
表
現
に
昇
華
す
る
活
動
を
重
ね
て
き
た
学
生
た
ち
は
、

豊
か
な
自
然
と
文
化
を
育
む
秋
田
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
、
時
に
自
宅
や
ア
パ
ー
ト
に
籠
っ
て
制
作
に
没
頭
し
、
新

し
い
表
現
の
形
を
生
み
出
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
、
社
会

と
つ
な
が
る
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
地
域
の
企
業
や
生
産
者
と
の
打
合
せ
を
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施
し
デ
ザ
イ
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「あきびネット」は東北唯一の公立美術大学
として誕生した秋田公立美術大学を様々な面
から支え、大学と交流・連携することで共に
進む応援団として設立されました。地元の団
体・企業、個人が集まり、産学連携の推進お
よび物心両面からの支援を続けています。

秋田公立美術大学では入学した学生の皆さん
がより有意義な学生生活を送れるように様々
な支援体制を整えています。

b授業料の免除など
経済的な理由などで授業料の納付が困難な学生を対象
に、授業料を減免したり、納付を猶予したりする制度
があります。

b施設・設備の利用
本学の施設・設備を、創作活動、課題制作、サークル
活動などで利用することができます。※利用できる時
間は施設により異なります。

b美術館無料観覧
学生は、秋田市立千秋美術館および秋田県立美術館の
常設展、企画展、特別展などを学生証提示により無料
で観覧することができます。

b健康管理
保健室では、急病やけがの応急処置を行うほか、年１
回定期健康診断を行なっています。また、キャンパス
内に AED（自動体外式除細動器）を設置しています。

b学生相談
大学生活では、修学、人間関係、進路など、様々な問
題に直面することもあります。いつでも相談できるよ
う、キャンパスソーシャルワーカーや専門家（臨床心
理士）によるカウンセリングを行なっています。

b進路・就職支援
卒業後の進路は、企業などへの就職、進学、作家活動
など様々です。本学では、キャリアセンターを配置し、
進路ガイダンス、個別面談、模擬面接を行うなどして、
みなさんの進学・就職活動を支援します。

b国際交流助成制度
学生が海外の大学や研究機関が開催するプロジェクト
などに参加する場合、経費の一部を補助する助成制度
を設けています。

b学生生活
学生の半数以上が秋田県外出身者ということもあり、
約 8割の学生が大学周辺のアパートや下宿で生活し
ています。大学周辺の家賃の相場は、最も多いワンルー
ム（6～ 8畳間にキッチン、バス、トイレ付き）のアパー
トで月額 4万円程度です。また、大学前にバス停が
あるほか、近くに JR新屋駅もあり、バスや電車を利
用して通学することができます。さらに、アルバイト
情報の紹介も行っています。

b産学連携の推進
大学が持つノウハウ、専門知識、人材を活用して行う
共同研究や商品開発、イベントなどを会員が提案し、
質の高い産学連携を実現します。

bインターンシップの実施
学生のインターンシップ受け入れ事業所として協力し
ます。

b大学への講師派遣
大学が学生に対して行う進路ガイダンスなどで講話な
どを行います。

b大学 PR・作品展示スペースの提供
大学の PRや学生の作品展示用に事業所の空きスペー
スなどを提供します。

b奨学金制度の運営
課外における自主的な創作・研究活動に対し、奨学金
制度「あきびネットファンド」により奨学金を給付し
ます。

b物資・教材の提供
大学祭などで物資を援助したり、サークル活動や授業
に必要な教材などを提供するなどして協力します。

b進路・就職等に関する情報交換会の開催
年 2回程度、学生や大学の教職員との情報交換会を
開催します。

あきびネット 学生支援

学
生
支
援
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ー
デ
ィ
ン
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積
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ハ
ウ
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（
株
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秋
田
営
業
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全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
秋
田
県
本
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（
株
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農
ビ
ジ
ネ
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サ
ポ
ー
ト
秋
田
支
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（
株
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ソ
ユ
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損
害
保
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ジ
ャ
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本
興
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株
）
大
栄
木
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大
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（
株
）
ダ
イ
ヤ
プ
ラ
ザ

（
株
）
た
け
や
製
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ン

タ
プ
ロ
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千
代
田
興
業
（
株
）

（
株
）
塚
田
美
術
印
刷

（
株
）
辻
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東
光
鉄
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（
株
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東
部
瓦
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（
株
）
秋
田
支
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東
北
電
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（
株
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秋
田
支
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（
株
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東
北
ビ
ル
カ
ン
リ
・
シ
ス
テ
ム
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（
有
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都
市
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

（
株
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ト
ミ
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（
株
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ト
ラ
パ
ン
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（
株
）
那
波
伊
四
郎
商
店

（
株
）
日
情
秋
田
シ
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テ
ム
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（
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テ
ィ
オ
秋
田

ノ
リ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ポ
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（
株
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（
株
）
バ
ウ
ハ
ウ
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長
谷
部
光
重
税
理
士
事
務
所

（
株
）
花
の
ヤ
マ
ト

（
株
）
林
工
務
店

（
株
）
パ
ル
テ
ご
と
う

（
株
）
フ
ィ
デ
ア
情
報
総
研

（
株
）
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田

（
株
）
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル

（
株
）
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
プ
ロ

（
株
）
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ホ
ー
ム

（
株
）
北
都
銀
行

（
株
）
ホ
テ
ル
大
和

（
株
）
松
美
造
園
建
設
工
業

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険（
株
）秋
田
支
店

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
電
子
化
成
（
株
）

む
つ
み
造
園
土
木
（
株
）

山
岡
工
業
（
株
）

（
株
）
ヤ
マ
ダ
フ
ー
ズ

（
株
）
山
二

山
二
建
設
資
材
（
株
）

（
株
）
友
愛
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
株
）
ユ
ー
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
八
橋

 

豊
興
産
（
株
）

 

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）
秋
田
支
社

（
株
）
和
賀
組

（
株
）
わ
ら
び
座

 

会
員
数
1
6
3

 

（
法
人
1
4
1
、
個
人
22
）
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入
学
金
・
奨
学
金《入学時納付金》

《奨学金・奨励金》
b日本学生支援機構奨学金
経済的理由により就学が困難な学生のために奨学金を給付・貸与する制度で、日
本学生支援機構が採用決定します。貸与型は卒業後に返還します。
第一種奨学金…無利子貸与 第二種奨学金…有利子貸与
b秋田公立美術大学奨学金
在学中の修学意欲を高めるために設置した、本学独自の奨学金制度です。2年生
から 4年生の各学年で前年度の成績上位者（2年生および 3年生は 3名以内、4年
生は 6名以内）に対して年間 10万円（予定）を支給します。返還不要の給付型奨学
金です。
b秋田公立美術大学大学院学業奨励金
本学大学院入学者で、入学試験時の成績が優秀で入学後の研究活動の向上が見込
まれる学生に対し奨学金を給付します。
bあきびネットファンド

本学の支援団体「あきびネット」が学生の創作意欲やチャレンジ精神の向上を目
的に創設した制度です。展覧会への出品やアートプロジェクト参加などの課外活
動における自主的な創作・研究活動に対し、20万円（予定）を給付します。プレ
ゼン方式で審査を行い、採用を決定します。

 内訳

入学料

授業料

その他
の経費

 金額

秋田市民
 282 ,000円

秋田市民以外の方
 423 ,000円
　　

 535 ,800円

 
 92 ,660円　　

納入時期

入学手続時

入学手続時

 
 5 /10月

 
 4月　　

備考

本人にまたは保護者の方が入学の日
の1年前から秋田市に住所を有する
場合に該当になります。

上記以外の方

前・後期に分納（各 267,900円）

後援会会費（4年分）60,000円
学生会会費（4年分）13,000円
傷害保険等（4年分）4,660円
同窓会費 15,000円

（入会金及び永年会費として）
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秋田公立美術大学では年 2回、オープンキャンパスを開催します。キャ
ンパス案内ツアーではスタッフが学内の教室、工房、施設を案内し、教
員が各専攻を紹介します。大講義室での説明会や質疑応答のほか、デッ
サン体験や持ち込みデッサン指導、進学相談ブースなどもあります。美
術を超えて、社会に繋がる美術大学をぜひ体験してください。

 今年の開催

第 1回（Web）：2021年 7月 10日（土）
第 2回　　  ：2021年 9月 18日（土）※大学祭と同時開催

※新型コロナウイルスの影響により、開催方法等を変更する場合があります。

2020年度のオンラインオープンキャンパスは
 こちらからご覧いただけます。
WEBで体験しよう!　秋田公立美術大学オープンキャンパス2020

新型コロナウイルス感染症（COVID‒19）に関する
本学の対応について

オープンキャンパス 2021

本学では感染防止対策を徹底した上で、本学対応指針に基づき、
オンラインによる遠隔授業や受講者数を減らした対面授業を実
践するなど、授業、試験、展示、イベントなどを進めていきます。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
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 秋田公立美術大学
所在地
〒010‒1632　秋田県秋田市新屋大川町12‒3
JR「秋田駅」から羽越本線「新屋駅」下車　徒歩15分
JR「秋田駅」から秋田中央交通バス・新屋線「美術大学前」下車　徒歩 1分

TEL
018‒888‒8100（代表）
018‒888‒8105（学生募集・入試）

FAX
018‒888‒8101

E-mai l
soumu@akibi . ac . jp（大学）
kyomu@akibi . ac . jp（学生募集・入試）

Web
https : //www. akibi . ac . jp/

──────────
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